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II．景気の先行きに対する判断理由

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

一般小売店［土産］
（経営者）

・ＬＣＣの就航が増えたことで旅客数が下支えされている。
国内客は横ばい又は増加傾向で推移しており、外国人観光客
も一時の勢いはないが、客単価の高い中国、韓国などは前年
比２けた増で推移している。これらのことから、２～３月の
雪のシーズン中は好景気が続くことになる。

◎

旅行代理店（従業員） ・流氷の着岸時期にもよるが、２～３月は当地の冬の観光
シーズンとなる。各地で冬のイベントが行われるほか、冬季
アクティビティも増えてきており、個人旅行の受入体制も充
実してきていることから、今後については国内客、外国人観
光客の増加が期待できる。

◎
旅行代理店（従業員） ・景気が良くなると考えている経営者が増えてきていること

から、今後の景気は良くなる。

○

一般小売店［土産］
（経営者）

・当店はコンブが主力商材であるが、必需品でもないコンブ
の売行きが良いことから、景気が上向いているとみている。
ただ、急激な少子化による人手不足に対応できず、５店舗の
うち２店舗の閉鎖を考えている。外国人を雇うことの仕組み
づくりが望まれる。

○

百貨店（売場主任） ・今後も現在の回復傾向が続く。お歳暮、おせち、クリスマ
スケーキなどの季節商材は出足こそ鈍かったが、間際の駆け
込み購入が多く、結果的に前年実績を上回っている。客は決
して買物を控えているわけではなく、直近にならないと購入
しないという傾向がより顕著になっている。

○
コンビニ（エリア担
当）

・クリスマス需要が見込みよりも多かったため、今後の景気
はやや良くなる。

○
衣料品専門店（店長） ・現状の流れから、今後もこのまま順調に客単価が上がり続

けることが見込める。

○

乗用車販売店（従業
員）

・３月が決算期となることもあり、２月から春先にかけて販
売量が増加するのが例年の流れとなっている。１月はまだ厳
しいとみられるが、２月はマイナーチェンジを予定している
車種があることもプラス材料となり、販売量が伸びることが
期待できる。

○
乗用車販売店（従業
員）

・ボーナスが前年と同様の月数で支給されているが、昇給分
を含めると手取りは増えているため、旅行やレジャーに使う
金額が増えることが見込まれる。

○

自動車備品販売店（店
長）

・車業界では車の保有台数の減少に伴い、車検台数が減少傾
向にあるといわれているが、１月の車検の予約が順調に推移
しており、前年比120％の見込みとなっていることから、今
後の景気はやや良くなる。

○

旅行代理店（従業員） ・当地において農産物が過去最高の取扱高を記録したことに
加えて、前年の台風被害による旅行自粛ムードの反動増もあ
り、農閑期の１～３月中旬において農家や農業関連事業者な
どの旅行が増えることになる。

○
美容室（経営者） ・客の来店周期が短くなってきており、その分だけ売上が増

加する気配がある。

○
美容室（経営者） ・ここ３か月、前年の売上を上回って推移していることに加

えて、来年１～２月の予約も割と早めに入ってきていること
から、今後の景気はやや良くなる。

○
住宅販売会社（経営
者）

・株価が堅調に推移していることに加えて、為替の安定、金
利の低位安定が続いていることから、今後の景気はやや良く
なる。

□
商店街（代表者） ・世界情勢に変化はみられるものの、日々の生活には影響が

ないため、今後も景気は変わらない。

□

商店街（代表者） ・最近４～５年の２～３月の傾向として、燃料代などの季節
要因による支出以外は極力出費を控える傾向が定着している
ため、客足は遠のき、今月と同様に景気のやや悪い状態で推
移することになる。

　景気の先行きに対する判断の理由について、その主だったもの及び特徴的と考えられるも
のを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

商店街（代表者） ・外国人観光客については東南アジア、特に南側方面からの
入込が好調である。一方、韓国からの観光客も急激に増えて
いるが、英語が通じないことが多く、コミュニケーションを
取るのに一苦労している。今までは英語の通じる観光客がほ
とんどであったが、これからは苦労しそうである。

□ 商店街（代表者） ・春になり、消費が上向くことを期待している。

□
一般小売店［酒］（経
営者）

・12月は１年で最も忙しい繁忙期であるため、今月と比較す
ると売上はかなり減少することになるが、こうした季節要因
を除くと、ベースはそう変わらないまま推移する。

□

百貨店（担当者） ・初売りやクリアランスセールなどで１月の消費マインドが
上向く反動で、２月は買い控えが生じる懸念があるが、３月
は決算セールや新生活ニーズで再度消費意欲が高まるため、
全体としては変わらないまま推移する。

□

百貨店（販売促進担
当）

・特に冬場は天候に景気が左右されることが多いが、今のと
ころ天候が安定していることから、今後についても大きな変
化はないまま推移する。外国人観光客の動向は春節や冬の有
名イベント期間中の入込次第の面があるが、最近は緩やかな
増加傾向で推移していることから、急激な変化が生じること
にはならない。

□
百貨店（営業販促担
当）

・当地の主力産業となる１次産業が好調だったこともあり、
今後も景気は堅調に推移する。紳士服に続き、婦人服も持ち
直しの兆候が出てきている。

□
スーパー（店長） ・ここ数か月、トレンドに変化がみられないことから、今後

も景気は変わらない。

□
スーパー（店長） ・今後も客の節約志向は変わらない。目的買いは増えるかも

しれないが、野菜の価格高騰の影響もあり、年始を過ぎると
節約志向が一層高まることが懸念される。

□ スーパー（店長） ・変動要因がないため、今後も景気は変わらない。

□
スーパー（店長） ・ここ１～２年ほど、景気の好循環もなく、当店にとっては

売上が伸びる兆しが見当たらないため、今後も景気は変わら
ない。

□

コンビニ（エリア担
当）

・酒やたばこなど、低迷していた免許品が回復傾向にある。
低アルコールのビールや缶チューハイが前年を上回ってきて
いる。ただし、来客数は前年を下回っており、全体の回復に
は至っていないことから、景気は変わらないまま推移する。

□
コンビニ（店長） ・現段階で景気が良くなる要因が見当たらないため、今後も

変わらないまま推移する。

□
衣料品専門店（店長） ・フリーの買上客数が増えてこないため、今後も景気は変わ

らない。
□ 家電量販店（経営者） ・今後も景気に大きな変化はみられないまま推移する。

□
家電量販店（店員） ・寒冷地仕様のエアコンの売行きが良く、前年以上に売れて

いることから、今後もこのまま堅調に推移する。

□
乗用車販売店（経営
者）

・先行指数である新車受注が好調を維持しており、当面、こ
の傾向が続くことになる。

□

高級レストラン（経営
者）

・年末から正月にかけて消費が盛んになるが、一時的なこと
であり、景気が上向いている実感は余りない。最低賃金の引
上げによる人件費の上昇、灯油の値上がり、野菜を始めとし
た原材料の価格高騰により利益も出にくくなっていることか
ら、今後も厳しいまま変わらない。景気が良いという国の見
解とは隔たりを感じる。

□
観光型ホテル（スタッ
フ）

・冬の有名イベントと旧正月の時期がずれたことで、２月は
全体的に好調に推移する。その一方で、１月は需要を喚起す
るようなイベントがないため、低調に推移する。

□
旅行代理店（従業員） ・良くなる兆しも、悪くなる兆しもないため、今後も景気は

変わらない。

□
タクシー運転手 ・乗務員不足の影響があるため、今後についても余り期待で

きる状態にはない。

□
タクシー運転手 ・社員の欠員補充にめどが立っていないことに加えて、市内

の人口減少も止まらないことから、今後も景気は厳しいまま
変わらない。

□
通信会社（企画担当） ・春商戦に向けた目玉商材がまだないため、今後についても

変わらない。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

観光名所（従業員） ・当地における観光客の入込数、当社の利用乗降客数は徐々
に減少傾向に転じてきているが、この主な要因はこれまで急
増してきた外国人団体観光客の減少であり、代わりに個人客
が増加してきている。個人客は客単価が大きくなる傾向があ
るため、客が少しずつ減少しても、それほど売上の変化しな
い状況がしばらく続く。

□
観光名所（職員） ・外国人観光客が好調に推移していることから、当施設の利

用客数も好調を維持しており、今後もこの流れが続く。

□
その他サービスの動向
を把握できる者［フェ
リー］（従業員）

・今シーズンは特に天候の悪い日が多いことから、今後につ
いても同様の傾向が続く。

□

住宅販売会社（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要を期待できるのは、もう少し
先のことになるため、現状、プラス要因は特に見当たらな
い。一方、マイナス要因としては、北朝鮮問題に加えて、中
東の情勢不安が新たに加わっている。また、元々の不安要素
として金利動向があり、これらの影響が顕在化すれば、分譲
マンション市況が急速に悪化する懸念がある。

▲
商店街（代表者） ・消費税増税に関する報道が増えることで、消費にブレーキ

が掛かることが懸念される。

▲
百貨店（役員） ・前年の10月以降、来客数、買上客数共に減少傾向が続いて

いることから、今後についてもやや悪くなる。

▲

スーパー（企画担当） ・ガソリン、灯油などの冬の暖房関連の価格上昇に加えて、
青果物、水産物の価格上昇もあり、この冬の家計を圧迫する
要因が強まっている。このため、今後の消費が上向くような
状況にはない。

▲
スーパー（役員） ・水産加工場の廃業が相次ぐとの話もあり、地域全体に活気

がなくなっている。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・地域の基幹産業である漁業が好調に転じる兆しもみえない
ため、今後の景気はやや悪くなる。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・この先については、新しい商材の発売予定もないため、景
気が上向くことは期待できない。

▲
その他専門店［医薬
品］（経営者）

・医療費に関しては明るい話題がない。客１人１人に対して
親身に対応していくしかない。

▲
その他専門店［造花］
（店長）

・生活必需品などが値上がりしているため、今後については
やや悪くなる。

▲

高級レストラン（ス
タッフ）

・近年、高齢者の消費動向が低迷するなど、節約志向が高
まっていることに加えて、食材の値上げや生鮮品の価格高騰
の影響もあり、景気が上向くことは想像しにくい。知り合い
の店では、客が来るのにもかかわらず、パートを含めた従業
員が集まらないことから、クローズタイムの延長を余儀なく
されている。人手不足は地方においても深刻であり、道東の
中核都市では飲食店のパートの時給が1,000円を超えたとの
話を聞いている。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・地域に景気の上向き傾向がみられないなか、消費税増税が
決定しているような報道があり、先行き不安から客が消費を
抑える傾向がみられる。

▲
観光型ホテル（役員） ・外国人観光客の予約状況が思わしくない。また、道内の景

況感が引き続き悪いことから、個人客にも伸びがみられな
い。

▲
旅行代理店（従業員） ・冬場の観光オフシーズンであるため、今後も販売量は伸び

ないまま推移する。

▲

タクシー運転手 ・例年、12月の年末繁忙期に比べると１～３月のタクシー利
用は減ることになる。また、乗務員不足が解消されないた
め、今までと同じように会社の売上は前年を下回って推移す
ることになる。

▲
タクシー運転手 ・１～２月の問い合わせ件数や予約件数が少ない状況にある

ため、今後についてはやや悪くなる。

▲

タクシー運転手 ・ここ３か月、売上は前年から３～５％落ち込んで推移して
いる。12月については雪が多かったこともあり、前年並みの
売上となったが、雪が多い割には今一つであった。これらの
ことから、今後についてはやや悪くなる。

▲
美容室（経営者） ・消費税増税のことを考えると、前向きな考えを持つことは

困難である。

×
タクシー運転手 ・景気が回復するような要因や兆しが見当たらないため、今

後の景気は悪くなる。
◎ － －企業
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
建設業（従業員） ・年度内しゅん工工事の増加に伴い、雪解け時期に向けた新

規発注工事が動き始めることが期待できる。

○

通信業（営業担当） ・企業の今期の業績見通しが明確になってくる時期を迎えた
が、当社並びに周辺企業について計画どおり又は、やや上振
れとの話を聞く機会が多いことから、この先の景況感はやや
良くなる。

□
食料品製造業（従業
員）

・販売量について、今後しばらくは増えるような要素が見当
たらない。

□
家具製造業（経営者） ・マンション及び宿泊施設向けの案件など、前向きな動きの

ある一方で、百貨店を中心とする小売店の販売が依然として
低迷していることから、今後も景気は変わらない。

□

建設業（経営者） ・公共工事のゼロ国債工事、翌債工事が前年並みに発注され
ることが見込まれる。実際の施工は４月下旬以降になるが、
マインド面でプラスになる。一方、建築工事については官民
共にまだら模様である。

□
建設業（役員） ・３月の年度末までの受注工事高がほぼ確定しており、今以

上の上振れは見込めないことから、今後も景気は変わらな
い。

□

金融業（従業員） ・冬場の需要期を迎えた灯油の価格上昇が消費マインドのか
せとなり、底堅く推移している個人消費を下押しする懸念が
ある。一方、減速のみられる公共投資に代わって建設投資を
中心とした設備投資の増加が見込まれる。総じてみれば、道
内景気は３か月前と変わらない水準にとどまる。

□
司法書士 ・地域経済の現状から、今後については、季節要因も含めて

可も不可もないという状況が続く。

□

司法書士 ・当地はこれから本格的な冬を迎えるため、景気回復の兆し
は見当たらない。除雪関係の仕事を受注している企業も、降
雪量によって収入が変化するため、現状維持を保つのが精一
杯であり、景気回復のけん引役とはなり得ない。今後も景況
感に変化のないまま推移する。

□
コピーサービス業（従
業員）

・経営陣から、我慢の時という言葉が出ていることから、今
後も景気は変わらずに推移する。

□
その他サービス業［建
設機械レンタル］（総
務担当）

・12月は前年から10％以上の伸びを示しており、今後も３か
月程度は同様の傾向で推移する。

▲
食料品製造業（従業
員）

・２～３月は販促などの予定も少ないため、販売量が落ち込
むことが見込まれる。

▲
輸送業（支店長） ・例年、２～３月は仕事量の落ち込む時期であり、現段階で

のスポット需要の引き合いなどもみられないことから、景気
は今月よりも落ち込むことになる。

▲
司法書士 ・給与の引上げもみられないことから、今後の建物新築や土

地売買が増えることは考えにくい。

▲
その他サービス業［ソ
フトウェア開発］（経
営者）

・今後も人手不足が解消される見込みはない。それどころか
労働者派遣法や労働契約法などの改正により、健全な労働者
の流動性が失われている面がある。

▲
その他サービス業［建
設機械リース］（営業
担当）

・今後については、台風災害の復旧需要が一層縮小すること
になる。

▲
その他サービス業［建
設機械リース］（支店
長）

・季節要因もあり、例年、景気は下向く傾向にある。また、
今年は建設資材、人手不足により採算性の悪化も懸念され
る。

▲

その他非製造業［鋼材
卸売］（従業員）

・１月については年末年始の連休により稼働日数が減るた
め、一時的に売上が減少することになる。その後の売上で、
ある程度のばん回は可能だが、大幅な売上の増加は見込めな
い。

× － －

◎ － －

○
求人情報誌製作会社
（編集者）

・地域の基幹産業の景気が良くなっていることから、全業種
で求人意欲が盛んになることが期待できる。

○
求人情報誌製作会社
（編集者）

・本格的な冬を迎えて、外国人観光客の増加する季節とな
り、東南アジアからの直行便も増えるため、宿泊や飲食店な
どの観光産業を中心に景気がやや良くなる。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・農業関連の景況がとても良く、好調なことから、年明け以
降、農業関連業種の消費意欲が高まるとともに、雇用環境も
上向くことが期待できる。

動向
関連

(北海道)

雇用
関連

(北海道)
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○

学校［大学］（就職担
当）

・企業の採用担当者と接している限り、前年よりも個人消費
が伸びており、売上も安定しているとの話をよく聞く。北海
道は冬も外国人観光客が多く来道するため、２月まではこの
傾向が続く。

□

人材派遣会社（社員） ・現状、前年と比較して求人数が約1.5倍となっていること
から、企業の業績は好調を維持しているとみられる。また、
12月に入り、営業の求人が増加傾向にあることから、企業が
販売・営業力の強化を優先していることがうかがえる。今後
の業績の下振れリスクは考えづらく、今後しばらくは現状の
まま好調に推移する。

□
職業安定所（職員） ・月間有効求職者数が前年を下回り、月間有効求人数が前年

を上回る傾向が今後も続く。

□
職業安定所（職員） ・新規求人数の増加と求職者数の減少傾向が続くなか、管内

において大量離職や大口の雇入れなどの動きがみられないこ
とから、雇用情勢に大きな変化はないまま推移する。

□
職業安定所（職員） ・11月の有効求人倍率は２か月ぶりに前年を上回ったが、水

産食料品製造業の新規求人数が８月から４か月連続して減少
しており、今後の動向について注視する必要がある。

▲
求人情報誌製作会社
（編集者）

・人手不足の改善傾向がみられないなか、賃金上昇に伴う人
件費の増加と求人に掛かる経費の増加で求人意欲が低下して
いる業種があり、今後の企業活動への影響が懸念される。

× － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
住関連専門店（経営
者）

・この先は納入先の工事の遅れも解消していくため、今月よ
りは販売量などが良くなるとみている。

◎
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・駅前を中心として来客数が増加しているため、購入率も向
上していくとみている。

○

商店街（代表者） ・来年の１月から、市役所の一部機能が駅前の大型商業施設
跡地に移転するなど、中心市街地の社会環境が変化する。６
月には商工会議所も駅前に移転することが決まっており、経
済的にも増床する気運が高まるのではないかとみている。

○
一般小売店［書籍］
（経営者）

・株価や為替の状況、製造業を中心とした業績の向上などか
継続すれば、末端の消費経済にも良い影響が現れるとみてい
る。

○
百貨店（経営者） ・高額商材が好調に推移していることから、全体的な景況感

は決して悪くない。初売り福袋の問い合わせなども多く、こ
の先も良い方向に動くと期待している。

○
スーパー（営業担当） ・年末商戦において、来客数、客単価共に上向きに推移して

いる。年末際物、ご馳走関係の動きも良く、この好調な状況
は今後も続くとみている。

○
コンビニ（経営者） ・客単価、購入点数の底堅い動きが続いている。また、高単

価商材にも動きがあることから、消費者に若干の余裕が生ま
れているのではないか。

○
衣料品専門店（経営
者）

・春物が立ち上がる時期となるため、販売量も良くなるとみ
ている。

○

衣料品専門店（店長） ・現在、成人式のマーケットが順調に動いている。この先２
～３月で動く卒業、入学のマーケットも同世代が客層のた
め、このまま順調に推移すれば、２～３か月先の景気は良く
なっていくとみている。

○
乗用車販売店（経営
者）

・この先は、１月の初売りから始まり年間最大の需要である
３月を迎えるため、景気は良くなるとみている。

○
乗用車販売店（従業
員）

・自動車メーカーの不正検査問題によるリコールの影響も、
徐々に薄れている。客の動きも活発になっているため、今後
は少し良くなるとみている。

○
乗用車販売店（店長） ・初売り～３月決算にかけて、業界では１年で最も多い販売

量を見込んでいる。

○
その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・現在全体的に客の動きが活発なことから、新年度に向けて
かなりの動きがあることを期待している。

○
一般レストラン（経営
者）

・株価も上がっているため、少しは景気も良くなっていくの
ではないかという期待がある。

家計
動向
関連

(東北)
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○
一般レストラン（経営
者）

・12～１月の状況が良いため、２～３か月先も良くなってい
くとみている。

○
旅行代理店（従業員） ・客の様子や申込状況から、国内旅行、海外旅行共に上向き

となっている。また、ＬＣＣの就航とともに申込みが増加し
ている。

○

競艇場（職員） ・毎月定期的に来場を促すイベントを展開しているため、効
果があれば来場促進につながるとみている。客単価が上がら
ない以上、来客数を増やさなければならないのでおのずと売
上は伸びるとみている。

○
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・しばらくは、安定した状況が継続できる見込みである。

○
住宅販売会社（経営
者）

・遅れている受注も、順次契約となる予定のため、この先は
良くなるとみている。

□
商店街（代表者） ・初売りに関して、例年を上回る行事などがないため、全体

として前年と同程度をカバーできれば御の字である。

□
商店街（代表者） ・株高など景気回復に向けた明るい動きがあるものの、年金

財政などの高齢化社会への不安から、消費者の財布のひもが
固い状態が続くとみている。

□
一般小売店［医薬品］
（経営者）

・12月という特別な季節を除けば、全体の売上に変化はな
い。世の中が大きく動かない限り、この先も変わらないとみ
ている。

□
一般小売店［医薬品］
（経営者）

・今年の１月から平均して前年を上回っている状態が続いて
いる。悪い条件が見当たらず、現在の良い状態が続くのでは
ないかとみている。

□
一般小売店［寝具］
（経営者）

・今までの動きからも、来年１～２月の売上は期待できな
い。

□
百貨店（売場主任） ・重要客層である高齢者の購入率が下がっている。また、新

規客層として期待している40～50代からは、依然としてシビ
アな購買姿勢がみられている。

□
百貨店（営業担当） ・景気自体に大きな変化はないとみている。ただし、冬物婦

人服の好調な動きが春物にも波及すれば、景気が上向くこと
も期待できる。

□
百貨店（営業担当） ・地方では個人の所得向上が期待できないため、３か月先の

景気も現状と変わらないとみている。

□
百貨店（買付担当） ・来客数は天候に左右されてしまう。また、客の動向からク

リアランスへの期待は薄いと見受けられる。

□

スーパー（経営者） ・全国的に好景気というが、地方においては全く実感できな
い。消費を大きくけん引するような施策や要因も見当たらな
いため、この先、消費者の財布のひもが緩むことを期待でき
ない。

□
スーパー（店長） ・来客数増加の見込みは、競合店出店の影響により厳しいと

みている。

□
スーパー（店長） ・客の節約志向に変化はなく、必要なもの以外は購入しない

という動きは今後も続くとみている。

□
スーパー（総務担当） ・前年よりも気温が低く降雪量も多いため、鍋物などの冬物

商材の売行きが好調である。１～２月も冬型の気候が予想さ
れるため、この好調が維持できると見込んでいる。

□
コンビニ（エリア担
当）

・地域全体で競合店舗が増えているものの、直接的な影響は
少ない。そのような環境のなか、この先の売上は横ばい若し
くは若干の減少を見込んでいる。

□
コンビニ（店長） ・３か月先はまだ雪が解けずに除雪費用などが掛かるため、

厳しい状態は変わらないとみている。

□
衣料品専門店（経営
者）

・１月末から春物衣料が展開されるが、先物買いの客は年々
減少している。実需傾向が強くなっているため、暖かくなる
まで厳しい状況が続くとみている。

□
衣料品専門店（経営
者）

・無料月刊誌に酒の通販と事務服や作業服などの価格設定の
広告を載せたところ、予想以上に問い合わせが多かったた
め、今後の売上に結び付くことを期待している。

□

衣料品専門店（店長） ・好不調のバロメーターである来客数が伸び悩んでいる。消
費者のニーズが高単価商材と低単価商材で２極化している
が、その中間の商品のニーズが高まらない限り、来客数は伸
びないとみている。

□
衣料品専門店（店長） ・景気に多少の上向き感はあるが、この先３か月以上続くか

どうか判断はできない。しかし、単価の高い客が増えている
ことは事実である。

□
衣料品専門店（総務担
当）

・防寒衣料の買換えにより売上はやや上向いたものの、一時
的なものであり、この先は元の状態に戻るとみている。



102 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

家電量販店（店長） ・ここ２～３年の間、来客数に大きな変化がない。少子高齢
化が進み客層が高齢化しているため、若者向けのオーディオ
商品の売上が伸びておらず、今後も大きく伸びる要素はな
い。さらに、北朝鮮問題などの外的要因もあり、先が見通せ
ない状況である。

□ 家電量販店（従業員） ・売上の中心となる商品の伸びが期待できない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・小売業全般の低迷が続いている。

□
住関連専門店（経営
者）

・様々な商材の値上がりなど、購買意欲を減退させる動きが
多いため、今後も厳しいまま変わらないのではないかとみて
いる。

□
その他専門店［酒］
（経営者）

・積雪などの天候次第ではあるが、特に大きな変動要因は見
当たらない。

□
その他専門店［靴］
（従業員）

・客の購買動向に合わせた品ぞろえにして割引のタイミング
を早めることで、客単価は落ちるものの、売上総額は維持で
きると見込んでいる。

□

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・寒波の到来により、暖房用の燃料が順調である。しかし、
暖房は石油系から電気へと移行する動きが続いていることか
ら、全体的な需要は減少する傾向にある。一時的な寒波で左
右されるものの、燃料転換の動きは止まらないとみている。

□
高級レストラン（経営
者）

・少しずつ景気が良くなっている雰囲気はあるが、２～３か
月先の景気に影響を及ぼすほどの変化はないとみている。

□
一般レストラン（経営
者）

・所得格差が広がっている印象を受ける。当店の１番の主力
となる客層の収入がなかなか増えていない。そのため、当面
現状と同じような状況が続くとみている。

□
一般レストラン（経営
者）

・企業による新年会が少なくなっている。また、卒業シーズ
ンとなりお金が掛かる時期になるため、売上がそれほど良く
なるとは考えにくい。

□
観光型ホテル（経営
者）

・この先に大きなイベントがない。また、先々の予約状況を
みると今月と変わらず今一つの状態が続くとみている。

□
観光型旅館（経営者） ・この先も、特に景気が良くなるような要因が見当たらな

い。

□
観光型旅館（スタッ
フ）

・冬の天候次第で良くも悪くもなるため、判断が難しい。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・先行きの予約状況は前年並みで推移している。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・客の新規獲得が課題ではあるものの、宴会については例年
同様の予約数を確保している。

□
旅行代理店（経営者） ・旅行業界にとって目新しいものがないため、このまま状況

は変わらないとみている。

□
旅行代理店（店長） ・観光に関して決め手となるような施策などが少ないことか

ら、この先業界に影響を及ぼす要因は乏しく、このままの状
況で推移するものとみている。

□
タクシー運転手 ・大きな会社は景気が良いと言われているが、タクシー業界

はまだまだ見通しが立っていない。

□
通信会社（営業担当） ・年始から公共事業の予算消化が始まるため、３～４月まで

は上向き傾向となるのではないか。ただし、全体的な景気は
変わらないとみている。

□ 通信会社（営業担当） ・企業の給与が上がらない限り、景気の向上は望めない。
□ 通信会社（営業担当） ・景気に影響を与えるような要素が特にみつからない。

□
通信会社（営業担当） ・各社ともスマートフォンを絡めた商品展開が激しくなって

おり、特に契約期間の縛りをつけた値引き競争が続いてい
る。しばらくの間は客の奪い合いが続くとみている。

□
通信会社（営業担当） ・担当しているほとんどの客からは、景気が回復しているよ

うな話を聞くことがないため、今後このような状況が継続さ
れるとみている。

□
テーマパーク（職員） ・客単価が非常に低く、この状況はこの先も続くとみてい

る。

□
観光名所（職員） ・来客数は増えているものの、その要因はインバウンド客の

ため、いつ途切れるか分からない。この先状況は余り変化し
ないのではないかとみている。

□
遊園地（経営者） ・この先は冬季休園となるが、春に予定している新遊具の効

果に期待している。
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□

美容室（経営者） ・正月に向けた商品券に対する購買意欲は非常に高く、売上
は前年を上回っている。ただし、それ以外の美容施術の単価
は下がっている。景気が悪いため、少しでも財布に負担がか
からないよう、割増商品券の購入に走っているのではない
か。２～３か月先もこのような状態は変わらないとみてい
る。

□
その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・12月のリフォーム受付件数は前年並みで推移している。

▲
一般小売店［酒］（経
営者）

・今月の好調が続けば良いが、どうしても消費者の動きには
波があるため、年が明けて世の中が落ち着けば、景気もまた
落ち込んでいくとみている。

▲

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・政治が安定していることはプラス要因であるが、消費税の
引上げの予定と、少子高齢化は構造的にマイナス要因であ
る。ダイナミックな対策がなければ、長期的に購買意欲が停
滞した社会になるのではないか。

▲
スーパー（店長） ・近隣の競合店オープンから１年が経過し、ある程度落ち着

いてきた矢先に、新たな競合店がオープンしている。そのた
め、ピンポイントで影響を受けている。

▲

スーパー（店長） ・３か月前と今月の売上前年比を比較すると、若干の減少傾
向がみられている。競合店対策として、利益を確実に確保す
る方針のため、セール価格で来客数増加を図るという対応が
難しく、このまま来客数減少が進むとみている。

▲
スーパー（営業担当） ・競合店の出店は今後も続くため、商圏はますます狭くなっ

ていく。小さな商圏でも成り立つ売場のフォーマットと店舗
運営の構築が必要になる。

▲
コンビニ（経営者） ・売上の減少傾向が続いている。消費動向が良くならなけれ

ば売上も伸びないため、このままではこの先、かなり厳しい
状況になるとみている。

▲
コンビニ（経営者） ・人手不足のため、時間給のアップをせざるを得ない状況で

あり、経費が増加している。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・最低時給の改定により、収益が圧迫されている。また、
ファーストフードなどの高値入商品の販売量鈍化により、値
入率も下降傾向にある。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・世の中の動きが震災復興から東京オリンピックへ移行して
いる。そのため、東北への人や資金の流入は鈍化していくと
みている。

▲
住関連専門店（経営
者）

・異業種による参入が増えて、高額商材の売上が見込めない
状態が続いている。今後も大きな変化はないとみている。

▲
その他専門店［食品］
（経営者）

・冬季オリンピック、パラリンピックなどで一部は盛り上が
るとみているものの、食料品販売に関してイベント効果は余
りなく、地方の消費は冷え込んでいくとみている。

▲
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・現在の好調な状況は一過性のものであるため、今月と比べ
れば先行きは悪化するとみている。

▲

一般レストラン（経営
者）

・雪が深くなる当地域では、この先一層外出する人が減って
しまう。前年と比較しても予約数に変化があり、建設業関係
の忘年会が少なくなっている。他のエリアに長期で出稼ぎに
出たきり戻れなかったという会社も多い。地方にお金が流れ
てこない期間が続くため、景気はやや悪くなるとみている。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・この先、宿泊、宴会共に閑散期に入る。３月までは寒さが
厳しくなるにつれて、来客数が減少する見込みである。

▲
旅行代理店（店長） ・冬期間の国内旅行の動きが鈍く、予約件数は前年同時期の

70％程度で推移している。

▲
美容室（経営者） ・寒くなると客足も鈍くなるため、低迷した状態が続くとみ

ている。

×
商店街（代表者） ・来年度において、社用の予約が全くないことが気に掛か

る。個人の動きはあるが、売上への寄与度は低い。

×
商店街（代表者） ・年末年始の休日を挟むが、人通りの回復が望めない状況で

ある。

×
スーパー（経営者） ・可処分所得が伸びないなか、商品価格が上昇している。ま

た、消費者の節約志向も続いている。

×
コンビニ（店長） ・震災特需もなくなり、自治体の発注量が増える見込みもな

いため、建設関係の不景気が特に目立っている。このような
状態がしばらく続くのではないか。

×
観光型ホテル（スタッ
フ）

・来客数は前年を下回る見込みである。
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◎
その他企業［企画業］
（経営者）

・得意先において、春先に向けて旺盛な宣伝計画がある。そ
のため、向こう３～４か月はある程度の活況を見込んでい
る。

○
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・この先の年度末の需要を期待している。

○
電気機械器具製造業
（営業担当）

・現状からの最後の追い上げで仕事量が増えるとみている。

○
電気機械器具製造業
（企画担当）

・この先、新製品開発に向けた設備投資が行われる見通しで
ある。

○
輸送業（経営者） ・当地域における保管貨物の需要は増加傾向にある。当社の

新倉庫が12月に竣工しており、これに対応できると期待して
いる。

○
金融業（広報担当） ・今年の冬は小売業界の想定に近い天候で推移するとみられ

ることから、業績予想どおりの決算になるものとみている。
○ 広告代理店（経営者） ・得意先や取引先に、前向きな動きが出始めている。

□
食料品製造業（経営
者）

・11～12月の販売量及び受注量の動きから、１月に大きな変
化は見込めない。

□
食料品製造業（営業担
当）

・既存品の販売量減少をカバーするために新商品を投入して
いるが、効果は薄い。厳しい状況はまだまだ続くとみてい
る。

□ 繊維工業（経営者） ・店頭の売上が悪い状態が続くとみている。

□
出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・受注残が前年比で約10％下回っている。そのため、景気は
横ばいで推移するとみている。

□
建設業（従業員） ・年度末に向けて、設計変更などによる一定の受注額が見込

める。その他は特段大きな変化はなく、前年と同水準の受注
量を確保できる見通しである。

□
建設業（企画担当） ・工事受注額は当初の見込みどおりであるため、２～３か月

先も現状のままで推移するとみている。

□
通信業（営業担当） ・客に対して、これまで積み重ねてきた実績と信頼を強調

し、辛抱強く働きかけていくしなかい。
□ 通信業（営業担当） ・景気回復を実感できない。
□ 金融業（営業担当） ・特に景気が大きく変化するような要因はない。
□ 広告代理店（経営者） ・年度末の繁忙はあるものの、新しい仕事の情報は乏しい。
□ 経営コンサルタント ・先行きの景気において上向く要素がない。
□ 司法書士 ・景気が変化する要因に乏しい。

□
公認会計士 ・全体的に建設関係が好調であり、小売業、サービス業など

の落ち込みをカバーしている。会計年度末までは今の状況が
続くとみている。

□
コピーサービス業（従
業員）

・３月決算を前にしての商談数に、手ごたえがみられていな
い。もう少し時期が進まないと判断は難しい。

□
その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・小規模企業の多い業種であるため、売上を維持するのも大
変である。

□
その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・配送量の運賃値上げに伴い、３月からは一部の商品に値上
げが予定されている。このことが消費に水を差すのではない
かと懸念している。

□
金属工業協同組合（職
員）

・見積り及び受注依頼案件は増加しているものの、人手不足
や設備などの問題により、その対応が難しい状況にある。

▲
農林水産業（従業者） ・リンゴの農協出荷額は前年並みであるが、強風による落果

で品質の低下がみられており、全体的には２割程度の収入減
となっている。

▲
農林水産業（従業者） ・今シーズンの冬は大雪が予想されているため、春先の作業

の遅れを懸念している。

▲
木材木製品製造業（経
営者）

・年明けは例年受注が減少する傾向にある。また、原材料価
格の高騰に加え競合品との競争から、製品単価が下落する見
通しであり、収益面の悪化が見込まれる。

▲
窯業・土石製品製造業
（役員）

・比較的好調だった地区も需要が先細りの状況であり、加え
て震災復興需要の落ち込みも大きい。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・先行きの受注見込みが思わしくない。

× ＊ ＊

◎
人材派遣会社（社員） ・求職者数と求人数が増加しているため、マッチングの幅が

広がり、良い状況になるのではないか。

○
人材派遣会社（社員） ・年明けからの求人ニーズが増加傾向にある。また、無期労

働契約への転換に関係した求職者の動きが増える見込みであ
る。

企業
動向
関連

(東北)

雇用
関連

(東北)
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○
アウトソーシング企業
（社員）

・仕事量の増加に伴って、単価の上昇も見込めると期待して
いる。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・年末商戦はまずまずの様子であるため、今後は多少景気が
上向くのではないか。

○
民間職業紹介機関（職
員）

・製造業の求人が増加している。ただし、派遣による補充を
考えている企業が多い。

□
人材派遣会社（社員） ・新規受注が前年比10％増加するなど、年度末の繁忙期需要

は底堅い。しかし、１県集中に伴う他県の案件終了の悪影響
が、２～３か月先にどう表れるのか心配である。

□

人材派遣会社（社員） ・外食産業、学習塾、建設関連企業など学生に不人気な企業
が、来年度の新卒採用に向けて、休日や給料などの待遇改善
を検討し始めている。景気の良い状況はこの先２～３か月は
継続するとみている。

□
人材派遣会社（社員） ・2018年は、無期労働契約への転換など見通しが不透明な部

分が多く、判断が難しい。

□

人材派遣会社（社員） ・先行きの状況が大きく改善することは期待できない。ただ
し、以前から視野を広げて、高卒を含む新卒や、シニア、女
性などの採用を模索する地場企業も少しずつ増えてきてお
り、成果も出てきている。

□
人材派遣会社（社員） ・求人数は多いものの、求職者の動きに変化はみられない。

そのため、この先も大きな変化はないとみている。

□
新聞社［求人広告］
（担当者）

・人手の確保が難しく、受注の抑制につながっている。

□
職業安定所（職員） ・少子高齢化による労働力人口の減少により、求人が充足さ

れないなど、地域が活性化されていない。

□
職業安定所（職員） ・管内において、多くの業種で人手不足感が強い。また、大

きな雇用調整の動きもない。

□
職業安定所（職員） ・コンビニの出店が多くなっている。その他２軒程度ビジネ

スホテルが、新規参入しそうである。

□

職業安定所（職員） ・省力化設備などの導入や計画が増えており、安定した成長
が期待できる。反面、深刻な人手不足により、教育や研修に
人を回す余裕がなく、経験者を求める中小企業からの相談が
増えている。

□

職業安定所（職員） ・求職者の減少は良いことであるが、求人数については、落
ち着きはみられるものの、いまだにかなりの高止まりとなっ
ている。事業所においてもっと人手を確保する努力をしなけ
れば、景気は良くならないのではないか。

▲ ＊ ＊
× － －

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
乗用車販売店（経営
者）

・期末は１年で最も良い時期である。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・販売量が増えるとみている。冬が終わって暖かくなる春先
はいつも忙しいので、もう少し良くなるのではないか。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊単価、宴会１件当たりの単価共に上昇しており、さら
に宿泊に限れば、稼働率が前年比103％と堅調に推移してい
る。

○
通信会社（経営者） ・数種類の料金プランを販売しているが、比較的上位、高価

格の契約が増えている。

○
通信会社（営業担当） ・現状、年明けの販売数が増えているため、年末分の増加も

期待できる。

○
通信会社（総務担当） ・２月中旬～３月中旬にかけて、年間の販売ピークを迎える

ため、やや良くなる。

○
通信会社（局長） ・２～３か月後は携帯電話商戦のピークでもあり、お金が動

くとみている。

○
ゴルフ場（総務担当） ・１～２月にかけてはクローズとなるが、前年同時期と比較

して、４月以降の予約問い合わせも入り始めたことから、入
場者数は増加の見通しで、やや良くなっている。

○

美容室（経営者） ・前年同月と比べて粗利５％増は、美容全国大会出場効果に
よるところが大きい。スタッフ同士のスキル及びモチベー
ション向上に伴って、楽観は禁物だが、おおむね堅調に推移
するとみている。

家計
動向
関連

(北関東)
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○
設計事務所（所長） ・アベノミクスや東京オリンピック、株価の上昇等から、期

待も込めてだが、景気上向きの気配がある。

□
一般小売店［精肉］
（経営者）

・我々の業界をみても、暮れの相場が余り上がらず、むしろ
下がり気味であった。年が明けても景気は変わらないのでは
ないか。

□
百貨店（営業担当） ・大きな変動はなく、引き続き厳しい状況が予想される。初

商、クリアランス、バレンタインとイベントを控えている
が、現状維持と見込んでいる。

□

百貨店（営業担当） ・２～３か月先も、商品カテゴリー別で見れば、好不調は当
然ながらあり、トータルでは大きく変わらない。また、顕在
化してきている人員不足が、売上に大きく関わっており、人
員の確保も急がなくてはならない。

□
百貨店（営業担当） ・今期とほぼ同じ推移であることから、変わらないと判断す

る。
□ 百貨店（店長） ・来客数、客の動きに変化が見込まれない。

□
スーパー（総務担当） ・当店は年末年始のイベントと改装オープンが重なり、しば

らくは来客数、売上共に、このまま好調を維持しそうであ
る。衣料、住居関連用品、食品いずれも好調である。

□
スーパー（商品部担
当）

・農、海産物などの価格が不安定な状況や、人材不足による
サービスの低下などは、しばらく続きそうである。改善でき
るかどうかがテーマになるが、現状と大きくは変わらない。

□
コンビニ（経営者） ・付近の店がコンビニに業態変更したため、客が分散して客

数が減少したものの、当店の固定客は根強いため、更に大き
く減ることはない。このままで推移する。

□
コンビニ（店長） ・年末近くが予想よりも悪くなり、今月は３か月前よりもや

や悪い結果となったが、３か月後に良くなるような要因は見
当たらない。

□

衣料品専門店（統括） ・客の買物に対する志向が大分変わってきたようである。長
年にわたってそういう雰囲気になっているが、特にインター
ネットで買物する客が随分増えてきている。街に出て買物し
よう、遊ぼうという気持ちが薄くなっているようなので、ど
うしたら街の中に人が来てくれるようになるか考えることが
必要となっている。

□

衣料品専門店（販売担
当）

・少し良くなると、次の日には、また、がくんと落ちるよう
な雰囲気の繰り返しである。安定的な売上や、客の出足が読
めない状況がずっと続いている。何が背景にあるのか読み切
れず、つかみにくい部分が大きい。今後も安定した雰囲気で
推移するのか分からない。

□
家電量販店（店長） ・春の需要に関してはここ数年落ち込んでいるため、移動

マーケットの動き次第で好調になるかは疑問である。

□
乗用車販売店（経営
者）

・この先３か月は、自治体や企業にとって年度末のため、少
しは上向くだろうが、格差社会が進行しており、消費マイン
ドは落ち、相殺されてしまうのではないかとみている。

□
乗用車販売店（販売担
当）

・例年と変わらず、１～３月は良くも悪くもなるような要素
はない。また、車検、定期点検、中古車の販売等は順調に推
移しており、このままの状態でいくのではないか。

□
自動車備品販売店（経
営者）

・身の回りは比較的静かで落ち着いている。

□ 住関連専門店（店長） ・来客数が前年とほぼ変わらない。

□
住関連専門店（仕入担
当）

・インターネット販売への流出を含めて、業態を越えた競争
は激化しており、消耗品の価格競争や厳しい商環境は続くと
みている。

□
その他専門店［靴小売
業］（経営者）

・物販店のため、客の興味のある新製品、期待する物が出て
くると良い。

□
その他専門店［燃料］
（従業員）

・受注残からみれば増加傾向なので、この傾向が続けば良
い。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・先々月の競合店新規出店から１年間は、集客の苦戦が予想
される。

□
一般レストラン（経営
者）

・政府が地方創生を掲げているが、地方では、依然として所
得は上がらず、消費も悪い状況である。

□
都市型ホテル（経営
者）

・近隣企業の利用動向や過去５年間の利用推移をみても、変
わらない。

□
都市型ホテル（営業担
当）

・11～12月と続いた若干良い景気が継続するかどうかは不透
明なところであるが、明確に悪くなる要素もないので、現状
維持で変わらないとみている。
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□
都市型ホテル（副支配
人）

・例年良くない１～２月にかけて、どの程度の落ち込みで乗
り切れるかが課題である。団体利用が少ない時期のため、イ
ンターネット予約を伸ばして、落ち込みをカバーしたい。

□
都市型ホテル（営業） ・今月がかなり上向きのため、これ以上良くなるのはかなり

厳しい。この良い状態を維持していくとみているので、そう
いう意味で変わらない。

□
旅行代理店（経営者） ・相変わらず低価格の商品を探している客も多いため、全般

的には、まだ予想ができない。

□
旅行代理店（所長） ・３月まではシーズンオフのため、状況の好転は期待できな

い。４月からのデスティネーションキャンペーンに大いに期
待したい。

□ 旅行代理店（従業員） ・景気が良くなるとは考えにくいため、変わらない。

□
タクシー運転手 ・来月は新年会等で動きはあるものの、２月はその反動で動

きが鈍る。
□ タクシー（経営者） ・月の後半の動きが良くないので、この先も変わらない。
□ タクシー（役員） ・乗務員不足は変わらない。

□
通信会社（社員） ・３～４月になれば、引っ越しなどで契約に動きがありそう

だが、まだ先が読めない。

□
テーマパーク（職員） ・天候は良いものの、例年に比べて、早い時期から寒い日が

続いており、前年を上回ることは期待できない。

□
競輪場（職員） ・全国発売の記念競輪の売上が、ほぼ同額で推移しているた

め。

□
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・近隣の商店に元気がなく、閉店が目立っている。

□
その他サービス［立体
駐車場］（従業員）

・例年この時期は、来客数は若干減るが、予約状況等をみて
も、各テナントを含めて横ばいである。そのため、変わらな
い。

□
その他サービス［イベ
ント企画］（職員）

・依然として、客の節約志向は根強く残っている。

□

設計事務所（所長） ・今月は年末のため、特に、修理依頼の情報が多かった。今
後は、新築より改修計画の依頼が多くなると考えられる。仕
事量は増加するが、それをいかに収益に結び付けるかが問題
である。

▲
商店街（代表者） ・商店街内に大型駐車場を有したコンビニがオープンし、車

の出入りはあるものの、人の動きはさほど目立たない。

▲
一般小売店［衣料］
（経営者）

・プレミアム付商品券の売上がないこと、日々の売上も少な
いことなどから、先行きは余り良くならない。

▲
コンビニ（経営者） ・今月は年末でもあり、客単価は高く、商品もたくさん売れ

るが、来月はイベントもないので、多少悪くなる。

▲
コンビニ（経営者） ・今月は１年を通して客数が多い月でもあり、２～３月にな

ると、今月よりは来客数が減るため、やや悪くなる。
▲ コンビニ（経営者） ・景気は悪化する。

▲
一般レストラン（経営
者）

・当店は顧客の中心層が中高年のテレビをよく見る世代であ
る。毎度のことだが、冬季オリンピック開催中は客足が鈍る
と予想している。

▲
通信会社（経営者） ・高齢者の便利屋的な仕事ばかりが増えて、利益につながら

ない。
× コンビニ（経営者） ・１～２月は来客数が少ないので、景気は悪くなる。

×
通信会社（経営者） ・補正予算の見積りさえ出てこない状況から、この先景気が

上向くとは考えられない。

◎
金属製品製造業（経営
者）

・製品発注は小康状態だが、親会社に利益が出ているので、
作業改善のための組立治具等の発注は、３月まで増えそうで
ある。

◎
一般機械器具製造業
（経営者）

・現状の仕事量が減少する情報はなく、取引先の期末の影響
もあり、更に増加の見込みである。

◎
その他製造業［環境機
器］（経営者）

・太陽光発電設備は、一度計画が完成すると20年は予定が立
つため、良くなる。

○
窯業・土石製品製造業
（総務担当）

・現状が維持できれば良い。

○
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・自動車販売台数は北米、国内向け共に、前年同月比を上
回っている。

企業
動向
関連

(北関東)



108 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○

建設業（開発担当） ・現政権の下、公共工事は順調に推移している。今期も前期
比14％増で安心している。ただし、今回リニア新幹線工事で
日本を代表するスーパーゼネコンの談合問題で公正取引委員
会が調査に入ったことは、業界イメージが悪くなるので大変
心配している。建設業の発注は今では設計額の10％減での最
低価格で設定されるので、受注できても利益計上が難しいの
も問題点である。発注主にもよく考えてほしい。

○
その他サービス業［情
報サービス］（経営
者）

・引き合い、商談件数、受注量共に、増加傾向で収益は改善
されるとみている。

□
食料品製造業（経営
者）

・米国と比べると、法人税や所得税の大幅な改革、減税など
ができないため、国内消費は余り伸びないのではないか。

□
化学工業（経営者） ・現在ほぼフル稼働状態で、今期末までこの状態を維持でき

るとみている。

□
金属製品製造業（経営
者）

・今より悪くなることはないが、余り期待できない。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・前月と変わらない。

□
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・取引先が十数社あるので、忙しいところや暇なところ、大
分上下があるものの、総合的にはまずまずである。２～３か
月先の取引先の様子、受注量等は、全く読めない。

□
その他製造業［消防用
品］（営業担当）

・しばらくはこのまま推移する。

□

輸送業（営業担当） ・新年度を迎えて、転勤、入学等の新生活商品、白物家電や
生活用品のベッド等の輸送量は増える予定である。また、イ
ンターネット通販等による人件費の高騰や燃料の高騰もあ
り、経費負担増で利益は少なくなりそうである。

□ 通信業（経営者） ・変わる要素が見当たらない。

□
広告代理店（営業担
当）

・消費行動に消極的な状態が続いており、大きな販促を実施
する企業は増えない。

□
経営コンサルタント ・新年度に入る前の見通しは、地域の中小企業の設備投資動

向次第であるが、特に目立った動きはない。また、個人消費
も例年並みにとどまるとみている。

□
社会保険労務士 ・今のところ地域に大きな案件がほとんどないため、現況が

続くものと思われる。

▲
建設業（総務担当） ・民間案件はともかく、公共案件は補正予算が少ないと耳に

入ってきているため、全く期待できないと考えている。

▲
不動産業（経営者） ・漠然としているが、これから必要とされるインフラの整備

が後手に回っており、これまでのインフラの老朽化が放置さ
れていることからやや悪くなる。

▲
不動産業（管理担当） ・最低賃金引上げ分を反映させなければならないが、取引先

からは人件費増を理由とした、受託金額の値上げ交渉は全く
受け入れてもらえず、利益が圧迫されると予想している。

×

電気機械器具製造業
（経営者）

・１月の注文は例年並みに入ったが、在庫がたまり過ぎて調
整に入るようで、半分に減ってしまった。２月もまた、同じ
ような注文なので、今月と比べて、売上が４割くらい落ちる
感じである。余りにも急激に落ちるので、対処の方法がな
い。

◎ － －

○

人材派遣会社（経営
者）

・年始関係の商材、食品関係の購買は引き続き伸びていく。
寒さの影響もあって、衣料品も微量ながら伸びる。建設関係
は、寒さの影響度合いにもよるが、進捗が遅れて、横ばいと
いうよりは、意外と下向きに行くのではないか。依然とし
て、サービス業、介護、看護等の募集は続いている。

○
人材派遣会社（経営
者）

・来月から仕事が忙しくなり売上も伸びるので、良くなる。

○

人材派遣会社（社員） ・この地域の宿泊施設は稼働状況も非常に良く、近隣エリア
の取引先でも稼働率が非常に高くなっているということであ
る。この先、特段稼働が悪化するような原因も今のところ思
い当たらず、このまま良い調子で集客ができるのではないか
とみている。

○
人材派遣会社（管理担
当）

・携帯電話修理の派遣増員が予定されており、やや良くな
る。作業場も移転予定で、大きくなるとのことである。

雇用
関連

(北関東)
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□

人材派遣会社（支社
長）

・引き合いの要請は相変わらず強く、企業の採用意欲は高
い。営業せずとも残オーダーのみがホワイトボードに積まれ
ていき、場合によっては受電時に即答で断らざるを得ない物
もあるというのが、普通という感覚であり、申し訳ないとい
う感情は消えている。求職者に企業が合わせる時代になった
と痛感している。

▲
職業安定所（職員） ・久しぶりに求人を出す事業所が増えている。人手不足感

が、更に増してきている。
× － －

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
コンビニ（経営者） ・当店はサラリーマン客が大勢来店する。年末商戦というこ

とで力を入れて販売しており、非常に購入客が多くなってい
るので、先々の景気も良くなる。

◎
衣料品専門店（統括） ・入学、入社などの新生活用品の購入に伴う客の来店増加が

見込める。

◎
乗用車販売店（総務担
当）

・最大需要月、決算月を迎えるため、各社キャンペーンを打
ち出すと予想している。ここで競争を勝ち抜いた会社は大幅
な増益となる。

◎
その他小売［雑貨卸］
（経営者）

・政府の打ち出す政策が的確である（東京都）。

◎

通信会社（管理担当） ・年度末、年度初めに向かって追い込みでソリューション案
件の受注が見込めることと、個人向けの携帯電話やその周辺
機器の販売も、春の商戦期にあたり景気は良くなるものとみ
ている（東京都）。

◎

住宅販売会社（従業
員）

・今月の景気が悪かったため、今月と比べれば景気は良くな
る。年始からの新春キャンペーン展開による集客に期待して
いる。また、新しいコンテンツへの取組により集客増、販売
増を狙っている。

○
商店街（代表者） ・よほど寒い冬にならない限り、好調を維持する。イベント

や商業的な仕掛けへのレスポンスが非常に良い（東京都）。

○
一般小売店［家電］
（経理担当）

・同じ商材でも、高額商材を買う客と値段だけで選ぶ客とい
るが、少しずつ商品の性能などを重視して買う客が増えてき
ている。

○
百貨店（売場主任） ・12月末の買い控え傾向からの反発で、１月のクリアランス

セール前倒しで売上がプラスに転じると予測されるため、商
況が改善される。

○
百貨店（総務担当） ・多くの領域で前年を上回るようになり、顧客心理の変化を

感じる。

○
百貨店（営業担当） ・国際情勢、特に北朝鮮問題の先行きは見通せないが、国内

情勢だけを見れば、薄日が差してきていると感じている（東
京都）。

○

百貨店（店長） ・近隣競合が苦戦しているなか、デイリー客の生鮮グロッサ
リーが９～12月まで各月で前年をクリアしており、安定して
いる。ファッションなど目的用途の高いカテゴリも上がり始
めている。

○
スーパー（販売促進担
当）

・イベント回数を増やす計画により、集客アップを見込んで
いる。

○

家電量販店（経営企画
担当）

・よほどの波乱要因がない前提で、今のトレンドがキープさ
れる。ただし、来年度の税制改革により影響を受ける可能性
があるので、消費動向を注意深く見ていく必要がある（東京
都）。

○
乗用車販売店（経営
者）

・新年の初売りで、新型車発売の効果が期待できる。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・３月に本決算があるため、２月頃から客足が増え、注文も
増加すると予想される。

○

乗用車販売店（販売担
当）

・人材募集の広告が多く、平均倍率が今までに比べて上がっ
てきており、景気は良くなっている。ただし、業種によって
は人が入らず、倒産又は廃業する企業も出てくるのではない
か（東京都）。

○
住関連専門店（営業担
当）

・大企業中心ではあるが、企業業績や株価が引き続き堅調な
こともあり、それらにけん引され、景況感や消費マインドも
好転しつつあるのではないか（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)
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○
その他専門店［貴金
属］（統括）

・客の様子を見ると、今まで我慢してきた物やサービスへの
消費についても、購入を検討する動きがみられる（東京
都）。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・好調な企業業績を受け、ボーナスの手取り増額により消費
増につながるとみているが、全体に広がるものではないの
で、上昇圧力は大きくない。

○
一般レストラン（経営
者）

・地域的に穴場としてのマスコミ取材が増えている。その時
流に乗ればビジネスチャンスが生まれる（東京都）。

○

その他飲食［給食・レ
ストラン］（役員）

・取引先の福利厚生に対する考え方が多少なりとも緩んでき
ている状況がうかがえる。これも取引先の業績が比較的好調
であり、将来的なめどが付いたことの表れと判断している
（東京都）。

○
観光型旅館（スタッ
フ）

・オリンピックがあるため、やや良くなる（東京都）。

○

旅行代理店（販売促進
担当）

・２月に韓国で平昌オリンピックが開催される。当社はその
請負の指定旅行会社になっているので、その取扱は十分に期
待をしている。また、新年度の始まりに当たり、受注見込み
は前年並みとなっているので、プラス材料を加味してやや良
くなる（東京都）。

○
旅行代理店（営業担
当）

・２～３月に旅行需要の増加が期待できる。

○

タクシー運転手 ・成長ペースが鈍化するものの、国内民需は底堅く推移す
る。個人消費も、雇用所得環境の改善や株価の上昇などに伴
う消費者マインドの持ち直しが下支えに作用する。世界的な
設備投資意欲の改善などを背景に、輸出の増加基調が続く。
内外需共に底堅く推移し、１％程度とみられる潜在成長率を
上回る成長が続く見通しである（東京都）。

○
通信会社（経営者） ・新年になると賃上げの話題が多くなる。前年を上回るとい

う期待が大いに膨らみ、消費も活発化する（東京都）。

○
通信会社（経営者） ・年末から正月を迎え、新年度への動きが活発になる時期で

ある。前評判としては今一つだが、２月９日からの冬季オリ
ンピックに期待したい（東京都）。

○
通信会社（経営企画担
当）

・案件数が増加傾向にある（東京都）。

○ ゴルフ場（経営者） ・昔の客の懐かしい顔をよく見掛けるようになっている。
○ ゴルフ場（企画担当） ・引き続き予約が埋まるのが早くなっており、順調である。

○
パチンコ店（経営者） ・同業、他業種を含め、期待を込めたコメントが多々聞こえ

てきている。

○
その他レジャー施設
［総合］（経営企画担
当）

・賃上げによる諸費の底上げに期待する（東京都）。

○
その他サービス［福祉
輸送］（経営者）

・受注量が増加しており、今までよりも受注残が膨らんでき
ているので、２～３か月掛かる納期を考えると、年度末に向
けて販売量も増える（東京都）。

○
その他サービス［保険
代理店］（経営者）

・来年は新商品を中心に勧めて行きたい。業界として平成30
年１月に大幅な商品改定があり、そこでの増収を期待した
い。

○
その他サービス［電
力］（経営者）

・12月の首都圏マンション新規発売戸数は、前月比、前年同
月比共に増加傾向にあり、消費税再増税前の駆け込み需要を
想定したマンション建設が進む可能性がある（東京都）。

○
住宅販売会社（従業
員）

・期末に向けて受注数は伸びていく。来場者数から考えて
も、多少良くなる。

○
その他住宅［住宅資
材］（営業）

・今年は大きな動きが少なく、余り仕事量の波もないが、年
明けからの検討案件で実需に結び付く情報が出てきているの
で、期待している（東京都）。

□

商店街（代表者） ・客が買物に対して非常に慎重になっており、お金を余り出
したがらない感覚が強くなっているようである。景気の状況
からいくと２極化しているわけだが、良いものを買いたい客
はほんの一握りで、どちらかというと少しでも安く買いたい
客が最近特に増えている。

□
商店街（代表者） ・最近は人出が少ないということに尽きる。理由ははっきり

分からないが、天候は良い割に寒いことが原因の１つにあ
る。少し暖かくならないと難しい（東京都）。

□
一般小売店［和菓子］
（経営者）

・新しい取引先から１月の注文も好調に入っているので、売
上を確保できる。
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□
一般小売店［家電］
（経理担当）

・景気は良いようだが、一般消費者や商売人は実感がないの
で、しばらくはこのままではないか。商いは飽きないという
昔からの言葉どおり、こつこつ頑張るより仕方ない。

□
一般小売店［家具］
（経営者）

・この先の景気は、余り良くはならず、今のままで変わらな
い（東京都）。

□

一般小売店［印章］
（経営者）

・当店は、地域点在型の商店街の路面店に立地しているた
め、周りのアーケードで結ばれている商店街とは違い、それ
ぞれの店の持ち味が重要視される。印章、軽印刷等は、需要
が非常に少なくなっており、非常に厳しい環境下に置かれて
いる。

□
一般小売店［祭用品］
（経営者）

・駅周辺から外に向かわせる施設、環境を整備しなければ変
わらない。

□
一般小売店［家電］
（経営者）

・この先、特に期待できるような政策がほとんどないので、
余り変わらない（東京都）。

□
一般小売店［米穀］
（経営者）

・12月をピークに、明るい材料が見当たらない（東京都）。

□
一般小売店［傘］（店
長）

・大型商業施設に押され、商店街の人通りがまばらで、景気
の良い話が聞こえてこない。

□

一般小売店［文具］
（販売企画担当）

・景気は上向きだと思うが、２～３か月後に大きな案件がそ
こそこあるので、外商はまずまずの状況である。店頭は、企
業努力もあり来客数が増加しているが、今後は通販等の巻き
返しがあることを考慮すると、悪くはないが、現状と余り変
わらない。

□
一般小売店［茶］（営
業担当）

・当社の商品は季節や時期でさほど変わらないので、新茶の
時期にどれだけ売れるかを期待するくらいである。何かブー
ムを起こせたらいいと思っている（東京都）。

□
百貨店（売場主任） ・今後の世界情勢にもよるが、年明けはまず今と大きくは変

わらないのではないか（東京都）。
□ 百貨店（総務担当） ・消費に対する慎重な姿勢は継続する。

□
百貨店（広報担当） ・初売り、セールは大きな商機だが、現在好調な商材につい

て、メーカーの総生産数が前年並みのため、引き続き確保で
きるか読めない部分がある（東京都）。

□
百貨店（営業担当） ・気温の低い日が続き、冬物衣料品やマフラー、ストール、

手袋等の防寒雑貨、羽毛布団、保湿化粧品等の動きが良い
（東京都）。

□
百貨店（営業担当） ・商品単価は継続して上昇しているが、購買件数や買い回り

は伸びておらず、依然として必要最小限の購買にとどまって
いる（東京都）。

□

百貨店（販売促進担
当）

・宝飾品やラグジュアリーブランドが好調に推移しているこ
とで、来客数が減っても客単価が上がり、前年売上をクリア
できている状況が続いている。この傾向はしばらく継続する
と思われるが、宝飾品やラグジュアリーブランドの免税を除
く売上が鈍ってきており、今後の懸念材料となっている（東
京都）。

□
百貨店（販売促進担
当）

・現況の好調が続くと予想しているが、右肩上がりではな
く、堅調な推移となる（東京都）。

□

百貨店（販売促進担
当）

・地方百貨店の閉店が続いており、県内でも春に２店舗の閉
店が決まっている。一方、駅ビルなどの新規出店も計画され
ており、競合する商品が多く出てくることが予想される。こ
のようなプラスとマイナスの面があるため、大きくは変わら
ない。また、今年の春闘による賃上げも大きく期待できない
ことから、良くなるとは予想できない。

□
百貨店（販売促進担
当）

・年始に向けて、景気が変わる要素が見当たらない。現在は
悪くなく、年始についてもある程度の消費意欲が期待できる
（東京都）。

□
百貨店（管理担当） ・有効求人倍率、失業率は改善しているが、消費の現場では

景気回復を実感できない。

□
百貨店（計画管理担
当）

・春先にしっかり気温が上がり、季節の移ろいを感じるよう
な気候になれば、百貨店ブランドのアパレルもよく売れる
（東京都）。

□
百貨店（店長） ・株や為替はいいポジションにあるが、肝心の給与等、所得

については大きな上昇は期待できないため、売上の大きな伸
びは期待できない。

□

百貨店（副店長） ・ここ数か月の売上状況に鑑みると、各月前年を上回る状況
が続いており、景気は上向き傾向にある。しかし、現場での
感覚は、先行きの不安定要素などもあり、実感が伴わない状
況が続いている。
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□
百貨店（営業企画担
当）

・好調さがどこまで持続できるかを判断する決め手に欠くた
め、慎重な見方をしている（東京都）。

□

スーパー（販売担当） ・客の様子をみていると、広告初日の目玉商品や、ポイント
何倍の日、クーポン何倍の日など、店ごとの特典を使いなが
らうまく買い回り、常に安い商品を買っている傾向がまだあ
る（東京都）。

□ スーパー（経営者） ・１～２月は売上が落ちるが、前年比では伸びていく。

□
スーパー（経営者） ・世間は多少良くなっているのかもしれないが、当店に関し

ては、競合がどんどん激しくなっているので、やや悪い状態
でずっと変わらない。

□ スーパー（経営者） ・人件費が上がっている。可処分所得が増えている。

□

スーパー（店長） ・当店周辺での競合店出店や改装オープン等により、客の奪
い合いになっている。来客数をいかに増やしていくかが１つ
のポイントになるが、現在行なっていることが最大限生かさ
れていないのが現状である。この先もやることは今と同じな
ので、３か月後も変わらない（東京都）。

□
スーパー（店長） ・年末年始を迎え出費が増える時期だが、消費者には相変わ

らず節約意識が根付いているので、しばらくは同様の状態が
続く（東京都）。

□

スーパー（総務担当） ・客の購買力はまだ活発とは言えないが、消費動向がモノか
らコトに変わっており、客の生活様式に合わせた小売販売店
の売り方の変更、新規商品の導入により、売上が上向く可能
性は残っている。旧態依然の売上の大きい商品については、
購買力、売上の大幅な上昇は見込めないと思われる。

□
スーパー（営業担当） ・社会情勢、天候の安定が、今後の景気の決め手になってく

る（東京都）。

□
スーパー（営業担当） ・商品価格が下落傾向にあるため、景気的には今後も変わら

ない。

□
スーパー（仕入担当） ・年明けは、青果物の収量、相場が安定せず、水産物は漁獲

量が安定する見込みがない。食肉の相場も高止まりをしてお
り、消費の冷え込みが懸念される。

□
コンビニ（経営者） ・近隣に大きな工事現場があるが、中に食堂や売店があるた

め、今とそれほど変わらない。
□ コンビニ（経営者） ・不安材料が多い（東京都）。

□
コンビニ（経営者） ・年末は残り少なく、正月商戦も望み薄である。暖かくなる

までは、景気回復、客の増加は望めない。
□ コンビニ（経営者） ・今の状況はしばらく変わらない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・コンビニでの消費を控える傾向が続いているため、客の来
店誘引につながる施策を増やし、トレンドを変えようとして
いるが、大きな改善はいまだみられない（東京都）。

□
コンビニ（商品開発担
当）

・今後も来客数が回復する見込みはない（東京都）。

□
衣料品専門店（経営
者）

・東京オリンピック景気で建築関係は人手不足のようだが、
一部の地域、業種に偏っているように見える。全体に波及す
るには、まだ時間が掛かるのではないか。

□

衣料品専門店（経営
者）

・天候が追い風になり、売上に貢献しているが、メーカーの
防寒衣料の在庫に底が見えてきている。在庫があれば売れる
のだが、海外商材が多く、追加ができないため、春物衣料に
シフトしている。

□
衣料品専門店（店長） ・消費者の可処分所得の伸びが鈍いため、当店が扱っている

衣料品消費にはしばらく時間を要する（東京都）。

□
家電量販店（店長） ・景況感が変化するようなヒット商品や話題性のある商品が

見当たらない。
□ 家電量販店（店員） ・先行きも全体的な景気は変わらない（東京都）。

□
乗用車販売店（経営
者）

・自動車の整備は順調に入っているが、販売が余り芳しくな
い。12月はボーナスが出たはずなのだが、いつもと変わらな
い。

□
乗用車販売店（渉外担
当）

・前年と比べて販売量は微増だが、来場者がやや少なく、余
り変わらない。

□
乗用車販売店（店長） ・以前施行された減税など、目新しいことがないと景気回復

にはつながらない。

□
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・当店は医薬品販売なので、１月は12月に買った商品が残っ
ていたりなどで、販売量が減る。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・防衛費の予算等の拡大が、財政健全化の後退要素となり、
いつまた増税されるか、生活不安が先行することに変わりは
ない（東京都）。
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□
その他小売［生鮮魚介
卸売］（営業）

・現在の仕入値高騰のままでは好転は期待できない（東京
都）。

□
その他小売［ゲーム］
（開発戦略担当）

・年明けも大型有力タイトルの発売が続くため、引き続き好
調を維持する（東京都）。

□
高級レストラン（副支
配人）

・法人関連の予約状況から判断している（東京都）。

□
高級レストラン（仕入
担当）

・年始から春先にかけての予約状況を見ても、ほぼ前年と変
わらない（東京都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・３か月後も今と変わらない。材料価格も高くなっているた
め、これから景気が良くなるとは思えない。バブルとまでは
言わないが、そういう勢いを感じられるような景気を期待し
ている。株価も上がっているが、一般庶民には景気が良いと
いう実感は余りない。

□
一般レストラン（経営
者）

・景気は変わらないが、人手不足、仕入原価の高騰等、会社
経営としてはどんどん悪くなっており、厳しい状況が続く
（東京都）。

□
一般レストラン（経営
者）

・これ以上悪くなったら大変なことなので、変わらない。

□
一般レストラン（経営
者）

・新年会の予約も例年どおりで、単価の動きもいつもと同じ
である。忘年会の状況を見ても、余り景気が良いとは思えな
い（東京都）。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・北朝鮮の問題もあるが、特に今後景気が良くなるような要
因が見当たらない。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・予約は正月を中心に好調だが、２～３か月先の動きが鈍
い。元々２月は閑散期ではあるが、周辺でのイベントもほと
んどなく、動きは見込めない。個人消費は、相変わらず節約
志向が続いており、先の景気は変わらない。

□
都市型ホテル（総務担
当）

・この先の予約状況を見る限り、楽観視できる状況ではな
い。人件費等、諸経費の値上がりがみられる。

□
旅行代理店（従業員） ・申込状況が当面今月と変わらないため、先行きの見込みは

良くなく、変わらない（東京都）。

□
旅行代理店（従業員） ・ボーナスが上がった分は貯蓄に回っているのではないか

（東京都）。

□
旅行代理店（従業員） ・学生の卒業旅行の動きが例年に比べて良い。学生の売手市

場で、内定が早かったためだとみている（東京都）。

□
旅行代理店（営業担
当）

・市場が全体的に冷えている（東京都）。

□
旅行代理店（営業担
当）

・年度末に向かって、経費削減等の理由により伸長が望めな
い（東京都）。

□
タクシー運転手 ・12月は確かに利用が多いが、他の月は夜の利用が少なく、

昼間の利用だけでは売上が上がらない状況が長く続いてい
る。年が明けてもこの状況はまだしばらく続く。

□

タクシー運転手 ・報道その他による好景気感を感じたいが、タクシー業界に
おいては、運転手により差はあるが、サラリーマン客の昼間
と夜間、特に深夜の利用客が激減している。宴会があって
も、昔と違ってタクシーで帰るようなことはなく、電車があ
るうちに帰る客が大半である（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・先行きが不透明なこともあり、より低価格なものを求める

傾向が続いていく。

□
通信会社（営業担当） ・大手携帯会社が通信環境の囲い込みを進めているため、当

社の契約件数はしばらく横ばいが続く。

□
通信会社（管理担当） ・新生活の特需をきっかけに、顧客基盤の奪い合いが始まる

直前なので、２～３か月先は変わらない。

□
通信会社（局長） ・業界的にはインターネット中心のサービス展開になってき

ており、インターネット関連の新サービスが出ないと契約数
も増えない（東京都）。

□ 通信会社（営業担当） ・良くなる材料が見当たらない。

□
通信会社（総務担当） ・物価は微妙に上昇しているが、景気を左右する要素は見込

めない（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・客の様子をみると、値下げなど何か大きなことがない限

り、変動はない（東京都）。

□
通信会社（経理担当） ・販売量は減少傾向で、利益目標を達成するためコスト削減

が求められている。取引先では受注減、単価ダウンで薄利な
取引となる。お金の循環が改善するとは考えにくい。

□ ゴルフ場（従業員） ・２～３か月では特に変わらない。
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□

その他サービス［学習
塾］（経営者）

・やや下げ止まった感はあるが、周りの学習塾をみても、人
件費ばかりが高騰し、授業料等は変わっていない。体験の日
数も増えてきているので、実質的な景気は変わっていない。
３か月後も今の状況が続く。

□
その他サービス［立体
駐車場］（経営者）

・前年11月に大型商業施設が閉店し景気が悪くなってから、
もうこれ以上悪くならないように思えたが、なぜか悪くなっ
ている。

□
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・良くなってほしいという期待感は強くあるが、現況から変
わる要素がない。

□

設計事務所（経営者） ・現在の政治は何となく平たんに動いている感じがする。そ
ういうなかで、建築の動きがいまだはっきりせず、当社とし
ても客の予定に沿って動いてはいるものの、なかなか決定に
至らない。社員を３名増やし、新年に向かって客の対応を考
えているが、思ったより動きがない。

□ 設計事務所（経営者） ・今は大きな新しい動きがない。

□
設計事務所（経営者） ・新規受注のお陰でしばらくは忙しいと思うが、周囲を見渡

すと、特に景気浮揚の実感はないので、仕事があれば良しと
考えている。

□
設計事務所（所長） ・現在の状況から判断して、これ以上悪くなるとは考えられ

ないが、良くなる材料も見当たらない（東京都）。

□
設計事務所（職員） ・変わらないと回答してはいるが、将来的に大きく上向くよ

うなことはないのではないか（東京都）。

□
住宅販売会社（従業
員）

・現状から大きく変わることはない。客の動きや仲介業者か
らの情報でも、特に変わった話はない。適正価格で仕入れら
れれば、このまま推移していく。

▲
商店街（代表者） ・客の消費マインドは冷え込んでおり、末端の中小零細企業

の経営はより厳しくなってきている（東京都）。

▲
一般小売店［文房具］
（経営者）

・１～２月は文具の閑散期のため、やや悪くなる（東京
都）。

▲
一般小売店［生花］
（店員）

・12月はクリスマスやお歳暮、年始で花の需要があり、客も
たくさん来るが、１～２月は花が長持ちするし、例年客が少
ないので、やや悪くなる（東京都）。

▲
百貨店（営業担当） ・婦人服に関してはますますデフレ傾向が続く。来客数減を

客単価アップでカバーしたいが、一部の高額品が動くのみ
で、全体としては厳しい（東京都）。

▲

百貨店（営業担当） ・中間層の需要の伸び悩みが懸念される。インバウンド需
要、高額品の動きはみられるものの、ボリュームゾーンであ
る中間層の購買が盛り上がりに欠ける。現在の景気が一過性
のものに支えられている状況に鑑みると、今後の伸びは期待
できず、厳しい状況が続く（東京都）。

▲ スーパー（経営者） ・北朝鮮問題の影響によりやや悪くなる（東京都）。

▲

スーパー（店長） ・今月、多少数字は改善されたが、内訳としては来客数は微
増で、客単価アップによる成績となっている。客の動向は、
冬至、クリスマス、年末にかけて食生活の多様化がみられ
る。個々に食べるものが違い、際物商材の販売量は変わらな
いが、量目としては減少傾向にある。

▲
コンビニ（経営者） ・競合店がますます増えているため、いつまで経営を続けら

れるか不透明である。

▲

コンビニ（経営者） ・当業界は12月にピークを迎え、１～３月にはその反動が出
る。２月は受験シーズン、当店は事業立地のため、３月は職
場の異動あるいは退職などがやや関係してくる。人の入れ替
わりや、人が増えるか増えないかなど、客の動向に注目して
いる。例年２～３月は徐々に上昇していきながらも、一番底
になっている。

▲
コンビニ（経営者） ・コンビニを数店舗運営しているが、全体的にどの店も前年

に比べ来客数が伸びていない。毎年のようにコンビニが増
え、商圏が狭くなり、売上が伸びなくなってきている。

▲
衣料品専門店（営業担
当）

・景気が良くなる要因は一つもない。

▲
家電量販店（店長） ・新入学、新年度の需要は前年並みとみているが、需要を喚

起するような商品の発売がない（東京都）。

▲
住関連専門店（統括） ・消費を促進する要素がないため、冷え切った状態がまだし

ばらく続くのではないか。

▲
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・春先も、余分な買物はしない傾向は続くのではないか。ま
た、花粉の飛び方が例年よりも少ない予想なので、花粉関連
商材が厳しくなる。
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▲
一般レストラン（経営
者）

・活き魚の納品業者と話す機会があったが、注文が減るとい
うよりは、店自体がなくなっていくケースが多く、かなり入
替えが激しいようである（東京都）。

▲

一般レストラン（経営
者）

・輸出業及び外国に進出している企業は好調のようだが、国
内産業の景気は良くない。良くない部分よりも好調な部分だ
けが強調されているように感じる。また、インターネット通
販の急成長により、流通業、個人商店の売上も減少している
が、そこへ働き方改革の影響による可処分所得の減少も加わ
り、今後は更に悪化する。

▲
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・12月は年末景気なので、年明けはどうしても客の動きは鈍
くなる（東京都）。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・オフシーズンとなるが、春節時期の需要が若干見込めるた
め、やや悪くなる程度と見込んでいる。

▲
旅行代理店（経営者） ・正月の家族旅行は徐々に増えているように感じるが、正月

の後は、今のところ予約の客もないので、やや悪くなるので
はないか。

▲
旅行代理店（従業員） ・旅行業としては閑散期に入るため、新規開拓や春以降に向

けての準備に業務を振り分けることになる。

▲
タクシー運転手 ・今は様々な不安が目の前にある。世界からの重圧や国内の

治安の問題があり、不安が先に立って、余り思い切ってお金
を使えないようである。

▲ タクシー（団体役員） ・12月の状況から、景気の好転は見込めない。

▲
観光名所（職員） ・２～３か月先の２～３月は、年間を通して最も実績が悪い

時期であるため、今月よりは悪くなる（東京都）。

▲

パチンコ店（経営者） ・客はやはり新しい、面白い機械を期待して来店することが
多い。接客やその他のことでは努力をしているが、面白い新
台が入らないと、客足がやや遠のき、先々は若干厳しくなる
（東京都）。

▲

競輪場（職員） ・広告の手法をいろいろ検討してきたものの、思った以上の
効果が出ていないため、人口減なども含めて、年明けはもう
少し厳しくなるとみている。既存客ではなく、新規客の層を
作っていかないと成り立たなくなる。

▲

住宅販売会社（経営
者）

・住宅が売れると経済波及効果は非常に大きい。客が長期の
住宅ローンを組むことに不安を持っている状況が改善されな
い限り、本当の景気回復にならない。国にはぜひ住宅対策を
考えてほしい。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・大型案件の引き合いが減少しているため、売上、粗利共に
ボリュームが稼げない。

▲
その他住宅［住宅管
理・リフォーム］（経
営者）

・秋以降の動き、年末にほとんど相談がないことを考える
と、この仕事は決めるまでに時間が掛かることから、厳しい
状況になるのではないか。

×
一般小売店［食料雑
貨］（経営者）

・個人の税金が増え、手取り額が減少している。また、最低
賃金の上昇もある。

×
衣料品専門店（店長） ・単価の低下が続き、明らかにデフレ傾向となっている。実

用品の比重が上昇し、ファッション衣料に回すゆとりがない
ようである。

×

一般レストラン（経営
者）

・12月は年間で最も売上が良いが、２～３か月先の２～３
月、特に２月は年間で最も悪い月なので、売上は一番下まで
落ちていく。３月は多少人の動きがあるので良くなるが、２
月は期待できないため、今月よりは悪くなる。

×

タクシー運転手 ・年末でさえこの状況なので、年が明けると、夜の人の動き
がもっとなくなる。残業問題でかなり厳しくなっているの
で、夜遅くまで仕事をする人が減り、夜に出歩く人がいなく
なるので、悪くなる（東京都）。

◎
その他サービス業［ソ
フト開発］（従業員）

・人の動きや買物の仕方などを見ていて、活気が出てきてい
ると感じる。

○
プラスチック製品製造
業（経営者）

・年度末に向けて、受注量、販売量共に増えていくが、４月
以降の動きについての見通しは、まだはっきりしていない。

○
プラスチック製品製造
業（経営者）

・インバウンド効果もあり、化粧品容器の販売が好調のよう
なので、受注増加を期待している。

○
金属製品製造業（経営
者）

・半導体関連部品加工の発注元より、来年もこの忙しさが継
続しそうだと聞いている。新年から設備、増員を検討できる
雰囲気になりそうである。

○

一般機械器具製造業
（経営者）

・このところずっと良くなかったため、人員を絞り気味にし
ていた。仕事が増えているので増産したいが、人手が足りな
い状況が発生している。何人か入れて、来年にかけても、更
に何人か入れる予定なので、売上につながってくる。

企業
動向
関連

(南関東)
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○
精密機械器具製造業
（経営者）

・取引先の様子から、受注量の増加が更に続きそうである。
また、徐々にではあるが、取引先も利益改善に応じてくれる
ようになってきている。

○
その他製造業［化粧
品］（営業担当）

・景気の回復感が徐々に、現場から聞こえてきている（東京
都）。

○ 建設業（経営者） ・東京オリンピックまではこのまま良くなるのではないか。

○
金融業（統括） ・年度末に向けて、まだ資金ニーズも出るし、設備投資も増

えると見込んでいる。

○
金融業（支店長） ・上場企業の業績は好調で、企業の設備投資意欲が出てくれ

ば、景気は更に良くなる。

○

金融業（役員） ・米国の法人税減税の影響で、国内においても輸出企業を中
心に業績の上振れが見込まれ、株価の更なる上昇が期待でき
る。また、当地は自動車関連企業が多いため、増産による景
気拡大が見込まれる。

○

税理士 ・グローバル化の時代のため、米国、中国、東南アジアの経
済の影響も受ける。米国は景気がそこそこ良いが、中国はバ
ブルが弾けるのか分からない。北朝鮮問題もあり、これらが
全て影響してくる。国内は政権が安定しているので、やや良
い方向に向かっていくのではないか（東京都）。

○

経営コンサルタント ・中小企業にも仕事が回ってきているが、単価が低いことが
問題である。政府が従業員の賃上げを推奨するのは良いが、
中小企業への発注価格に対する配慮についても、大きく取り
上げてほしい（東京都）。

□
食料品製造業（経営
者）

・小売業の景気は決して良くなっていない。

□

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・メインの問屋へは注文を受けてから支払をしており、見込
みで仕入れることはない。いつもは15万円程度の支払が、今
月は16万円ほどで、通常と変わらない。個人の年賀状印刷は
以前からなくなっているが、法人の注文が非常に少ないよう
に見受けられる（東京都）。

□
化学工業（従業員） ・１～２月の海外向けは順調に受注している。国内は、原料

の値上げの話はあるが、受注量が増えるという話はない。

□
金属製品製造業（経営
者）

・12月中旬から年度末までの仕事の話が出ている。新年から
は年度末まで忙しくなる予定であるが、受注価格の値上げは
余りできず困っている。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・商品の成熟期を迎えたが市場が増えず、新商品の開発をす
るか、海外のマーケットに進出しないと、国内営業だけでは
売上は増加しない（東京都）。

□
その他製造業［鞄］
（経営者）

・得意先の状況も元に戻り、しばらくこのまま続くと予想し
ている。

□

建設業（経理担当） ・駅前通りはシャッターを下ろしている店が多くなり、活気
がない。若者たちは大型ショッピングモールをただ歩いてい
る。近所で物が買えないようでは、身近な景気は良くなりそ
うにない。

□
輸送業（総務担当） ・年度末に向けても人件費の上昇や人手不足、燃料費の高騰

など、業況改善は見込めない。
□ 通信業（広報担当） ・当面は一進一退の状況が続く（東京都）。

□

金融業（従業員） ・小規模な製造業の取引先でも、取扱製品の工夫や海外展開
等により、業況が好調な事業者が増えてきている。ただし、
一部の経営者からは、原材料価格の上昇や国内大手製造業者
の不祥事による影響を懸念する声も聞かれる（東京都）。

□

金融業（営業担当） ・製造業の先行き受注量も減少する見込みである。運送業に
おいては燃料の高騰により利幅が縮小する。サービス業、建
設業では人手不足が深刻で、労務費が上がっている状況であ
る。全体的に上昇する要因が見当たらないことから景気は変
わらない（東京都）。

□
不動産業（経営者） ・新築物件が続々と建つが、古い物件は決まらず、空室が増

えるばかりである（東京都）。

□
不動産業（総務担当） ・所有ビルがほぼ満室という現況は、当面変わらないとみて

いる。今後２～３か月先も同じような景況感で推移する（東
京都）。

□
広告代理店（従業員） ・売上予定では前年比の増減は変わらず、新規売上の予定も

ない（東京都）。

□
広告代理店（営業担
当）

・世界情勢などは、数か月前に比べて変動が少なくなってき
ている。一方で、期末に関しては良い話が余りない（東京
都）。

□ 社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない（東京都）。
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□

税理士 ・好調は維持されるだろうが、今まで以上に良くなるかどう
かは不透明である。寒い冬が予想されるので、家電製品や衣
類は好調と思われるが、旅行業などは痛手となるのではない
か。

□
その他サービス業［廃
棄物処理］（経営者）

・厳しい単価競争が続いていくと思うので、独自戦略等を考
えていかなければならないと痛感している。

□
その他サービス業［警
備］（経営者）

・３月までは今の状態が続く。

□
その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（経
営者）

・新規案件もあるが、人件費の高騰や募集費用の増加もあ
り、全体的には変わりはない（東京都）。

□
その他サービス業［ソ
フト開発］（経営者）

・例年であれば来年度予算が決まるのだが、良い話は余り聞
こえてこない（東京都）。

□
その他サービス業［情
報サービス］（従業
員）

・年度末が近付き、受注量はこのまま維持できるとみてい
る。

▲

輸送業（経営者） ・人手不足による経費の増加が常態化するなか、燃料価格の
上昇が止まらず、今後も値上がり傾向にあるとの予測があ
り、１年のなかで売上が落ち込む１～３月の業績の悪化が大
変懸念される（東京都）。

▲

輸送業（総務担当） ・年度末は時間指定が増える見込みなので、求車が困難にな
りそうである。労働時間の関係で、自社トラックでは対応に
苦慮する。時間指定納入を減らしてもらえるように荷主メー
カーに交渉をしている。

▲ 経営コンサルタント ・外交関係など不安要素がある。

▲
その他サービス業［映
像制作］（経営者）

・年度末に向かって駆け込み受注の予想もなく、受注量、価
格共に上がる見込みは全くない（東京都）。

×
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・例年１～３月は景気が悪くなる（東京都）。

×
出版・印刷・同関連産
業（所長）

・出版物、音楽関連、映像関連のクライアントの業績が軒並
み悪化しており、そのあおりを食っている。

◎

新聞社［求人広告］
（担当者）

・今のところまだ予定だが、年明け１月と３月の募集計画で
既に予約をもらっているところが30社近くある。食品や工業
製品などの製造業、製薬会社の営業の募集など、大体出そ
ろっている。金額的にも、予定どおり全部入れば、例年の２
倍ほどになる。

◎
民間職業紹介機関（経
営者）

・1980年代後半のバブル期に似ている。実用価値をはるかに
超える価格への支出に、鈍感になっているようである。求人
年俸提示にもバブル感がにじんでいる（東京都）。

○
求人情報誌製作会社
（広報担当）

・雇用が増えれば景気もやや良くなっていくのではないか
（東京都）。

○
職業安定所（職員） ・人手不足は当分続きそうなので、求人は今後も増加してい

く。

○
職業安定所（職員） ・北朝鮮等、世界情勢にもよるが、現状では依然として求人

数は緩やかに増加しているので、景気はやや良くなるのでは
ないか。

○
民間職業紹介機関（経
営者）

・2019年採用までは、企業の求人意欲は高めで推移する（東
京都）。

□

人材派遣会社（社員） ・複数の中小企業の経営者が、暮れになっても将来良くなる
ことは余り期待できないと話している。大企業は良いかもし
れないが、中小企業はそれほど良くないようである（東京
都）。

□ 人材派遣会社（社員） ・企業が人材確保に苦戦する状況は今後も継続する。
□ 人材派遣会社（社員） ・効果的な施策が見当たらない（東京都）。

□
人材派遣会社（支店
長）

・人材紹介の依頼が増えてきても、マッチする人材の不足は
更に加速すると思われるため、業績は伸び悩む（東京都）。

□

人材派遣会社（営業担
当）

・求人数は多いが、人材が足りていない。時給を上げなけれ
ば応募はないが、企業からは同じ料金しか請求できない。採
用数は増えているものの、利益を削っているため、全体的な
収益は変わらない（東京都）。

□

人材派遣会社（営業担
当）

・新規取引先が積極的に派遣社員を活用しているということ
ではなく、既存取引先の派遣社員後任案件や、退職補充等で
の活用が多いため、当地域の全体的な派遣就業数が増加して
いるとは思えない（東京都）。

□
人材派遣会社（支店
長）

・求職者数はここ数か月横ばいである。

雇用
関連

(南関東)
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□
人材派遣会社（営業担
当）

・少なくとも今後１年間はエンジニア不足の状態のまま変わ
らない見通しである（東京都）。

□
求人情報誌製作会社
（所長）

・良い方向に向いていると思うが、緩やかすぎて変化を感じ
取れない。

□
職業安定所（職員） ・企業の求人意欲は旺盛で、今後も新規求人数は横ばいで推

移するとみている（東京都）。

□
職業安定所（職員） ・当面２～３か月では、良くも悪くも大きく変化する要因が

見当たらないため、変わらない。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・ポジションによっては、企業が希望する質の人材を探すの
は、相変わらず難しいことが多い。少子高齢化がますます進
むなかでは、国際化も含め、大きな課題である（東京都）。

□
民間職業紹介機関（職
員）

・新卒、中途採用共に人材ニーズは強く、この状況が数か月
で変わる兆しは見えない（東京都）。

□
学校［大学］（就職担
当）

・変化する要素がない（東京都）。

▲ － －
× － －

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
その他サービス［葬祭
業］（経営者）

・当社では今までで一番大きな葬儀の依頼があった。もちろ
ん家族葬もあり、順調に広がっていると感じている。

○
スーパー（企画担当） ・ようやく末端まで好景気の一部が回ってきている。この動

きも一瞬だろうが、２～３か月は続くのではないか。

○
乗用車販売店（経営
者）

・新型車を中心に、新車販売が上向いてきている。１～３月
の需要期に、消費税再増税を意識した買換え促進も見込め
る。

○
乗用車販売店（管理担
当）

・新型車の投入効果により、全体的に景気は上昇傾向にあ
る。

○
自動車備品販売店（経
営者）

・冬のボーナスは製造業を中心に前年より増えたようであ
る。スキー場もオープンし、観光客の入込、予約も順調との
情報がある。

○
一般レストラン（経営
者）

・過去最低の12月を経験したので、これを底と考えて努力す
るしかない。地方飲食店が抱える問題は山積みで、かなり地
道な努力になりそうである。

○

一般レストラン（経営
者）

・近隣にオープンした温泉施設に来る客が当店へ流れてくる
のではないかと大いに期待している。リピーター対策で、注
文以外のミニ小鉢料理などを提供するサービスをより一層充
実する。

○
遊園地（職員） ・今後も、新規施設や冬季のスケート場営業、イベント実施

等により、引き続き、多数の来園客を期待する。

○
ゴルフ場（経営者） ・全体的に景気が上向きと聞いているので、レジャー産業へ

の波及が期待できる。

○
美容室（経営者） ・成人の日の着付け予約が、前年に比べて増加している。成

人式以降は寒くなり、来客数が減少してくるとみている。

□

一般小売店［家電］
（経営者）

・買換え需要が主流であり、商品単価も下がっているため、
売上増は厳しい状況である。寒波到来で、季節商材の買い増
しでもあれば多少の活気は出るが、燃料費の値上げがあれば
厳しくなる。

□
百貨店（営業担当） ・景気は決して悪くなってはいないと思うが、将来不安も抱

えるなかで個人消費はもう一つ盛り上がってこない気がして
いる。買物については慎重である。

□
百貨店（売場担当） ・大きな顧客施策を打っても常顧客のみで頭打ちである。新

規顧客、フリー客が増えない限り、現状と変わらない。

□
百貨店（店長） ・大きく悪くなることはないだろうが、逆に良くなる理由も

見つからない。売上が堅調なのは、食品のような必需品であ
る。主力の衣料品が売れるようにならないと厳しい。

□
スーパー（経営者） ・増減税半ばの来年度だが、ゼロ金利での将来不安は拡大す

るのではないか。
□ スーパー（経営者） ・大きな変動は見込めない。

□
スーパー（経営者） ・最低限変わらないでほしい。この先は雪が降るので、来客

数は減少する。外販を増やして、売上増を目指したい。

□
コンビニ（店長） ・現状、降雪も少なく良い状況だが、このままいけば、今ま

でと同じような推移で続いていくのではないか。大きな何か
があれば、難しいが、このまま行ってくれるとよい。

家計
動向
関連

(甲信越)
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□
衣料品専門店（経営
者）

・よほどのことがない限り、１～３月は仕事がないとみてい
る。

□ 家電量販店（店長） ・１人の客当たりの単価、購入点数が年々減少傾向にある。

□
乗用車販売店（経営
者）

・株投資等をしている客には消費意欲が感じられるが、中
小、零細企業に勤める客は高額の消費意欲がほとんど感じら
れない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・地場産業の機械製造業は堅調のようだが、若者の個人消費
は伸びているとはいえない。

□
スナック（経営者） ・10月あたりからやや悪化してきていたのが、はっきり落ち

たと分かるようになってきたので少し警戒している。もうし
ばらく注意しながら様子見である。

□
スナック（経営者） ・変わらないを選択しているが、これは今より変わらないで

ほしいという意味である。本当に今年１年は、大変だったの
で、何か良い策があったら教えてほしい。

□
観光型旅館（経営者） ・いまだ旅行需要が回復しない。インバウンドも地方では売

上に影響が出るほどまでは、増加していない。

□
都市型ホテル（支配
人）

・年末年始を除いた前後１～２週間は、市街地にある当ホテ
ルはビジネス需要が少ないため、冬季の宿泊売上は例年落ち
込む傾向にある。

□

旅行代理店（副支店
長）

・冬季オリンピック等に期待しているが、申込みや受注は控
え目である。荒天による大雪などが懸念され、景気は大きく
変わらないものの、国内のアウトバウンド需要は個人、団体
共に若干動きがあり、今後に期待したい。

□ タクシー運転手 ・市内の同業者はほぼ同じ状況で前年を割っている。

□
通信会社（経営者） ・２月に冬季オリンピックの中継等があるにもかかわらず、

全く盛り上がっていない。客の反応もほとんどない。
□ 設計事務所（経営者） ・２～３月納期の物件がいくつもあり、忙しい。

□
住宅販売会社（従業
員）

・別荘所有者の高齢化は進んでいるものの、世代交代が図れ
ておらず、若年層の利用者は減少している。

▲
商店街（代表者） ・12～１月といえばボーナスが出て、商店街も一番活気付く

時期だが、現状は通常より悪いくらいに客足が途絶えてい
る。つくづく商店街も大変である。

▲
商店街（代表者） ・前年の大河ドラマ終了、今年は引き続きの企画展とロング

ランのイベントも終了し、特に目玉のない平常状態での営業
になる。

▲

コンビニ（経営者） ・これから２～３月については節分、恵方巻き、ひな祭りが
あるが、売上を確保できる商材がない。したがって、やはり
廃棄金額を抑えるとか、ある程度守りの姿勢を貫かざるを得
ないので、大きな期待はできない。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・消費につながる景気回復は、期待できない状況である。良
質な物、良品に消費が傾くとはいえ、その機会は多いとはい
えない。

▲

スナック（経営者） ・年末年始の忘新年会シーズンが終わると、通常営業に戻る
が、当地は１月後半～２月くらいから降雪の時期となり、一
気に客足が鈍くなってしまうので、しばらくはかなり厳しい
状況が続きそうである。

▲
観光型ホテル（支配
人）

・インターネット予約が増えて、宿泊直前の予約が著しく、
間際まで状況が読めない。その上、団体客や企画募集の催行
率も良くない。

▲

都市型ホテル（スタッ
フ）

・予約受注状況は前年割れが続いている。客の動き、雰囲気
にも全体的に停滞感が感じられ、先に向けて積極的に動こう
という話は聞かない。現状維持が続きそうで、回復傾向には
到底向かわないと感じている。

▲

都市型ホテル（スタッ
フ）

・地元紙で発表された近隣５県の経済状況の比較において、
１人当たりの県民所得が約270万円、全国で31位ということ
で、前年を下回っている。マインドの部分で消費力が下がる
と思う。

▲
ゴルフ場（経営者） ・冬季に入り、クローズコースの多い隣県客の獲得を目指し

ているが、まだ予約は少ない。冬の天候が気になる。
× ＊ ＊
◎ － －企業
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○

その他製造業［宝石・
貴金属］（経営者）

・店頭の動きが出てきているので期待できる。ただし、卸売
は中国頼みのところがあり、国内マーケットが回復するに
は、まだしばらく掛かりそうである。現在、宝飾業者は、中
国市場にジュエリーを多く販売している。当初は中古の高額
品だったが、現在では、真珠と300ドルまでのジュエリーが
売れており、国内の多くの卸業者は、国内マーケットより中
国向けに商品を生産している。

□
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・大型案件の話が特にない。年度末に向けて忙しくなるはず
だが、ほぼ変わらない状況とみている。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・ＷｅｂやＳＮＳなどでＰＲはするものの、反応が少ない上
に受注も谷間を迎える時期で、今後の予想が立たない。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・国内受注は堅調に推移しているが、海外需要は地域により
ばらつきがあるため、総じてそう変わらない。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・固定の仕事はないものの、当面の仕事は確保できそうであ
る。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・引き合いは増加傾向にあるが、春先の仕事確保は厳しく
なっている。

□
金融業（調査担当） ・製造業を中心に、景況感の改善が続く見通しである。ただ

し、家計や消費関連は、いまだに厳しさが残っている。所得
改善が中小企業にまで波及するのか不透明である。

□

金融業（経営企画担
当）

・当地域では、主に製造業が雇用を支えている。景気回復、
従業員の賃上げ等が一部の製造業に限られており、地域全体
への広がりが感じられない。また、不動産取引も、一般住宅
用地の売買に動きはあるが、地価がやや下落傾向のため、景
気は横ばいと判断する。

□
新聞販売店［広告］
（総務担当）

・地域ミニコミ紙の広告担当者が、２～３月の出稿予定が大
変厳しく、値下げ提案にも乗ってもらえないとこぼしてい
る。

▲
食料品製造業（総務担
当）

・消費者の購買意欲は、年末を境に低下が予想される。ま
た、２極化傾向は更に進み、購買を慎重に考える消費者が増
えるとみている。

▲
食料品製造業（製造担
当）

・諸経費が上がり、利益を出すのが厳しくなってきている。

▲
建設業（経営者） ・新年度に向かって、受注増を期待している。ただし、人手

不足等を考えると、景気はやや悪くなるのではないか。

×
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・毎月のことだが、資金繰りは大変である。

◎ 職業安定所（職員） ・求人倍率が上昇傾向にあり、今後も上昇が見込まれる。
○ － －

□
人材派遣会社（営業担
当）

・ボーナスも含め給与が変わっていないため、生活は変わら
ず、消費意欲は湧かない。

□

職業安定所（職員） ・求人増、求職者減の傾向は変わらず、小口の企業整備が重
なったことから事業所都合離職者が10.1％増加したが、在職
求職者は6.0％減少している。年末を控え求職者の動きも少
なく、人手不足の状況が続いている。

□

職業安定所（職員） ・新規、有効求職者共に前月よりも減少した一方、新規、有
効求人数は増加している。結果として有効求人倍率は1.52倍
と前月よりも0.03ポイント上昇したものの、大幅な改善は見
込めない。

▲ － －
× － －

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
百貨店（経理担当） ・好調な企業業績で中間所得層の可処分所得が増加し、個人

消費がけん引役となって景気の一層の改善が進む。

◎
乗用車販売店（従業
員）

・右肩上がりの流れが続いており期待できる。

◎
乗用車販売店（営業担
当）

・新型車種の発売を控えており、既に予約受注を受けてい
る。

◎
一般レストラン（従業
員）

・客単価が上昇している。

○ 商店街（代表者） ・今の景気が続けば、財布のひもも緩くなる。

○
商店街（代表者） ・客は良い商品であれば購入するので購買意欲はある。今後

は販売量等が増加する。

動向
関連

(甲信越)

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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○
商店街（代表者） ・12月が悪すぎるため、来月以降は新商品の投入もあり、少

しは良くなる。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・当地への人出は一旦落ち着くが、クラフトビールは徐々に
市民権を得ており、引き合いが絶えない。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・人出が落ち着いていくなかにも明るい兆候が感じられる。

○
百貨店（経営企画担
当）

・この冬はラニーニャ現象の影響で寒さが続く予報で、クリ
アランスセール等に期待ができる。インバウンドを中心とし
た購買層にも引き続き高い意欲がみられる。

○ 百貨店（売場担当） ・セールが始まるため、売り尽くしに期待している。

○
スーパー（経営者） ・周囲では人手不足に悩んでいるところが多い。新年度に向

けての消費拡大に期待している。

○
スーパー（店員） ・客の様子には節約志向は見受けられず、売上は順調に推移

する。ただし、ニュースで取り上げているような寒波が襲来
すると客足は鈍る。

○ スーパー（総務担当） ・おせち料理の予約数は前年を大きく上回っている。

○
スーパー（ブロック
長）

・県内の自動車関連企業の業績は好調で、ボーナスも増加し
て消費に回る。

○
コンビニ（総務担当） ・年末のクリスマスケーキやチキンの売上やおせち料理の売

上が少し良い。

○
衣料品専門店（売場担
当）

・新入学、就職や転勤等が増える時期になり、ギフト需要が
大きく見込める。

○
家電量販店（フラン
チャイズ経営者）

・株高でもうかっている人たちが、そろそろ消費に向かう。

○
乗用車販売店（経営
者）

・３月までは決算商談会等で全体的に購買意欲が高まるの
で、大いに期待したい。

○

乗用車販売店（従業
員）

・これから決算期に向かうが、保有年数が９年以上の車両が
かなりあり、実際に買換えを検討する客も増えており、前年
実績を超えることも期待できる。工場への入庫台数は減少し
ているが、今まで疎遠であった客の入庫が増加しているの
も、明るい材料の１つである。

○
乗用車販売店（総務担
当）

・雇用環境が改善しており、徐々に景気回復に向かう。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・年明けはお祝いムードがあって活気付く。年度末に向けて
業界が一番の繁忙期になるので期待したい。

○
その他専門店［貴金
属］（営業担当）

・半年後に入居するビルが閉店するが、その時のセールは大
掛かりになる。この先２～３か月はかなり大きな動きがあり
利益も増加する。

○
高級レストラン（役
員）

・来月以降の予約状況が、前年同期を上回ってきている。

○
一般レストラン（経営
者）

・冬場は稼ぎ時なので、多少でも良くなる。

○

観光型ホテル（経営
者）

・宿泊予約数に伸びがみられる。ようやく景気の好循環が
サービス業や宿泊業にも少し表れてきている。大河ドラマの
効果はなくなるが需要は底堅い。企業にも若干余裕が生じて
おり、人材の流出防止や社内コミュニケーションのための宿
泊や会食が見直されている。

○
都市型ホテル（経営
者）

・政治の安定を活かして、景気回復に力を入れてほしい。

○
都市型ホテル（営業担
当）

・法人客の宴会利用は増加している。景気は更に良くなる。

○
旅行代理店（経営者） ・天皇陛下の御退位も決まって、新しい元号となれば、景気

は上向いてくる。

○

旅行代理店（従業員） ・円安や海外情勢の不安で伸び悩んでいた海外旅行は、ＬＣ
Ｃの拡充やクルーズ人気で盛り返している。国内旅行も、安
価な宿舎や民泊等が減って人気ホテルや旅館を選ぶ客が増加
している。ユニークなホテルやバラエティに富んだ宿泊施設
の増加やＪＲ、私鉄の観光列車の人気が、旅行需要を喚起し
ている。

○
通信会社（営業担当） ・年度末の商戦が主戦場であり、ここで稼げないと苦しくな

るので、期待を込めて良くなると見込む。
○ 通信会社（営業担当） ・今後も新年度に向けて増加が見込まれる。
○ 通信会社（営業担当） ・高額商品の好調な販売は今後も続く。
○ テーマパーク（職員） ・今年から平日も営業するため、来客数の増加を見込める。

○
その他レジャー［ス
ポーツレジャー紙］
（広告担当）

・米国の減税が追い風となる。
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○
その他サービス［介護
サービス］（職員）

・来年度は介護事業の制度見直しがあり、利用者１人当たり
の収益向上が期待できる。

○

住宅販売会社（従業
員）

・低金利、消費税の引上げ等があるが、起爆剤にはならな
い。国の予算でも住宅に関する起爆剤はない。正月に実家に
帰省する際に親との２世帯住宅等の計画が浮上することに期
待する。ここ最近、同居に伴うデメリットを超えて、老後が
心配な親と子育ての支援を望む子供世代とのニーズが合致し
てきている。

○
その他住宅［室内装飾
業］（経営者）

・年度末に向けて、企業からの設備投資の見積依頼が増加し
ている。

□
商店街（代表者） ・店や商店街で何かイベントをしないと集客につながらない

状況が続いている。何もしないと閑散とした状態である。
□ 商店街（代表者） ・他業界の人の話でも、個人消費はかなり良くないと聞く。

□
商店街（代表者） ・駅構内の売店では法人客、個人客共に上向きであるが、量

販店内の売店では、個人消費が伸び悩んでいる。

□
一般小売店［結納品］
（経営者）

・個人消費がなかなか上向かない。このままの状況がしばら
く続く。

□
一般小売店［生花］
（経営者）

・個人消費が伸びない状況が長く続く。

□
一般小売店［酒類］
（経営者）

・飲食店はこの先も厳しく、違約金を支払ってでも閉店する
ところもある。

□
一般小売店［贈答品］
（経営者）

・２～３か月先も足元の状況のままである。

□

一般小売店［薬局］
（経営者）

・年末年始のバーゲンセールがある程度盛り上がっても正月
気分のうちに金を使い果たし、先行きの景気は横ばいとな
る。これから風邪、インフルエンザ、花粉症の季節となり盛
り上がってくる。特に最近の寒さを考えると患者の増加が見
込まれる。

□
一般小売店［果物］
（店員）

・３か月ほどでは変わらない。

□
一般小売店［和菓子］
（企画担当）

・マクロ経済は回復基調にあり景気は良さそうにみえるが、
先行きには不安な点が多く、どうなるかは分からない。

□
一般小売店［書店］
（営業担当）

・客の予算調整が続き、しばらくは販売量が停滞する。

□
百貨店（売場主任） ・例年はクリアランスセールまで待つ客が多いが、今年はそ

のようなこともなく、ボーナスが出たら購入する客が多い。

□

百貨店（企画担当） ・11月が気温低下等の追い風で好調であった分、12月に入っ
てからの売上が伸びていない。原材料費、送料や人件費の上
昇に伴う各種商材の値上げ等が大きく報じられ、消費の中心
となる中間層には警戒感が見受けられる。

□ 百貨店（経理担当） ・引き続き衣料品等の動きが鈍い。

□
百貨店（販売促進担
当）

・景況感が変化する要因が見当たらず、当面は変わらない。

□
百貨店（業績管理担
当）

・衣料品の苦戦が続く。

□
百貨店（販売担当） ・自店やテナントビルのイベントもあって集客が見込める

が、低単価傾向が強まる。

□
スーパー（経営者） ・先行きは、輸出は伸びて良い方向に変わりないが、まだま

だ街中への人出が少なく、消費は伸び悩む。

□
スーパー（店長） ・ドラッグストア等の異業種でも食品を販売するようにな

り、客は様々な購入先を使い分けている。

□
スーパー（店員） ・来客数、売上共に減少が続く。良くなっていくような状況

ではない。

□
スーパー（販売促進担
当）

・これまで悪い状況が長く続いているので、足元の数字が好
調でも、しばらくは様子を見る必要がある。

□
スーパー（販売担当） ・安ければ買う、価値を納得すれば買う、という客の傾向は

変わらない。商品のＰＲや販促が大事である。
□ スーパー（人事担当） ・生活者の消費マインドは改善していない。
□ スーパー（販売担当） ・季節的にも購買意欲を刺激するイベントが多い。

□
スーパー（営業企画） ・消費が更に冷え込むとは考えにくいが、購買意欲が高まる

ような大きな要因も見当たらない。

□
スーパー（企画・経営
担当）

・年明けからの売上、来客数が先行きを左右する。

□
コンビニ（企画担当） ・データ改ざん問題等で夏のボーナスには少し影響が出るた

め、し好品の購入が手控えられる。
□ コンビニ（企画担当） ・購買意欲が高くなる要因が見当たらない。
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□
コンビニ（エリア担
当）

・バーゲンセールではセール品はよく売れるが、それ以外の
期間は非常に厳しい。このまましばらくは、財布のひもが固
い状態が続く。

□
コンビニ（エリア担
当）

・競争環境が改善される見通しが立たない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・夕夜間の売上改善施策を継続することで、引き続き来客数
の増加を図る。特に働く女性へのＰＲで拡販していく。

□
コンビニ（エリア担
当）

・例年に比べて来客数や客単価は改善しているが、足元が良
い状況にあるので、これ以上の劇的な変化はない。

□
コンビニ（商品開発担
当）

・来客数の前年割れが続いている。クリスマス商戦も不発
で、ケーキを半額にすれば売れるように、消費者は安価な商
品に反応する。当面はこの流れが続く。

□
衣料品専門店（販売企
画担当）

・介護衣料品は価格帯が安定している。一般衣料は、国産品
の動きがまだ弱い。

□
家電量販店（店員） ・引き続き単価の高い商品も売れているが、今以上には伸び

そうにない。

□
家電量販店（店員） ・足元の状況をみる限り、余りこれから良くなるとは思えな

い。人口減少とともに店舗によって来客数が大きく減少する
エリアもあり、楽観視はできない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・ボーナス支給後もそれほど消費は盛り上がっていないが、
株価は上昇しており、海外で戦争でも始まらない限り、景気
は悪くなることはない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・変化する要因も特に見当たらず、今のような状況が続く。

□
乗用車販売店（従業
員）

・クリスマスから年末にかけて活気がない。理由は明確では
ないが、このまま年が明けても景気が回復していくとは思え
ない。

□

乗用車販売店（従業
員）

・年度末商戦に突入するが、燃料価格の上昇で客の経済性志
向がより強くなって、古い車の買換えにつながればと期待す
る。まだまだ客の財布のひもは緩くはないが、いろいろな車
種が登場してきており、市場が少しでも活性化することを期
待する。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新型車種の発表もなく新規客の来ない店舗では、既存車種
だけで決算期を乗り切るのはかなり厳しい。前年の販売台数
の維持も厳しい。

□

住関連専門店（営業担
当）

・新築住宅や分譲マンションが増えず、増加の見込みも少な
い。リフォーム工事や大規模改修工事は増加傾向ではある
が、価格競争が激しくなっており、今後は消費税の引上げに
向けてその傾向が更に強くなる。

□
その他専門店［雑貨］
（店員）

・特に景気が上下動する要因が見当たらない。

□
一般レストラン（経営
者）

・特段、良くなる要素は見受けられない。

□
一般レストラン（経営
者）

・サラリーマン層では収入が急に増加するような期待はもて
ず、消費マインドは変わらない。

□
その他飲食［仕出し］
（経営者）

・１月前半に何事もなく好調なムードが続けば、足元の状況
が変わらないと見込まれる。

□
その他飲食［ワイン輸
入］（経営企画担当）

・賃金の上昇とともに、労働環境の改善に対する意識の高ま
りが消費者心理を好転させている。景気がとても良い状況が
続く。

□
都市型ホテル（従業
員）

・予約数から横ばいが見込まれる。

□

都市型ホテル（支配
人）

・北朝鮮等の外部要因がなければ、景気そのものは多少の波
はあっても順調である。ただし、現業スタッフは危機的な人
手不足である。企業の出張時の宿泊費や飲食費は上昇せず、
競合先も大幅に増加し、経営環境としては非常に厳しい状況
が続く。

□
都市型ホテル（経理担
当）

・宿泊や宴会の予約状況は前年同期並みである。

□
旅行代理店（経営者） ・サービス業は一部を除いて相変わらず厳しい状況にある。

今後の見通しが不透明である。
□ 旅行代理店（経営者） ・このままの状態が続く。

□

旅行代理店（経営者） ・一見消費は伸びているように見受けられるが、高価格帯と
低価格帯に２極化し、危うくバランスしている。都市と周辺
市町村との様々な格差も広がっており、消費には力強さがな
い。ターミナル駅エリアでも飲食店は過剰となりつつあり、
開業２年目の新規大型ビルでも退店希望が出ている。
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□
旅行代理店（経営者） ・４月以降からゴールデンウィークにかけての商品に期待し

ている。国内では沖縄、海外は２泊３日で行ける手軽な旅行
先が人気である。

□
タクシー運転手 ・相変わらず株価上昇が目立っているが、ガソリン等の石油

類の値上がりも気になる。春闘でのベースアップが最大のポ
イントとなる。

□
タクシー運転手 ・繁華街や飲食店への人出が少ない。前年同期より多少人出

は増えているが、まだ悪い状況が続いている。

□
通信会社（サービス担
当）

・新しいサービスやキャンペーンを充実しない限り、新規客
の獲得は難しい。

□
通信会社（営業担当） ・前年の年末に比べると景気は良くないように感じられ、こ

のまま客の様子や動きも大きくは変わらない。

□
テーマパーク職員（総
務担当）

・好転する要因が見当たらない。

□
ゴルフ場（企画担当） ・２月の予約数は比較的好調である。冬は雪等の天候が来客

数に大きく影響するが、景気としては変わらない。

□
その他レジャー施設
［鉄道会社］（職員）

・良くも悪くも変化を感じさせる事柄が見当たらない。

□
住宅販売会社（経営
者）

・住宅購入を希望する人はいても、所得が伸びなければ現状
維持である。

□
住宅販売会社（従業
員）

・来年も多少の受注残はあるものの、客の新築住宅への取得
意欲は少ない。ただし、今以上に低迷することはない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・消費税の引上げが近くなるまで変化は表れない。

□
その他住宅［不動産賃
貸及び売買］（経営
者）

・新規開業した店舗は少しずつ軌道に乗っているが、売買希
望者数が横ばいで景気は変わらない。

▲
一般小売店［書店］
（経営者）

・足元が非常に良かったため、それに比べると２～３か月先
はやや悪くなる。

▲
百貨店（計画担当） ・前月までの勢いが足元ではやや鈍っている。今まで大幅に

増えてきていたインバウンドの購入も鈍化してきている。

▲
スーパー（支店長） ・地区の環境が大きく変わって外からの客が激減しているた

め、今後の景気にも期待が薄い。

▲
スーパー（商品開発担
当）

・来客数は前年同期比99％とさほど変わらないが、売上や粗
利は大幅に下回っている。解決策が打てないため、先行きは
やや悪くなる。

▲

コンビニ（店長） ・この冬は平年並みか寒くなるとの予報であるが、余り気温
が下がり過ぎると売上は下降する。節分の日が土曜日という
ことで、予約商材として売上の大きい恵方巻の販売も、苦戦
が見込まれる。

▲
コンビニ（店長） ・酒の安売り規制に伴って値上げをした店としない店があ

り、逆に消費者に混乱を生じさせている。当店では酒類の売
上が低迷している。

▲
コンビニ（店長） ・１～３月も客の動きが増加するような要因は見当たらな

い。16年９月から来客数の減少が続いているが、この状況が
しばらく続く。

▲
乗用車販売店（販売担
当）

・年明けからほとんどの車種で約２％の値上げとなる。12月
は駆け込み需要が多かったが、その反動減が１～３月頃に表
れる。

▲

乗用車販売店（営業担
当）

・客との話の中で、消費税の引上げの話題が増えている。限
られた分野では特需があるとは思うが、前回の増税から期間
が短すぎて、どの分野の特需も前回の増税時ほどは見込めな
い。

▲
その他専門店［雑貨］
（店長）

・少しずつ仕入価格が上昇しており、その影響で景気は若干
悪くなる。

▲
その他専門店［雑貨］
（店員）

・年末年始で出費が増えた分、やや消費を抑えようとする。

▲
観光型ホテル（販売担
当）

・足元の受注は好調に推移しているが、２月以降の案件で
は、既に大型宴会のキャンセルが入ったり月ずれになる等、
先行きが全く見通せない状況である。

▲
旅行代理店（従業員） ・ホテル等の予約サイトは、より便利にリニューアルすると

ころが多く、店頭での申込みにも徐々に影響が表れる。

▲
タクシー運転手 ・12月には夜の街に出てくる客が多いが、先行きは元に戻

る。

▲
通信会社（企画担当） ・政治の安定、株価上昇と局面は良いはずだが、実際の消費

は停滞気味である。当地域では大河ドラマ終了の影響も出て
くる。
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▲ テーマパーク（職員） ・世界的な情勢不安や不景気によって、景気は悪くなる。

▲
パチンコ店（経営者） ・監督官庁の規制強化により、客単価や売上がやや下向きと

なる。
▲ 理美容室（経営者） ・客との話では小遣いも乏しく、景気は良くならない。

▲
美顔美容室（経営者） ・キャンペーンが終了し、期間中に購入した客も多いので、

しばらくはセット商品のリピート購入がなくなる。

▲
美容室（経営者） ・若い世代が仕事を求めて首都圏へ出てしまう。街全体が寂

しい。

▲
その他サービス［介護
サービス］（職員）

・来年度の介護報酬改定に向けて、レンタル価格の値下がり
調整が本格化する。

▲
設計事務所（経営者） ・足元では、実施設計につながりそうな計画案件が極端に少

ない。
▲ 設計事務所（職員） ・国の政策として景気の問題を取り上げる動きが少ない。

×
衣料品専門店（経営
者）

・来店する客次第である。寒さが長引くと春物の動きが鈍く
なる。

×
一般レストラン（経営
者）

・年末に比べると外食する機会が減少する。

×
美容室（経営者） ・一番寒い時期になる。12月にパーマをかけた客も多く、先

行きは暇になる。
× 理容室（経営者） ・景気の良い話は、全く聞かなかった。
◎ － －

○
食料品製造業（経営企
画担当）

・当地でも海外からの旅行者が目立って増えている。その動
きも含めて購買意欲は活発に感じられ、今後にも期待がもて
る。

○
化学工業（人事担当） ・企業の業績も良く株価が大幅に上昇している。このまま為

替が安定すれば、景気は更に良くなる。

○
金属製品製造業（経営
者）

・引き合いがやや増加しており、販売量が増加する。

○
輸送用機械器具製造業
（経理担当）

・期末に向けて生産量の増加が見受けられる。

○
輸送用機械器具製造業
（総務経理担当）

・客から内示を受けた３月までの生産計画では、現状よりも
生産の拡大が見込まれる。

○
建設業（役員） ・マンションの販売物件が増えてくる。一部物件が完成し、

販売が促進される。

○
輸送業（エリア担当） ・国際的な政治情勢が安定するまでは疑心暗鬼だが、着実に

世界の物の流れが増加している。

○
輸送業（エリア担当） ・都心中心部にはいくつもマンション建設が続いており、景

気の動きを象徴している。

○
通信業（法人営業担
当）

・冬季オリンピックが開催される。当地域ではアイススケー
ト選手を応援する企画が数多く様々な場所で行われる。家族
連れで外出する機会が増え、消費の拡大が見込まれる。

○

通信業（法人営業担
当）

・長年空き地だった埋立地に企業が進出している。関連企業
の動きもあり、着実な景気回復の兆しがみられる。自分自身
の業務が急増しているわけではないので一概にはいえない
が、ゆっくりした速度で着実に景気が良くなってきている。

○
通信業（総務担当） ・新年度を迎えると、学びや仕事ツール等、自己投資の消費

が上向く。冬季オリンピックでの日本選手の活躍によって
は、購買意欲が刺激され個人消費が拡大する。

○
金融業（従業員） ・客先では受注、生産量等の計画が若干上向きとなってい

る。

○

その他非製造業［ソフ
ト開発］（経営者）

・社会が水素自動車や電気自動車へ軸足をシフトし、大きな
変革がある。株価も上昇し何も問題がなさそうであるが、
リーマンショックから10年となり、そろそろ用心も必要であ
る。

□
金属製品製造業（従業
員）

・仕事は見込まれるが、金属材料の値上げや納期調整等、い
ろいろと課題も多そうである。

□
一般機械器具製造業
（営業担当）

・北米の自動車関連の客からは、仕事が増えて忙しいと聞く
ので、しばらくは現在と同じ状況が続く。

□
一般機械器具製造業
（経理担当）

・受注量が引き続き高い水準で推移している。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・変化する要素が見当たらない。

□
電気機械器具製造業
（企画担当）

・現状は悪くないが、売上が更に伸びる要因はなく状況を注
意深く見守っている。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・工作機械関係は順調に推移しているが、生産が手一杯の状
況なので、より一層の増加等は考えにくい。

企業
動向
関連

(東海)
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□
電気機械器具製造業
（総務担当）

・業況は悪くなく来年の見通しも立ち、身の回りの景気とし
ては高いままで横ばいを維持できる。

□
輸送用機械器具製造業
（研修担当）

・現時点で高止まりしている雰囲気で、これ以上の伸びはな
い。

□
輸送用機械器具製造業
（製造担当）

・製品の受注が減っているという話は聞かない。

□
輸送業（経営者） ・物量は堅調だが、人手不足や軽油価格の高騰で利益面では

喜べない状況である。

□
輸送業（従業員） ・先行きも前年よりは良くなる感触はあるが、今月並みであ

る。

□
輸送業（エリア担当） ・正社員の給料を引き上げるには、現在の配送単価では見合

わないため、更に上げなくてはならない。

□
輸送業（エリア担当） ・燃料の軽油価格が前年比約15円上昇している。荷動きは上

向いているが、燃料の上昇が続いており心配である。

□
金融業（企画担当） ・個人投資家以外は、給与が増えないと景気改善を実感でき

ず、消費マインドは明るくならない。

□
不動産業（経営者） ・例年より晴天の日が多いという予報で、当面は足元と同様

の良い状態が続く。売上も前年同月比100％以上での推移が
見込まれる。

□ 不動産業（用地仕入） ・特段の大きなトピックはない。

□
広告代理店（制作担
当）

・特にこれといった決め手はなく、このまま横ばいが続く。

□

会計事務所（職員） ・各種の物価上昇が家計を苦しめている。企業は業績向上の
ため、価格を上げられるものはどんどん改定している。消費
者としては、選択の余地がない商品やサービスについては、
やむを得ず購入するしかない。

□
その他サービス業［ソ
フト開発］（社員）

・年度末の納期が迫り、新規の要望に対応する要員が確保で
きない。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・会社の業績が給料に大きく影響するため、下降傾向では厳
しい状況である。

▲
パルプ・紙・紙加工品
製造業（総務担当）

・年末は時期的に荷動きが活発で見込みどおりとなったが、
２～３か月先は反動減で落ち込む。

▲
印刷業（営業担当） ・テレビや新聞等で景気は良くなっていると耳にするが、仕

事や生活の上では景気が良くなったという実感が全くなく、
景気が上向きになっているとは思えない。

▲
化学工業（営業） ・運送業者の手配が困難である。運転手不足のため、配送に

影響が現れている。

▲
化学工業（総務秘書） ・２～３月は正月疲れで低調となる。その後は春闘次第であ

る。

▲
窯業・土石製品製造業
（社員）

・中国での環境問題に端を発した原料価格の高騰が、我が国
の原料価格にも波及している。製品価格に転嫁せざるを得
ず、これを機に他社製品に乗り換えられる可能性がある。

▲
鉄鋼業（経営者） ・メーカーの一方的な値上げ分を製品価格に転嫁するため、

客の収益を圧迫することになる。

▲
輸送用機械器具製造業
（品質管理担当）

・燃料価格が右肩上がりで上昇しており、外出の回数が減少
している。

▲
新聞販売店［広告］
（店主）

・年始の折込広告の受注量が、見込みよりもかなり少ない。

×
公認会計士 ・地域経済をけん引する自動車産業に活力が感じられない。

試作発注も減少しており、今後は景気がより一層低迷する。

◎
民間職業紹介機関（営
業担当）

・年明けからは、転職希望者の転職意欲が最も高まる時期と
なる。

○ 人材派遣会社（社員） ・例年、３月の人事異動のタイミングで求人数が多くなる。

○

人材派遣会社（営業担
当）

・自動車関連企業は、先進運転支援システムや電動化に関す
るプロジェクトに予算を集約しており、関連技術を有する企
業にとっては良い状況にシフトする。ガソリンエンジンも、
発展途上国向けの生産は当面継続されることから急激な減産
は見込まれず、全体としては景気がやや良くなる。

○
人材派遣会社（営業担
当）

・来年度に向けた人員確保のため、求人企業では増員分の予
算が盛り込まれる。４～５月にかけて転職市場は活況とな
る。

○
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・個人消費が活発で、サービス業の人手不足は一層顕著にな
る。

○ 職業安定所（職員） ・人手不足が続くとともに、求人数が増えていく。
○ 職業安定所（職員） ・求人数の動きは堅調で求職者の減少も見込まれる。

○
民間職業紹介機関（窓
口担当）

・有効求人倍率からみても求職者有利の状況が続いており、
多くの求人情報から選べる状況が続く。

雇用
関連

(東海)
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□
人材派遣業（営業担
当）

・業界によって景気がバラバラで、全体でみた場合は変わり
がない状況が続く。

□
人材派遣会社（社員） ・来月の予約状況も良い。足元が良いので景気としては先行

きも変わらない。

□
人材派遣会社（社員） ・引き続き求人に対して紹介できる人材が不足している。雇

用状況は良いものの、長期の採用ができない中小企業が多
く、生産性低下が不安材料である。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・東京オリンピックまでは緩やかに景気回復が続くが、直近
で目に見えて大きな回復は見込めない。

□
アウトソーシング企業
（エリア担当）

・自動車生産においては足元の忙しさと変わらず、年度末ま
ではこのままの状況が続く。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・企業の採用者数は計画数を充足しておらず、引き続き求人
広告の件数は増加が見込まれる。

□
職業安定所（所長） ・人員確保に手詰まり感がある一方、残業規制等も行われる

ことから、現場ではこなせる業務に限界を感じており、業務
拡大や受注増加に踏み切れない。

□
職業安定所（職員） ・有効求人数は15か月連続して前年同月比で増加している。

数か月はこの状況から変わらない。

□
職業安定所（職員） ・求職者が減少しており、介護や建設等の分野では人手不足

が厳しい状況である。人手不足にもかかわらず求人条件では
賃金の改善が進まず、転職市場が活発化しない。

□ 職業安定所（職員） ・新規の求人倍率には変化がみられない。

▲
人材派遣会社（支店
長）

・求人数は堅調に推移しているが、労働契約法や労働者派遣
法による2018年度問題が本格化するため、契約満了による終
了者の増加が見込まれる。

× － －

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
その他小売［ショッピ
ングセンター］

・中期予報によると冬型気候とのことで、バーゲンセールは
季節商材を中心に売上が期待できそうである。

○
一般小売店［事務用
品］（店員）

・官公庁の物品調達時期を迎え、一定以上の販売量が見込め
る。

○
スーパー（店長） ・個人所得が増えているようにはみえないが、失業率は低下

しており、多少の改善があると考える。

○
衣料品専門店（店舗運
営）

・客単価や購買点数が継続的に伸びており、今後しばらくは
同様の動きが期待できると考える。

○
家電量販店（店長） ・新生活需要が始まり、より良い商品を求める傾向となりそ

うである。

○
乗用車販売店（経営
者）

・春先の需要が見込まれるので、業界全体のボリュームが大
きくなり、良くなると期待している。

○
乗用車販売店（役員） ・取引先の景況や来店客の動向をみても、やや上向きとの様

子がうかがえる。

○
旅行代理店（所長） ・例年実施している団体旅行企画については、問い合わせが

早くなっている。

○
通信会社（職員） ・人の移動が多くなる年度末に向けて、新商品との相乗効果

による販売増を期待している。

○
通信会社（営業担当） ・新生活に向けた準備をする客が増えると見込んでいる。そ

れに伴いスマートフォン需要も伸びてくると考える。

○
通信会社（役員） ・春の商戦期を迎えて、12月にスタートした新サービスの認

知度が高まることで、更に新規契約獲得数の増加が見込め
る。

○ 競輪場（職員） ・年末年始に向けて、僅かではあるが売上は向上している。

○
住宅販売会社（従業
員）

・北陸新幹線開業効果はまだ持続しており、客の動きが出て
くると期待している。

○ 住宅販売会社（営業） ・消費税の引上げを見越した動きが加速しそうである。
□ 商店街（代表者） ・余り変化はみられない。

□
商店街（代表者） ・消費税の引上げ前の駆け込み需要が、どの程度になるか見

当がつかない。

□
商店街（代表者） ・天候不順や先行きに対する不安など、購買を促すような材

料が少ない。食品以外に購買意欲が伝わってくるには、まだ
まだ時間が掛かりそうである。

□
一般小売店［精肉］
（店長）

・年始挨拶用や初売りなどで、どれくらいの売行きとなるか
の見通しは良くないが、今年は正月休みが長いことから、そ
の分良くなることを期待している。

家計
動向
関連

(北陸)
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□
一般小売店［鮮魚］
（役員）

・状況的には悪い要素は見当たらないが、天候次第で魚類の
入荷や単価が左右されるので、先行きの見通しがなかなか難
しい。

□
一般小売店［書籍］
（従業員）

・客の様子や周りの状況からも、これ以上悪くなることはな
いと考える。

□
百貨店（売場主任） ・好調な企業業績を背景に給与増への期待は高まるが、中間

層の消費が好転するのは昇給時期の４月以降と見込んでい
る。

□
百貨店（営業担当） ・初売りやクリアランスセールなどで来客数は増えるが、購

買意欲に変化はないとみている。

□
百貨店（販売促進担
当）

・株式市場の好調な動きによって一部の富裕層の消費は活発
だが、日本経済全体の先行きへの不信感と不透明感が強く、
全体的な消費マインド改善への見通しは厳しい。

□
百貨店（一般顧客訪問
担当）

・株価がやや上昇して、経済は良い方向に進みそうである。
しかし、人手不足が進んでおり、営業力強化にはつながらな
い状況である。

□

スーパー（総務担当） ・情勢としては緩やかな好調が続いているようだが、実感は
ない。有効求人倍率は高いまま推移しており、人手不足感は
続いている。ただし、景気に与える影響度合いは低く、状況
は変わらないと考える。

□
スーパー（総務担当） ・競合店などの低価格志向の動きは変わらず、今後も単価の

大きな伸びは期待できない。

□
スーパー（統括） ・株式相場の好転により、支出の増加が期待できる。ただ

し、支出の増加は高級品の消費に向かう傾向であり、日用品
の消費については慎重な態度であると考える。

□ コンビニ（経営者） ・ベースとなる客単価は変わらない。

□

コンビニ（経営者） ・主力商材である寿司、サンドイッチの売上が大きく落ちて
いる。弁当やおにぎり、ファーストフード類は、本部の販促
商材がたくさん入っていることで何とか現状維持に近い状態
だが、それがなければ落ち込んでいるのではないかと考え
る。

□
家電量販店（本部） ・新しいカテゴリーの製品がみられず、消費を刺激するよう

な政策もない。

□
乗用車販売店（従業
員）

・雪のシーズンになると、スタッフは除雪などの作業が増え
て作業効率が悪くなる。

□

自動車備品販売店（役
員）

・新車やマイナーチェンジの発表があるが、問い合わせは少
ない。逆に中古車両を探している客が多い。乗換えも普通車
から軽自動車へのサイズダウンを希望する客も増えている。
自動車用品ではドライブレコーダーの人気が高いものの、購
入単価は低く、新たな売上アップの商材にはなっていない。

□
住関連専門店（役員） ・地方への景気回復の波が一向に感じられない。今後は客足

が鈍くなる冬季期間に入り、更に厳しい状況が続く。

□
その他専門店［酒］
（経営者）

・世間では株価が上がっているが、当店の毎月の売上は全く
上がらず、10年前より悪いかもしれない。そうした状態で
ずっと低迷している。

□
高級レストラン（ス
タッフ）

・売上の下降が続いており、最低価格商品を更に引き下げて
客層を広げ来客数を増やす予定だが、収益率は下がりそうで
ある。

□
一般レストラン（店
長）

・天候など季節要因に影響されて、全体として良い方に向
かっているのか判断しにくい。

□

一般レストラン（統
括）

・外食産業は、当面は現状維持ができれば良い方である。売
上高を伸ばす今までの考え方から、営業時間の短縮や定休日
の設定などによって生産性を向上させ、利益を残す考え方に
移行する。それまでは様々な混乱があると考える。

□
観光型旅館（経営者） ・予約状況は例年並みに推移している。今後は、ウィークデ

イの個人客をいかに集客できるかが課題である。

□
観光型旅館（スタッ
フ）

・予約状況では12月が前年を下回り、１月以降でみると２月
のみが126％、その他の月は95％で推移している。

□
都市型ホテル（役員） ・食材関係の高騰と春からのビール類の値上げにより収益の

悪化を懸念しているが、一般宴会の継続案件が従来と同様の
受注状況にあり、景気動向は変わらないと考える。

□
タクシー運転手 ・工場への従業員の送迎やビジネス客の会社訪問とタクシー

需要は多く、観光客の予約も入っている。

□
通信会社（役員） ・最近の契約獲得件数は順調に推移しているが、上向く傾向

にはない。当面は現状維持で推移するものとみている。

□
通信会社（営業担当） ・ボーナス時期でもあり、単月でみると販売量は少し増加し

ている。しかし、例年と比べて大きな差はみられない。
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□
テーマパーク（役員） ・３か月先までの団体旅行の予約状況から、前年と変わらな

い状況で推移するとみている。

□
その他レジャー施設
［スポーツクラブ］
（総支配人）

・高齢者の需要を多く見込んでいるが、冬場の足元が悪くな
る状態では、集客を余り期待できない。

□
美容室（経営者） ・美容室の修繕を依頼してもなかなか取りかかれないくら

い、建設関係は忙しい様子である。

□
住宅販売会社（従業
員）

・客の希望する商品の価格帯が低くなっている。また、客の
希望が高価格帯に移るような、賃金の上昇などの要因が見当
たらない。

▲
スーパー（店舗管理） ・年末ということもあり、客単価は上がっている。しかし、

新年になって来客数が増加するという期待もなく、低調な１
品単価が回復する兆しもみられない。

▲
コンビニ（店舗管理） ・売上が維持できていても、原料価格高騰に加えて人手不足

に拍車がかかっており、利益を圧迫している。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・衣料品に関しては大変厳しい状況が続いている。しかし、
一部で下げ止まりもみられる。

▲

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・客の買い控え感はないが、購買時に賢く選別しているよう
である。衣料品のネット販売が台頭し、商圏内の競合店舗も
関係しているとみられる。飲食や食料品、アミューズメント
といった店舗は比較的堅調だが、主力の衣料品や服飾品で苦
戦が続いており、前年並みの売上をキープすることが厳し
い。

▲
スナック（経営者） ・国際的な状況の変化もみられるが、新しい客を呼び込まな

いと厳しい状況であると考える。

▲

都市型ホテル（スタッ
フ）

・生活防衛意識の高まりからか、客は価格に敏感である。そ
のため、仕入価格や重油などの高騰している経費を販売価格
に上乗せすることができず、経営的に厳しい。更に売上が上
がる要素はみられない。

▲
タクシー運転手 ・今月が良すぎたため、その反動によってやや悪くなると考

える。
× － －
◎ － －

○
金属製品製造業（経営
者）

・２～３か月先の受注の入り具合をみて、やや良くなると判
断した。

○
一般機械器具製造業
（総務担当）

・世界的に設備投資意欲が高い。しかし、機械組立てに必要
な重要部品は納品が遅れており、受注しても生産できない状
態が続いている。

○
建設業（役員） ・工事量の増加が見込まれるが、施工能力が不足している。

当面は受注困難な状況になりそうである。

○
通信業（営業担当） ・防犯、監視カメラの需要が年末に向けて多くなっている。

新規の設置やアナログからデジタル機器への変更が進んでい
る。

○

金融業（融資担当） ・３月決算企業の通期見通しをヒアリングすると、前期比で
増収や増益の着地を見込んでいる企業が多い。人員採用が難
しくなるなかで受注増加や来客増加に対応するために、働き
方改革や効率化を進めたいという相談も多く、生産性向上の
意識が高まっている。

○
司法書士 ・福井国体関連の建設はほぼ終わったが、北陸新幹線延伸工

事や駅前再開発事業が続いている。

□
食料品製造業（経営企
画）

・年が明けても、数か月は現状と大きく変わらないだろうと
見込んでいる。

□
繊維工業（経営者） ・来年度の受注の引き合いが始まっており、今年度と変わら

ないか良くなる方向にある。

□

繊維工業（経営者） ・重油や電気代も含めてコストアップ要因が多くなってお
り、収益を圧迫しそうである。今後は、コスト上昇分の販売
価格への転嫁や商品の入替え、コストダウンなどの対応が大
きな経営課題になる。

□
プラスチック製品製造
業（企画担当）

・住宅以外の分野での復調傾向が、今後も続くと見込んでい
る。ただし、原材料価格の高止まり傾向が続けば、利益圧迫
要因となる。引き続き留意が必要な状況である。

□

一般機械器具製造業
（経理担当）

・欧州市場向けと東南アジア市場向けを中心に、オートバイ
関連の受注が依然として堅調に推移している。当面は現状
ベースの受注量となる見込みである。国内においても、産業
機械分野からの受注が堅調であり、国内投資の好調さがうか
がえる。

企業
動向
関連

(北陸)
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□

輸送業（配車担当） ・現在の良くなっていく状況はしばらく続くとみられるが、
今後はますます人手不足になっていく。特に、乗務員の高齢
化に伴って、荷物があっても物量を運ぶ直接人員が不足して
いる。

□

新聞販売店［広告］
（従業員）

・12月の売上は前年比を割ったものの、ほぼ横ばい状態とい
える。今年は早めの降雪のためか、衣料とホームセンターの
チラシ出稿が前年より好調である。ただし、一過性の状況と
みられるので、今後の状況が好転するとは考えられない。

▲

建設業（経営者） ・今年４月以降の公共工事の発注量は、各自治体共に前年よ
り減っている。これが来年への繰越工事量の減少につなが
り、２～３月にかけて例年ほどの忙しさではなくなる見込み
である。

▲
輸送業（配車担当） ・人手不足によってトラック配送の手配が難しく、他の運送

会社への依頼費用も増えている。さらに、軽油価格も上昇し
ているため、厳しい状況に向かっている。

▲
金融業（融資担当） ・悪い状況にあるのは、実質的な給与が増えていないことが

原因である。

▲
不動産業（経営者） ・同業者によると、特に法人関係の情報が少ないという話が

多い。また、受注先や一般客などの情報も段々と少なくなっ
てきている。

× － －
◎ － －

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・新聞広告そのものの閉そく感は否めないが、それでも求人
広告に動きがあるところをみると、景気が停滞するイメージ
は今のところない。

○
学校［大学］（就職担
当）

・次年度に向けた求人票の出方が好調である。大学への訪問
企業数も前年より多い。

□ 人材派遣会社（役員） ・派遣需要へのマッチング率が伸びない。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・大きな雇用の動きが出てこない。

□
新聞社［求人広告］
（営業）

・様々な業界の企業と話すが、好調という企業が少ない。

□

職業安定所（職員） ・求人数については、若干伸び幅が少なくなっているが、依
然として前年同月比で伸びている。求職者数については、前
年同月比で減少となっており、その状況は変わらない。人手
不足については、製造業などで強く人手不足を訴えてきてい
る。しかし、人員確保のための労働条件の見直しについて
は、かなり慎重な姿勢が変わっていないため、今後について
も変わらないのではないかと考える。

□
職業安定所（職員） ・業績が良くなるという事業所がある一方で、依然として先

行きを不安視している事業所がある。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・人手不足によって補充が難しいのか、同じ企業からの求人
が常に続いている。相変わらず登録希望者数が少なく、対応
に苦慮している。

▲ － －
× － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
百貨店（売場主任） ・年末にかけて、食料品の単価がかなり高騰しているが、購

買意欲は落ちていない。

◎
家電量販店（店員） ・総決算と引っ越しシーズンが重なるため、年末以上に、大

型商品がセットで売れる。

○
一般小売店［事務用
品］（経営者）

・景気回復の実感が徐々に出てくる。

○
一般小売店［酒］（社
員）

・高い株価と円安により、消費活動の活発化が期待される。

○

百貨店（外商担当） ・大阪の商業施設は外国人ばかりであるが、今後も更に増え
ていくと考えられる。それに伴って消費額も増え、景気を押
し上げる。また、株価も高値で安定しているため、富裕層の
購買意欲も高まる。

雇用
関連

(北陸)

家計
動向
関連

(近畿)



131 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○

百貨店（服飾品担当） ・防寒アイテムの販売が伸び始めたのは前年の12月である
が、今年はその水準を超えたことから、セール商戦や冬商戦
の最終段階でも好調を維持できると思われる。また、１月末
からは、化粧品の新開発商材の発売が売上に大きく寄与する
ことも予想される。価格や価値、品質に納得できる商材を展
開できる分野は、今の売上を維持できそうである。

○

百貨店（マネー
ジャー）

・株高による高額品の需要は今後も続く。一方、冬物衣料に
関しては、ここ数年はクリアランスセールの売上がインター
ネットとの競合で減少傾向にあり、慎重な見方をしている。
ただし、２月は春節期間のインバウンドによる売上増もある
ため、今の景気は維持することができる。

○
スーパー（店長） ・働き方改革で自由な時間ができ、消費の増加につながるこ

とを期待したい。

○
コンビニ（経営者） ・ホテルやマンションが増えた影響で、夜８～12時までの客

が増えつつあるため、今後に期待できる。

○
コンビニ（経営者） ・イートインコーナーの利用で、ファーストフードやコー

ヒー類などの売上は好調が続く。高単価商品の売上も増加傾
向が続くことが予想され、客単価の上昇が期待できる。

○
コンビニ（広告担当） ・不安な要素はあるが、来年度は今年よりも良くなってほし

いと期待している。

○
衣料品専門店（営業・
販売担当）

・客は少しでも良い物を購入したいという感覚に変わってき
ており、単価が上がっている。

○
乗用車販売店（経営
者）

・賃上げなどで、個人所得が増加する。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・３月決算の客が多いほか、メーカーからの支援もあるた
め、拡販が期待できる。

○
一般レストラン（企
画）

・ディナータイムや土日営業での来客数、客単価のアップが
続いている。前年の11月から上向きとなったが、今年もその
傾向が継続している。

○
その他飲食［ファース
トフード］（店員）

・冬に売上の伸びる傾向があり、急に気温も下がってきたの
で、ここ数か月は売上が伸びる。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・前年並みに宴会、会議を受注できている。宿泊について
は、客室の稼動は前年並みであるが、単価が伸び悩んでい
る。

○ タクシー運転手 ・年始の挨拶回りや、新年会での利用に期待している。

○
通信会社（社員） ・４Ｋテレビの購入層が拡大しており、テレビのコンテンツ

に多様性を求める声が多くなりつつある。

○
競艇場（職員） ・全国発売のスペシャルグレードの競走は、売上が前年を上

回っている。特に電話投票が好調であり、会員数の伸びも好
調である。

○
その他レジャー施設
［イベントホール］
（職員）

・２年ぶりに正月イベントの予約も入るなど、にぎわいを取
り戻してきている。景気が徐々に上向いている影響と思わ
れ、今後に期待できる。

○

その他住宅［情報誌］
（編集者）

・消費税率の引上げ時期をにらみながら、少しずつ購入意欲
が上昇している。一部では在庫も積み上がっているが、全体
的には品薄であることも、市場にはプラス要因となってい
る。

□ 商店街（代表者） ・既存客が減少し、戻ってきていない。

□
商店街（代表者） ・購買意欲が低下しているため、必要な物しか買わなくな

る。

□
一般小売店［花］（経
営者）

・関東は東京オリンピックの効果で景気が良くなっている
が、関西では実感がなく、景気の回復につながる材料が見当
たらない。

□
一般小売店［衣服］
（経営者）

・今月は寒さのせいか、売上が前年よりもアップしたが、継
続するかどうかは疑問視している。ただし、悪化するとも考
えられない。

□
一般小売店［精肉］
（管理担当）

・大きな傾向は変わらない。全体的な動きは悪くなさそう
で、消費者の動きがどこへ向かっているのかに左右される。

□
一般小売店［野菜］
（店長）

・物販関連の小さな店は、今後ますます苦しくなっていく。

□
百貨店（売場主任） ・百貨店の場合、気温要因で季節商材の売上が大きくぶれる

ことはあるものの、現在の経済や外交情勢が続けば、売上も
堅調に推移する。

□
百貨店（企画担当） ・ボリューム層による売上の増加傾向は、12月限定の動きと

みているが、今後３か月は外国人売上の大幅な増加に支えら
れ、今月のような増収が続く。
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□
百貨店（営業担当） ・富裕層、インバウンドの動向は今後も良いと思われるが、

一時的に盛り上がった中間層による消費は、真冬に向けて節
約志向に戻っていく。

□

百貨店（営業担当） ・相変わらず日米の株価は上がり続け、景気が悪そうな印象
はテレビのニュースなどからは伝わらないが、収入がどんど
ん増えているわけではない。購入が増えているのも食料品な
どの消費財が多く、景気は正に適温だと感じる。所有意欲が
高かったバブル期のように、お金の使い方が華やかな印象も
ない。お金を使っているのは、ごく一部の人と海外からの観
光客であり、しばらくこの状態は続きそうである。

□
百貨店（マネー
ジャー）

・現状では、消費が大きく下振れする要素は余り見受けられ
ない。

□

百貨店（マネー
ジャー）

・今後も節約志向は続く。消費を大きく左右する消費マイン
ドは、政府の要請による賃上げの動向に左右されるが、ＩＴ
などの技術革新による働き方の変化が不安要素となり、大き
な改善は望めない。

□
百貨店（販売推進担
当）

・３か月後も、このままの推移が期待できる。

□
百貨店（サービス担
当）

・来年もインバウンド効果に変化はなく、好調に推移すると
思われる。また、新たな集客催事の強化により、来客数や売
上が確保できると期待している。

□
百貨店（売場マネー
ジャー）

・株価やインバウンド関連は堅調であるが、好調に転じてか
ら２年目を迎え、どこまで伸びるかは不安である。

□
百貨店（営業企画） ・来客数が改善しているにもかかわらず、買上率は低下して

いる。

□
百貨店（宣伝担当） ・株高の継続などで高額品の消費は安定しており、売上の下

支え要因となっている。冬物衣料も好調であるため、しばら
くは現在の状態が続く。

□
スーパー（経営者） ・消費者の生活レベルの格差が、更に鮮明になってきてい

る。高品質の商品を売り込んでも、価格を気にしないで買え
るのは、ごく少数の高所得者に限られる。

□

スーパー（経営者） ・生鮮品の相場高が続くが、平昌オリンピックに向けて、地
政学リスクも落ち着きをみせている。株高傾向が続けば、生
鮮品の相場高という環境下でも、客の購買はさほど落ちない
と思われる。一方、売上、粗利益は順調と思われるが、コス
ト面では人手不足対応で、人件費がますます重荷になりそう
である。

□
スーパー（店長） ・衣料品の販売は、冬のバーゲン以降、落ち着く気がする。

食品も、競合が激しいこの地域では、大幅に伸びる要素はな
い。

□
スーパー（店長） ・日用品については、引き続き節約志向が強まると思われる

ため、苦戦が予想される。

□
スーパー（企画担当） ・来客数の動きが安定しているほか、今年は暖冬ではないた

め、冬物商材が引き続き売れる。

□
スーパー（経理担当） ・引き続き気温は低めで推移しており、積雪の懸念もある

が、売上は堅調に推移する。

□

スーパー（社員） ・野菜や水産物の相場高が続いているほか、加工食品の値上
げにより、除々に客の購買が抑制されている。現状は価格の
上昇が売上の増加につながり、食品部門の好調さを支えてい
るが、この先はやや不安である。

□
スーパー（開発担当） ・年末商戦では、各商品の値上げもあって売上は良くない。

中小企業の多い関西では、景気の回復感が薄い。

□
コンビニ（店長） ・今後３か月程度は、商圏内で大きな変化がなさそうであ

る。客の様子からも急激な変化は予想できないため、横ばい
で推移する。

□ コンビニ（店員） ・当面、大きな変化はない。

□
衣料品専門店（販売担
当）

・これからも買い控えは進んでいく。

□
家電量販店（経営者） ・将来不安の払拭や所得増につながるような変化がなく、財

布のひもが緩む要因が見当たらない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・このところは、確かに年末の駆け込みで受注件数は伸びた
が、このまま年始以降も続くとは思えない。厳しさは覚悟し
なければならない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・車検や新車の販売予約数には、余り変化がない。
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□

乗用車販売店（経営
者）

・個々の企業業績は改善しており、消費も伸びてきている。
ただし、北朝鮮問題などの地政学的リスクで、消費が完全に
刺激されない側面もあり、ここしばらく景気は改善されな
い。

□
乗用車販売店（販売担
当）

・株価の上昇が続いていることもあり、企業の需要はある程
度見込めそうだが、個人客の需要の回復は、もう少し後にな
る。

□
住関連専門店（店長） ・業界によっては景気が良くなる動きもみられるが、当業界

はよほど長期的に良い経済情勢が続かなければ、利益は上向
かない。

□

その他専門店［医薬
品］（経営者）

・メール会員を募っており、会員には月に１回、ほぼ全商品
の価格が10％引きとなる販促を行っている。このメールを心
待ちにしている客も多く、通常は動かない高単価の商品購入
が目立っている。

□
その他専門店［宝石］
（経営者）

・株価は高いままで推移しているため、為替も今の動きが続
くことを期待している。

□
その他専門店［スポー
ツ用品］（経理担当）

・北朝鮮や中東問題などの不安要素が相変わらず解決してお
らず、株価の動きもまだまだ流動的である。

□
その他専門店［宝飾
品］（販売担当）

・既存客の売上が伸び悩んでいるが、新規客の獲得もあり、
提案や販促の内容次第では売上増につながる。

□
その他小売［インター
ネット通販］（企画担
当）

・婦人服の在庫セールを行ったところ、大盛況であった。た
だし、動きが目立った商材はごく一部に限られ、全体的には
消費マインドの低い状況が続いている。

□
高級レストラン（企
画）

・高単価メニューの売行きが好調な一方、低単価のレストラ
ンでは集客に陰りがみられる。また、婚礼や宴会受注の先行
きにも不安がある。

□
一般レストラン（経営
者）

・人件費の上昇や仕入価格の値上げなど、良くなる要素はな
い。２月は寒い時期なので、商店街の人通りも少なくなる。

□
その他飲食［自動販売
機（飲料）］（管理担
当）

・大きな変化はないと思われるが、大手飲食店による年末年
始の休業が功を奏することを期待している。

□
観光型ホテル（経営
者）

・新しい経済政策や、国民が喜ぶような政策は出ておらず、
財布のひもは相変わらず固いままである。

□
観光型ホテル（経営
者）

・良くなる要素が見当たらない。

□
都市型ホテル（支配
人）

・インバウンド効果はあると思うが、当ホテルでは大きな期
待はできない。民泊や新設ホテルなどに客をかなり取られて
おり、大幅な景気浮揚は困難である。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊の利用は上限に達しており、大幅な増加は見込めな
い。一方、宴会の先行予約は順調であるが、現状維持を見込
んでいる。

□

都市型ホテル（総務担
当）

・客室稼働率は、ここ数か月は90％台後半で前年を上回って
おり、レストラン部門の売上も前年を上回る推移となってい
る。宴会部門の売上も、10月を除いて前年を上回っているこ
とから、この状況はしばらく続く。

□
都市型ホテル（客室担
当）

・宿泊は１月が閑散期であり、２月は平昌オリンピックの開
催で出控えが懸念されるが、現状の訪日旅行客の勢いが鈍化
するとは考えにくい。

□
都市型ホテル（管理担
当）

・アジアからのインバウンドが減少する要因は余り考えられ
ないが、国内の旅行客などの動きが増えるとは思えない。

□
旅行代理店（店長） ・政治、海外情勢共に、余り良くない。欧州方面や遠距離の

予約が増えているものの、客の様子は安定していない。

□

タクシー運転手 ・年末年始の客の動きがかなり活発になっている。特に、夜
の街に動きが出てきており、売上の伸びもみられる。今後は
寒さが厳しくなるため、少しの距離でもタクシーの利用が増
える。

□
タクシー運転手 ・全体としては大きな売上の増加もなく、安定した状態が続

いている。
□ タクシー運転手 ・まだまだ悪い状態が続く。
□ 通信会社（経営者） ・原油価格の上昇が気掛かりである。

□
観光名所（企画担当） ・状況は変わらないが、来年３月に一部のリニューアルを予

定しているため、広告を増強し、集客に努める。

□
遊園地（経営者） ・顧客動向をみる限り、営業施策に対する反応はまずまず

で、閉塞感は感じられない。ただし、業績に大きな影響が出
るまでには至らず、消費にはまだ慎重な様子である。

□ 競輪場（職員） ・例年と変わらないか、やや悪くなる傾向にある。
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□
その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・プロ野球のシーズン前の時期であるが、コンサートや展
示、販売関係のイベントが予定されており、前年並みの集客
を期待している。

□
その他サービス［マッ
サージ］（スタッフ）

・アロマオイルを使っており、服を脱ぐため、寒い時期にな
ると来客数が減少する。

□
その他サービス［ビデ
オ・ＣＤレンタル］
（エリア担当）

・年末年始のゲーム販売や書籍関係の売上は、堅調に推移す
る。

□
住宅販売会社（経営
者）

・顧客の物件選択がシビアになってきている。

□
住宅販売会社（経営
者）

・身の回りの景気の実感としては、全く良くなっていない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・新築分譲マンションは、ディベロッパー各社が期末に向け
て完成在庫を処分する方針であり、値引きが始まっているた
め、在庫は減少していく。

□

その他住宅投資の動向
を把握できる者［不動
産仲介］（経営者）

・表面上、直近１年間は不動産の価格変動がみられないが、
潜在的には少し下がっている。株価の推移は堅調ながらも、
不動産融資に対して金融機関は少し慎重である。今後の景気
は流動的となるが、余り変化はない。

□
その他住宅［展示場］
（従業員）

・住宅展示場については、消費税増税が行われる場合は駆け
込み需要があり、徐々に来場は増加する。ただし足元は、３
か月ぐらいは来場傾向に変化がない。

□
その他住宅［住宅設
備］（営業担当）

・年始から年度末にかけて繁忙期が続くため、特に上下する
ような波もなく、忙しい３か月となる。

▲

一般小売店［時計］
（経営者）

・職種は違うが、近隣の個人営業の店が年末を待たずに閉店
した。来客数は悪くないものの、店主の健康面だけでなく、
電気代や設備費などの値上がりも閉店の要因となった。個人
営業の店では、固定費の値上がりをそのまま価格転嫁するこ
とは難しい。そこに自分たちの健康の問題や高齢化が重なる
ため、今聞いているだけでも、閉店予備軍がいくつかある。
この通りが寂しくなれば、人の流れが悪くなり、経営にも打
撃となる。

▲
一般小売店［鮮魚］
（営業担当）

・例年よりも先行受注が少なく、先行きが不安定である。

▲
一般小売店［衣服］
（経営者）

・現状を考えると、年明けからのセールには期待できない。
近年は春物衣料の動きも悪いため、数か月後の販売量は厳し
くなる。

▲

百貨店（売場主任） ・インバウンドの伸びが鈍化し、コートなどのシーズン商材
の好調も一段落する。構造的にアパレルが厳しく、国内客に
よるモノ消費、特にファッションに対する消費の増加が期待
できないため、現状よりも更に上向くことは期待しにくい。

▲
百貨店（売場主任） ・地元客による売上は微減が続き、若干ながら増えているの

はインバウンドを中心とした観光客の売上であるため、東京
オリンピック以降の景気は悪化する。

▲
百貨店（営業担当） ・高額品の好調な売行きも、今月頃から鈍化傾向にあるた

め、今後３か月ほどは良くなる感覚がない。

▲

百貨店（商品担当） ・米国大統領による言動や地政学リスクは、依然として経済
の懸念材料である。また、都市部の店舗で１割を超えている
免税売上の動向にも左右されるため、先行きが見通しにく
い。

▲

スーパー（店長） ・メリハリ消費の傾向が強まり、ハレの日には消費が増える
一方、ふだんは抑える動きがみられる。消費全体としては、
趣味やし好品が中心の、コト消費に軸足が移っている。スー
パーは、ドラッグストアやコンビニ、ディスカウントストア
といった異業態との競争激化もあり、厳しい状況が続く。

▲
スーパー（店員） ・寒さの影響で野菜や果物の生育が悪く、値段がかなり上

がっているため、年明けは厳しくなる。

▲
スーパー（管理担当） ・年末年始を過ぎれば、消費税増税も現実として迫ってく

る。また、特に東アジア情勢の推移次第では、かなりの悪化
が懸念される。

▲
スーパー（企画） ・賃上げが広範囲の業界で進むとは思えない。仮に進んだと

しても、初夏以降に反映されるため、すぐには消費に回らな
い。

▲
コンビニ（店員） ・今月の好調は、観光客の増加によるものであり、今後は平

常に戻る。

▲
コンビニ（店員） ・季節的に売上が落ち込む時期であるが、若い店長にやる気

がないことも影響している。
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▲
家電量販店（企画担
当）

・初売り商戦後の販売につながる話題商品が、スマートス
ピーカーぐらいしかない。来客数の鈍化が予測され、先行き
が不安である。

▲
家電量販店（人事担
当）

・年始からは財布のひもが固くなる。学生のシングルライフ
需要が出てくるまでは、販売量、金額共に厳しくなる。

▲
その他専門店［食品］
（経営者）

・海産物の価格が高騰しており、利益の確保が厳しくなって
いる。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・年末の反動で、１月からしばらくは、ゆっくりした日が多
くなる。

▲

一般レストラン（経営
者）

・自分自身に対してお金を使う傾向が強い一方、食費や生活
費の節約が続いているほか、年末年始の出費の影響もある。
大きなイベントが見込めない今後２～３か月先は、特に外食
が控えられるため、外食産業は大きな影響を受ける。

▲
一般レストラン（経理
担当）

・税制改正の影響に左右される。

▲
一般レストラン（店
員）

・今後、期待できるイベントなどがない。

▲

観光型旅館（管理担
当）

・エルサレムの首都認定問題で、米国大統領は先進国内で孤
立している。米国の国際的な威信が弱まるなかで、日本経済
への影響が懸念される。また、仮想通貨の取引相場の乱高下
も、景気にプラスに作用するとは思えない。消費税率の引上
げに向けた、先行き不安や不透明感も、消費行動にブレーキ
を掛ける。

▲
都市型ホテル（管理担
当）

・京都市内での宿泊施設の増加により、需要と供給のバラン
スが崩れてきている。

▲

旅行代理店（支店長） ・平昌オリンピックが始まると、自宅でのテレビ観戦が増
え、外出する機会が減少する。平昌という近場での開催であ
るため、現地への旅行需要を期待していたが、今のところ大
きな動きはない。

▲
旅行代理店（役員） ・平昌オリンピックの開催により、家計の支出が家電に回さ

れるため、旅行需要は減少する。
▲ 通信会社（企画担当） ・従来型の有料ゲームの売上が伸び悩んでいる。

▲

テーマパーク（職員） ・北朝鮮危機の動向によって、大きな影響を受けることにな
る。米国がまだ攻撃していないという事実が、北朝鮮のミサ
イルがまだ米国本土に到達できるレベルではないことを示し
ている。

▲
その他サービス［学習
塾］（スタッフ）

・今は良いが、年度替わりの時期が近づくと、多少は退会者
が出る。

▲
住宅販売会社（総務担
当）

・受注量が少し減少気味で、前月の悪化を今月でカバーでき
るかに懸っていたが、苦戦している。

×

一般小売店［花］（店
員）

・客の高齢化が進み、若い世代に入れ替わっていくなかで、
日常で花を生ける習慣が失われ、贈答以外に花を購入しなく
なってきたと感じる。花離れが、来客数、売上にも影響して
いる。

× スーパー（店長） ・商圏人口の減少と、競争の激化が進む。

×
衣料品専門店（経営
者）

・来年は、様々な生活必需品の値上げが予想される。その結
果、衣料品に対しては、ますます低価格志向が強まる。

×
衣料品専門店（経営
者）

・主婦たちが自分の服を買わなくなっている。今持っている
服を着るという考えの人が増えている。

×

観光型旅館（経営者） ・カニのシーズンになったものの、価格の高騰や人手不足で
先がみえず、価格転嫁にも限界がある。今後はオフシーズン
になり、価格も安い時期になるが、働き方改革や労働時間の
削減が叫ばれる一方、最低賃金は上がっている。これまでは
薄利多売で集客していたが、この状況ではそれもできないた
め、売上の減少が避けられない。

◎
木材木製品製造業（経
営者）

・再生可能エネルギーによるバイオマス発電燃料のプロジェ
クトが始まると、その関連事業で利益が出る。

○
食料品製造業（従業
員）

・食品の動きは景気に左右されにくいといわれるが、現状は
景気が良くなっても低価格品の引き合いが強い。ただし、販
売量の増加による、売上増の動きがしばらくは続く。

○
化学工業（経営者） ・少しずつであるが新規案件も決まり始めているため、景気

は少し上向く。

○
プラスチック製品製造
業（経営者）

・現在は、リピート品と新規案件が入れ替わる過渡期であ
る。新規案件の受注量は２月以降も伸びが見込めるので、２
～３か月先は良くなっていく。市場の雰囲気も悪くない。

企業
動向
関連

(近畿)
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○
金属製品製造業（経営
者）

・自動車関連では、材料不足で受注対応が難しくなってい
る。材料の輸入価格も上昇しているため、一般品の価格も上
昇基調にある。

○

電気機械器具製造業
（経営者）

・２～３か月先に限れば、やや良くなると予想されるが、政
府の債務は過大で、毎年の予算も赤字であり、いつか大きな
反動が起きるのは確実である。短期的には良くなるとしかい
えないのが不満である。

○
電気機械器具製造業
（営業担当）

・引き合い件数が増え、受注量も少しずつ増えている。

○
輸送用機械器具製造業
（経理担当）

・自動車関連の引き合いが増える。

○
輸送業（営業担当） ・減り続けていたお歳暮の配達個数が、何年かぶりに増えて

いる。

○
広告代理店（企画担
当）

・景気回復の実感が徐々に広がっており、消費者の購入意欲
の高まりが、各施設で感じられる。

○
広告代理店（営業担
当）

・クライアントからの問い合わせが増えている。

○
広告代理店（営業担
当）

・年度末に向けた、追加出稿の動きが出始めている。

○
コピーサービス業（店
長）

・問い合わせ件数が増えているため、年度末の受注量は増加
する。

□
繊維工業（団体職員） ・大幅な減少はなく、ここ数か月と同じような微減の傾向と

なる。

□
家具及び木材木製品製
造業（営業担当）

・仕事の内容には変化がない。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・先のことは分からない。

□
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・年度末の受注もはっきりせず、前年程度となる見込み。取
引先の業種によっては景気も徐々に回復していると感じる
が、受注量にはまだ影響が出てきていない。

□
化学工業（管理担当） ・取引先からは、現在の好調な動きが続くとの情報を得てい

る。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・特に変化のない１年となった。来年は、良くも悪くも変化
することが１つのきっかけになればよいが、その兆しもみえ
ない。

□
金属製品製造業（管理
担当）

・ますますトラック不足の影響が出てくると思われる。受注
してもデリバリーの状況が悪ければ、今後の失注につなが
る。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・成約までに長い時間を要するため、今のところ上向きとは
いえない。

□
一般機械器具製造業
（設計担当）

・株価の好調により景気は良いと感じるが、企業の内部留保
が増加しているだけで、一般消費者に回復感が出てくるまで
には時間が掛かる。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・景気が良くなる兆しがない。

□
電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・現在の好調な状況は維持可能である。

□

その他製造業［履物］
（団体職員）

・大手企業を中心に、ボーナスのアップや昇給のニュースが
報じられているが、中小企業の間では、そのような景気の良
い話は聞かれない。個人消費の回復に期待したいものであ
る。

□
建設業（経営者） ・今月の受注状況が継続すると思われる。ただし、止まって

いる案件もあるので、それらが動き出せば、更に良くなる。

□
建設業（経営者） ・好決算企業からの、年度末に向けた工事も出てきている。

ただし、技能労務者不足のため、工期の限られた工事は厳し
い。

□ 建設業（経営者） ・人材不足によって人件費が上昇し、利益を圧迫している。

□
輸送業（営業所長） ・荷主から新しい配送案件も出てきているが、運送業界は慢

性的な人手不足であり、すぐに対応することができない。
□ 通信業（管理担当） ・しばらく消費者は正月に向けた商品を購入する。

□
金融業（副支店長） ・中小企業などが従業員の給与を増やせていないため、景気

の改善は見込みにくい。
□ 金融業（営業担当） ・まだまだ低金利のなかで、厳しい状況が続く。

□
金融業［投資運用業］
（代表）

・やはり北朝鮮問題が落ち着かないうちは、景気が大きく動
くことはない。

□
不動産業（営業担当） ・神戸からの企業の撤退が止まらない。将来についても、神

戸の景気が良くなるきっかけは見当たらない。
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□
新聞販売店［広告］
（店主）

・ここ２か月ほどは収入が上向いているが、わずかな動きで
ある。景気が良くなりつつあるとは感じるが、良くなるとま
ではいえない。

□
司法書士 ・会社を設立するといった案件はなかったが、解散の話もな

いため、２～３か月は今の状態が続く。

□
その他サービス［自動
車修理］（経営者）

・年明けもスロースタートになりそうである。

□
その他非製造業［機械
器具卸］（経営者）

・全体的な動きに変化はなく、一部のインターネット関係だ
けが上昇しているため、大きくは変わらない。

□
その他非製造業［衣服
卸］（経営者）

・年明け以降も、現状からの変化は見通せない。円安による
輸入品の仕入価格の上昇が懸念材料である。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・今後、働き方改革で仕事する時間が限られるなか、収入も
減るため、消費は減る。

▲
繊維工業（総務担当） ・商品をエンドユーザーへ売り込まなければ、実売につなが

らない。集客力のある取組やイベントができる得意先が減っ
ているため、更に厳しい状況が続く。

▲

繊維工業（総務担当） ・新聞などの情報では、景気は良くなっているが、靴下の製
造業は安い商品に押されている。売上の維持を図れば、利益
の減少につながる一方、利益を求めると売上が減少するな
ど、厳しい状況が続いている。

▲
化学工業（企画担当） ・原料価格が高い状態ではあるが、年末年始の需要増で一時

的に販売量が増加している。回復傾向のような動きがみられ
るものの、数か月後には需要が低下に向かう。

▲
金属製品製造業（営業
担当）

・鋼材の不足で工場の生産に悪影響が出ることが予想される
ほか、仕入価格の上昇傾向に対し、販売価格への転嫁が遅れ
ることで、採算が悪化する。

▲
輸送業（商品管理担
当）

・クリスマスやお歳暮のシーズンが終わり、年を越せば、例
年と同じく販売量が減少する。

▲
輸送業（営業担当） ・学習机の購入シーズンであるが、子供の数が減っているの

か、余り売れていない。

▲
経営コンサルタント ・消費者を相手にする小売店や飲食店の売上は、１月は今月

と大きく変わらないが、２～４月にかけては、季節的に大幅
に減少する。

▲
経営コンサルタント ・年末年始商戦での顧客の盛り上がりは、年が明ければ落ち

着いていく。そのほかのニュースにも、心理的にマイナスの
影響を及ぼす内容が多い。

▲
その他サービス業［店
舗開発］（従業員）

・朝鮮半島情勢を始めとする地政学リスクに加え、中国経済
の減速が、徐々に日本の景気に影響を及ぼす可能性がある。

×
その他非製造業［商
社］（営業担当）

・前月と同様に、取引先の業界の見直しや、ターゲットの選
定が進んでいない。

×
その他非製造業［電気
業］（営業担当）

・景気の回復時期が見通せない。

◎

人材派遣会社（営業担
当）

・労働力人口はこのまま減少が進み、採用が厳しくなる。そ
のため、市場では人材の争奪戦が続くと思われる。一方、企
業との会話では、景気が悪くて会社が危ないといった話は、
ほとんどなくなっている。

◎
人材派遣会社（支店
長）

・年度末の駆け込み需要もあり、これからも求人は増えてい
く。

○
人材派遣会社（役員） ・企業の採用意欲が衰えることは考えにくく、今後もこの傾

向は続く。

○

新聞社［求人広告］
（管理担当）

・一部ではあるが、大幅に求人数が増えている業種もあり、
更に裾野が広がっていく可能性は高い。今は輸出関連の大手
企業が中心であり、中小企業にまで業績の改善が広がってい
るとは言い難いが、欧米やアジア諸国の経済が安定的に成長
しているため、関西の求人にも次第に好循環の影響が出てく
る。

○

職業安定所（職員） ・人手不足の業種を中心に、高齢者や外国人を始め、多様な
求職者が応募しやすい求人が増え、従来は就職が困難であっ
た層にも就職機会が広がっている。また、滋賀方面で宿泊、
飲食サービスの求人が大幅に増えるなど、インバウンド関連
の恩恵が、大阪、京都から地方へと広がっている。

○
民間職業紹介機関（営
業担当）

・ボーナス支給後の退職の補充や、新入社員が入るまでの補
充で、求人数が増員の傾向にある。ただし、求職者が減少し
ているため、人選はかなり難しくなる。

○
民間職業紹介機関（マ
ネージャー）

・成約数が増えている。大手企業を中心に、若手や経験不足
の人材も採用する動きが出ている。

雇用
関連

(近畿)
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○
学校［大学］（就職担
当）

・春闘での賃金のベースアップが期待できる。

□

人材派遣会社（経営
者）

・業種を問わず、かなりのオーダーが入ってきている。特
に、ＩＴ関連やインフラ関連の仕事が全体をけん引してお
り、年明け以降もこの動きはしばらく続く。また、今年の動
きで最も多かったのは短期の派遣であり、この傾向は来年以
降も続く。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・求職者が求める条件は下がりそうにないため、企業と求職
者の間のミスマッチは続く。

□
アウトソーシング企業
（管理担当）

・新規の仕事が入る予定はあるが、単価が安ければ受けない
可能性がある。

□
新聞社［求人広告］
（担当者）

・平昌オリンピックによるプラスの影響は読めないが、新聞
広告の推移では、特に関西の地元企業は、年度末も今と変わ
らない出稿計画を立てている。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・一部の業種が活性化していることは実感しているが、実際
に家計全体の収入が増えているかどうかは疑問である。

□
職業安定所（職員） ・人材確保が困難な状況が続いているが、賃金などの求人条

件の見直しには、在籍者とのバランスなどで慎重な姿勢がみ
られ、労働条件の改善が進んでいない。

□
職業安定所（職員） ・求人倍率は引き続き上昇すると思われるが、人手不足感が

強まっており、不安な面もある。

□
民間職業紹介機関（職
員）

・建設関連の日雇求人は、関西では公共投資などが低迷して
いるほか、人手不足で新規事業に手を出せないという事業所
の声もあり、改善につながる要因が見当たらない。

□
民間職業紹介機関（営
業担当）

・今がピークだと感じるため、これよりも良くなるとは思わ
ない。ただし、特に悪くなる要素も見当たらないため、変わ
らない。

□
学校［大学］（就職担
当）

・人手不足の感はあるが、将来の景気が良くなるとは考えら
れない。

▲ － －
× － －

　９．中国（地域別調査機関：公益社団法人中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
乗用車販売店（営業担
当）

・周年イベントを計画しているので、集客が通常より活発に
なる。

◎
乗用車販売店（店長） ・新型車の発表があるので来客数が減少することはなく、現

状が続く。

○
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・ほんの一部しか景気回復の恩恵を受けていないが、今後は
少しずつ増加する。

○
一般小売店［印章］
（経営者）

・会社設立印の注文が増え、前向きな動きが出てくる。

○
コンビニ（エリア担
当）

・工事関係の客が朝と夕方に来店するので売上と来客数が上
向き、昼間の常連客の来店も順調なので現状より景気は上向
く。

○
コンビニ（エリア担
当）

・前年と比較して来客数が伸びている。

○ 家電量販店（店長） ・来客数と客単価が上昇する。

○
乗用車販売店（業務担
当）

・１～３月の年間最大販売期に入る。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・１月から決算期に入りメンテナンス客と新規客が増え、景
気は上向く。

○
自動車備品販売店（経
営者）

・景気がやや良くなる見込みである。

○
一般レストラン（店
長）

・近隣にホテルが新しくできて春の観光シーズンの需要と客
単価の上昇が見込める。

○
一般レストラン（外食
事業担当）

・12月の忘年会が順調に伸び、今後は合格祝いや卒業、転勤
時期となり外食の利用が増えてくる。

○
都市型ホテル（総支配
人）

・国内航空便の来年３月からの夏ダイヤ以降、当地域の空港
と他の２地域の空港とを結ぶ定期路線の開設が決まったこと
から、新たな基礎的需要の高まりに期待が持てる。

○
旅行代理店（経営者） ・今後更なる伸びが見込まれる業種が、業界全体をけん引す

る経済状況が訪れることに期待が持てる。

○
タクシー運転手 ・タクシー運転手は景気が悪くなると応募が増えるが、現在

それがないので今後の景気は良くなる。

家計
動向
関連

(中国)
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○
通信会社（営業担当） ・ボーナスが全体的に上昇傾向なので、新年度に向けての購

買動向が上向きになる。
○ 通信会社（総務担当） ・年度替わりのタイミングで契約数が増加する。
○ 通信会社（工事担当） ・客から今後の景気はやや良くなるとの声が聞かれる。

○
競艇場（職員） ・３月には企画レースと女子レースが開催されるので売上が

見込める。

○
設計事務所（経営者） ・現在の受注残数からは春先まで一定程度忙しい状況に変わ

りなく、それは天候要因で施工が進み難い状況下でも同様と
見込まれる。

○
住宅販売会社（従業
員）

・消費税率引上げまではやや右肩上がりの傾向が続く。

□ 商店街（理事） ・景気が良くなる要素はない。

□
商店街（代表者） ・商店街にある生鮮食料品店は天候による客足の悪さと、年

金暮らしの高齢者が無駄なものを買わなくなったことが響い
て景気の悪化が続く。

□
商店街（代表者） ・客は購入に慎重で、必要な商品以外には目もくれない状況

が継続する。

□
商店街（代表者） ・店舗間格差が顕著になり、景気の動向は全体的に判断が難

しい。

□
一般小売店［食品］
（経営者）

・来客数の動きが低調な状況が続く。

□
一般小売店［靴］（経
営者）

・当店は売行きに伸びがある一方で、他店に伸びは見受けら
れない。

□
百貨店（経理担当） ・売上が好調な部門や時期はあるが、それを維持していくの

が難しいため、この不安定な状況がまだ続きそうである。

□
百貨店（広報担当） ・出店各社の売上基調にばらつきあり、業界全体における景

気回復は短期的には見込めない。また、市場全体で消費を喚
起する出来事がないので変化に期待が持てない。

□
百貨店（営業担当） ・株価や為替相場が安定しており更なる経済対策に期待が持

てるが、今後２～３か月は今以上の景気回復につながる材料
は見当たらず、良くて現状維持となる。

□

百貨店（営業担当） ・インバウンドが多少増加しているが、客単価は今一つの見
込みである。常備品とセレモニー関係がセットで動くことは
まずないので、単品購入のしかも着回しや直近買いが多くな
るため、景気に変化はない。

□
百貨店（販売促進担
当）

・記録的寒波で来客数と売上共に大きく落ち込んだ前年と比
べて大きな伸びを期待できるが、美術品と宝飾品の高級ゾー
ンの復調が懸念される。

□
百貨店（売場担当） ・１月の衣料品セールに対する客の期待感が年々薄れてお

り、特にミセス層は価格の安さだけでは購入しなくなる。

□
百貨店（売場担当） ・オリンピック開催期間の一時的な低下は見込まれるが、中

期的には悪い要素はなく現在の状況は継続する。

□
百貨店（購買担当） ・隣接する施設の改装が完了すればこちらにも客が流れてく

るが、客の商品選択の目は厳しく、購買意欲は何か特別なこ
とがない限り回復しない。

□
百貨店（外商担当） ・周辺地域の状況に変化はなく、来客数の増加も期待できな

い。

□
スーパー（店長） ・工場地帯であることが地域の特徴であるが、周辺からは景

気が良い方向にも悪い方向にも向かう様子がないとする意見
が多数聞かれる。

□
スーパー（店長） ・13か月ぶりに来客数と販売数が前年並みに回復し、客単価

も前年の102％と全体数値を押し上げていることから、この
状況が続く。

□ スーパー（店長） ・景気が大きく変わる材料はない。

□
スーパー（店長） ・客の購入点数、単価共に前年と変化はなく、賃金が上がる

などの話もない。

□
スーパー（店長） ・客は今後も必要最低限のものしか購入しない傾向が続くた

め、しばらくは景気が上向くことにはならない。
□ スーパー（総務担当） ・原価の値上がりなどがあるため、販売量の増加は難しい。

□
スーパー（営業システ
ム担当）

・節分等の行事が控えているが、コンビニなども力を入れる
ため売上増はなかなか見込めない。

□
スーパー（販売担当） ・セールが始まると動きの鈍かったコート類の売上が伸び

る。

□
スーパー（管理担当） ・競合店の増加に加え客の節約志向に変化はなく、今以上の

売上や来客数の増加は見込めない。

□
スーパー（業務開発担
当）

・競合は厳しくなり、販売単価も低下して景気が良くなる要
素はないものの、何とか現状維持で推移する。
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□
コンビニ（エリア担
当）

・競合店が安売りをする。

□
コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・競合店の進出と原油価格や物価の上昇など、コンビニエン
スストアにとっては逆風が吹く。

□ コンビニ（支店長） ・景気が上向く要素がないので現状維持である。

□
衣料品専門店（経営
者）

・景気の良さが中小企業に浸透するまでには時間が掛かる。

□
衣料品専門店（店長） ・ボーナス時期でも来客数が減少して客単価も低下している

ので、今後新入社員用衣料の需要時期になっても売上向上は
期待できない。

□
家電量販店（店長） ・ボーナス商戦で瞬間的には売行きが良かったものの、これ

が続く材料が見いだせないので、初売りの状況を注視する。
□ 家電量販店（店長） ・景気が大きく変動する要素はない。

□
家電量販店（企画担
当）

・ＡＩスピーカーなど新製品が出ているが、思ったほど動き
はなく、現状が続く。

□
家電量販店（販売担
当）

・遅く始まった年末商戦のずれ込みと新生活需要や決算に期
待が持てる。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・出費に消極的な客が多いものの、建築関係の客は景気が良
くなりそうな状況がうかがえる。

□
住関連専門店（営業担
当）

・客の動きが非常に悪いので、今後は見当が付かない。

□
その他専門店［和菓
子］（経営者）

・販売量が増加する要素がない。

□
その他専門店［時計］
（経営者）

・景気が良くなる要素はない。

□
その他専門店［土産
物］（店長）

・イチゴや殻付きカキなど地元特産品が旬を迎えるが、生産
者からは出来が良いとの情報が入っており、マスコミ取材を
受けるなど良い材料がそろっているため、好調を持続する。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（管理
担当）

・施設が閑散期に向かうため、集客イベントを実施してシャ
ワー効果を醸成する。家計に大きな変化はないが、新生活に
向けた商品の動きに期待が持てる。

□
高級レストラン（宴会
サービス担当）

・閑散期に入るので厳しい状況は続く。

□
一般レストラン（経営
者）

・正月以降の天候にもよるが、この冬は寒波が厳しいと予測
されているため、来客数に影響が出ることを懸念している。

□
一般レストラン（経営
者）

・現在の景気が続く。

□
スナック（経営者） ・まだ地方景気は向上しておらず、中小企業の景気が回復し

なければこの業界も良くならない。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・忘年会や新年会での来客数は増加しているが、客単価はそ
れほど上昇していかない。

□
都市型ホテル（企画担
当）

・相変わらず大企業の不祥事等が後を絶たず、景気のマイナ
ス要因は払拭できないが、年度変わりの個人消費が活発にな
ることには期待が持てる。

□

都市型ホテル（企画担
当）

・インバウンドの動きは冬に入ると落ち込むが、前年より多
くの観光客を目にする状況が続く。一方で国内客の利用は正
月や年度末など一定のイベントニーズはあるものの、日常使
いでのニーズが弱い状況が続く。

□
旅行代理店（営業担
当）

・税制改正を始め個人消費に直接影響する事柄が予定されて
いるため、景気が上向くことはない。

□ タクシー運転手 ・客の動きが悪い状況が続く。

□
タクシー運転手 ・客のタクシー利用頻度が低くなっており、景気は良くなら

ない。
□ 通信会社（社員） ・景気が良くなる気配がない。

□
通信会社（販売企画担
当）

・事業に対する行政の監視が厳しくなってくるため、セール
ス内容にやや縛りが見込まれる。

□
通信会社（企画担当） ・12月の時季的要因はあるものの、その点を差し引いても今

月は対面する客の表情が１年前と比べて明るく、この状況は
３か月後も変わらない見通しである。

□
テーマパーク（管理担
当）

・地方消費が伸びず、個人消費も今後活発に動くことはな
い。

□ ゴルフ場（営業担当） ・ゴルフはオフシーズンに入るので来客数が減少する。

□
美容室（経営者） ・今のところ中小零細企業に政策の恩恵はみられないので、

今後も景気回復はどうなるか分からない。

□
美容室（経営者） ・物価が上昇しても客の給与に変化がなければ客の節約志向

が高まり、景気は悪くなる。
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□
美容室（経営者） ・閉店する店が増えており、激安店がこれ以上増えれば当店

も経営戦略を変更したり、閉店しなければならなくなる。
□ 設計事務所（経営者） ・状況にそぐわない変な安定感が続く。

□

設計事務所（経営者） ・事業物件などの引き合いがあるが、ゼネコンが手一杯で建
築費が高い状態が続いているので、事業採算が合わなくて前
に進めない。しばらくは建築を取り巻く環境の変化は見込め
ない。

□

設計事務所（経営者） ・新築の相談案件には期待が持てないため、リフォーム、リ
ノベーションに期待するところが大きく、全体的にみて急に
景気が上向く様子はないので、しばらくは様子見するしかな
い。

□
住宅販売会社（営業担
当）

・年始から徐々に来場者が増えるが、寒い季節なのでそれほ
ど期待が持てない。

□
住宅販売会社（営業所
長）

・客が決断するまでに時間が掛かる状況が続く。

▲
一般小売店［茶］（経
営者）

・地元の様子に明るい見通しはなく、高齢化も一層進んでお
り、海外への商品輸出で何とかしのぐ状況が続く。

▲
スーパー（財務担当） ・年末年始の散財の反動で正月明け以降は客の節約により客

単価が下落する。

▲
スーパー（販売担当） ・今後２～３か月は移動需要を軸とした新生活商戦となる

が、少子化や地元志向の増加から市場規模は年々縮小してお
り、今期も苦戦が予想される。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・収入格差が広がっており、中間層が少ない状況が続く。

▲
乗用車販売店（総務担
当）

・数か月前から新車商談が前年を大きく割っており、年度末
の成約件数にも影響が出てくる。

▲
その他専門店［布地］
（経営者）

・地方行政が頑張らなければ地方は活性化しない。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（所
長）

・来年の大型連休前には改装セールを計画しているが、来年
１～４月まで仮囲いや空き区画が多くなるため、今以上に厳
しくなる。

▲
観光型ホテル（営業担
当）

・例年予約人数が減少していく。

▲ 通信会社（広報担当） ・業界内はデフレが更に加速する。

▲
テーマパーク（営業担
当）

・今年の冬は寒さが厳しく降雪が多い予報が出ているため、
観光意欲の低下が見込まれる。

▲
テーマパーク（業務担
当）

・イルミネーションイベントが終わり、年度末の忙しい時期
になるので来客数の増加は見込めない。

▲
住宅販売会社（営業担
当）

・年度末までは来期に向けての営業期間になり、販売数は伸
びない傾向が続く。

×
商店街（代表者） ・悪天候の予報が出ており、人の動きが悪くなって来客数と

販売量が伸び悩む。

×
商店街（代表者） ・オーバーストア、デフレ、少子化、インターネット販売と

の競合などで売上が低迷する。
× 乗用車販売店（統括） ・メーカーのデータ改ざん問題の影響が続く。

×
自動車備品販売店（経
営者）

・冬期商材の販売が終わり閑散期を迎えるので、景気は１年
のうちで最悪となる。

×
その他飲食［サービス
エリア内レストラン］
（店長）

・冬季閑散期に入るので来客数は増えない。

◎
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・まだまだ増産傾向にある。

◎
不動産業（総務担当） ・賃貸物件の需要時期に入るため、例年どおり新規来客数や

成約件数が大幅に伸びる。

○
繊維工業（監査担当） ・現在の受注状況と前売りの状況からみると、消費者の購買

意欲は向上してくる。

○

化学工業（経営者） ・当面主要取引先の増産体制は顕著であり、受注量に応じた
増産体制が続く。ただし、中国の環境対策による工場の稼働
停止の影響により、特に苛性ソーダーの価格が大幅に値上が
りしているため、生産にも影響が及ぶ。

○
非鉄金属製造業（業務
担当）

・電子材料関係で更に販売量が増える傾向にある。

○
輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・主要客の来期１年間の内示数量は今期に比べて増加となっ
ており、その助走段階として２～３か月先の内示も増加傾向
となっている。

○ 建設業（総務担当） ・仕事量は堅調に推移する。

企業
動向
関連

(中国)
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○
通信業（営業企画担
当）

・製造業の客から製品の品質維持のためのソリューション商
材に緊急的なニーズが高まってくる。

□
食料品製造業（総務担
当）

・例年年末商戦が終われば売上が伸び悩むのが常である。

□
化学工業（総務担当） ・当面は良いが、原燃料価格が上昇していくと利益が少なく

なる可能性がある。

□
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・生産の多忙さは数か月続く見込みで、時間外労働の水準も
継続する。

□
鉄鋼業（総務担当） ・現時点で生産能力一杯の受注があり、この状況がしばらく

続く見込みである。
□ 鉄鋼業（総務担当） ・各社の活動は高水準を維持する。

□
金属製品製造業（総務
担当）

・工作機械業界の得意先からは生産量を増やすとの話がある
が、当社への案件は微増に留まり現状と余り変わらない。

□
電気機械器具製造業
（総務担当）

・大口受注の販売は計画どおり進捗しており、売上も堅調に
推移する。

□ 建設業（総務担当） ・現在の状況が今後１年は継続する見込みである。
□ 輸送業（総務担当） ・受注量や取引先の様子から景気に変化はない。

□
通信業（営業担当） ・現場での中小経営者からは景気回復の声は余り聞こえてこ

ず、マスメディアの景気観測が伝える景況感の向上がどこま
でのものか判断できかねる。

□
金融業（融資企画担
当）

・為替が円安基調で安定していることが追い風となり、地元
完成車メーカーの世界販売台数は高水準を維持し、系列地元
自動車部品メーカーの受注も高水準を維持する。

□ 金融業（貸付担当） ・公共工事請負金額の減少が続く。

□
会計事務所（職員） ・関与先の中小零細企業では、冬のボーナスが前年より増え

ているところは少なく、賃金事情は必ずしも良好ではないた
め、人材確保が大きな経営課題になってくる。

▲
食料品製造業（経営
者）

・客の財布のひもが固く、必要な商品だけを購入する姿勢に
変化はない。

▲
木材木製品製造業（経
理担当）

・一般的には景気が良いと言われるが、新設住宅着工戸数の
動向や給与所得の低迷などから今後の個人消費の上昇は望め
ず、住宅業界の景気はやや悪くなる。

▲
輸送用機械器具製造業
（財務担当）

・製品単価の下落や生産量の減少、原材料高騰等により収益
性は継続して悪化する。

▲
その他製造業［スポー
ツ用品］（総務担当）

・海外生産との競合が常にあり、コスト面で非常に厳しい状
況が続く。

▲
輸送業（経理担当） ・このままの雇用情勢が続けば、適正な労務管理対策を含

め、受注数量が減少する。

▲
広告代理店（営業担
当）

・取引先から広告掲載を当分の間見送る意向が示されている
ことから、受注量が減る状況で推移する見通しである。

×
一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きは良くならない。

◎ － －

○
人材派遣会社（支店
長）

・人手不足を解消するために待遇改善が進み、景気は更に良
くなる。

○
求人情報誌製作会社
（経営者）

・２～４月はアルバイト求人数が増加し、年度末の転職希望
者に向けた正社員求人も増える時期である。同時に新年度や
新入学で求職者の動きも活発となる。

○
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・2020～2022年卒のインターンシップ期の広報予算が拡大傾
向にある。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・百貨店売上からみて個人消費は堅調に伸び、各業種で求人
数も増えてくる。

○
職業安定所（雇用開発
担当）

・事業所からの聞き取りでは人手不足感が強まっていること
に加え、人員整理や事業所閉鎖などの情報もないため、雇用
状況はやや良くなる。

○
民間職業紹介機関（職
員）

・製造業を中心に採用意欲、投資意欲も高く、新規ビジネス
の立ち上げや業容拡大による分社化など、拡大傾向となる話
題を多数耳にする。

□
人材派遣会社（社員） ・引き続き企業の人手不足は続くため、いかに雇用をマッチ

ングさせるかが課題であるが、パートや短時間勤務等、幅広
い雇用を提案していくことで人手不足を緩和していく。

□
人材派遣会社（経営企
画担当）

・経済に大きなインパクトがない限り、現状は継続する。

□
人材派遣会社（支社
長）

・人手不足の状況が大きく変わることはなく、雇用のマッチ
ングが進みづらい状況が続いていく。

雇用
関連

(中国)
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□

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・新卒採用は長引いた企業でも11月初旬で終了した。内定が
出そろった夏以降でも、企業が大学から学生を紹介される
ケースが前年より多い。全国転勤のある企業などでは手段と
費用を考慮せず予定数を採用する例として、就職サイトだけ
でなく人材紹介会社を利用して採用に至るケースも見受けら
れる。

□
職業安定所（所長） ・求職者の減少傾向から人手不足感が一層強まっていること

を背景に、少しでも応募者を増やすため業種を問わず契約社
員から正社員に切り替えて募集するケースが目に付く。

□
職業安定所（産業雇用
情報担当）

・１月に店舗を閉鎖する事業所があるが、取引関係にある大
規模小売店が来年度に開店するので、その店に従業員が応募
するため影響はない。

□
民間職業紹介機関（人
材紹介担当）

・人手不足の状況に変化はなく、働き方改革がクローズアッ
プされているが、対応できない中小企業が多数あり、離職率
の上昇につながる。

□
学校［短期大学］（進
路指導担当）

・採用予定者数に満たない企業からの求人は引き続きある
が、事業拡大による新規求人はほとんどない。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・採用活動に積極的な企業は多いが、業界によって差があ
り、もう少し状況を注視する必要がある。

▲ － －
× － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
スーパー（店長） ・11月、12月と売上が上昇傾向にある。この勢いが今のとこ

ろ止まると思われる要素は見当たらない。

◎
通信会社（営業部長） ・新生活シーズンで需要が高まるとともに、新機種の供給が

潤沢となる。

○
百貨店（販売促進） ・株価の上昇による購買意欲の高まりを感じる。節目や家族

などを大切にした消費が増加している。

○

衣料品専門店（経営
者）

・11月、12月と連続して、かつてないほど前年比で伸びてき
ている。そして１月は気温の方も寒いという予報やバーゲン
の月ということもあり、ある程度売上高はよい数字になるの
ではないか。

○
乗用車販売店（従業
員）

・来年年初に高額車両ミニバンの新型車発表があるため、売
上高の増加に期待をしている。

○ 乗用車販売店（役員） ・年度末に向けて各社販売を強化していく。

○
住関連専門店（経営
者）

・現在、借入れの金利が低くなっており、分譲住宅がかなり
建っている。またそこに入れる家具、調度品が買われるた
め、今後期待ができるのではないかと考えている。

○
通信会社（技術） ・年度末に向けて転宅シーズンが始まるため、契約者数が増

加する可能性が高い。

□
商店街（代表者） ・インバウンドを含めた観光客の来街がかなり多くなり、観

光客による消費もかなり生まれている。

□
商店街（事務局長） ・中間所得層の所得改善が進まないと景気が良くなるとは言

えない。来春以降に期待はしているものの、大企業と中小企
業の格差が広がるだけに終わると、消費拡大は望めない。

□
一般小売店［文具店］
（経営者）

・取扱商品が消耗品などの定番商品が多いという性質上、変
化があると思えない。

□
一般小売店［生花］
（経営者）

・予約が少なく、店頭で当日購入が多くなってきている。見
通しが立ちにくい状況になっている。

□
百貨店（販売促進担
当）

・来春までＳＣ新規出店のマイナス影響が継続するため。

□
スーパー（企画担当） ・年始の帰省状況が今年は若干長めの予想があるので来店客

数は好調に動くことを期待している。

□
スーパー（財務担当） ・富裕層の消費拡大と、中間層以下の節約志向で相殺され

る。

□
コンビニ（店長） ・最近の客の様子から買い控えは感じないが、必要以上のも

のを買うこともないため、今後も景気は変わらない。

□
コンビニ（総務） ・来店頻度減少による客数減少の傾向は今後も続くと予想さ

れる。このことから景気が良くなる要素はない。

□
コンビニ（商品担当） ・季節的な指数で気温が暖かくなることでの販売増は見込め

るが前年同時期との比較をするとよくて横ばいで、著しく良
くなる兆しは今のところ見えない。

家計
動向
関連

(四国)
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□
衣料品専門店（経営
者）

・良いところと悪いところの差があり、景気は余り良くない
のではないか。消費税率が引き上がると、また景気は悪くな
ると考える。

□
衣料品専門店（経営
者）

・特に良くなったり悪くなったりする要因がない。

□
衣料品専門店（総務担
当）

・セールを待っている顧客が例年以上に多いと感じている。
その分新年からの初売りの売上増が見込めるが、利益率を下
げることにもなるので動向を注視していきたい。

□
家電量販店（店員） ・新生活準備時期だが、ここ数年以前ほどの販売数でなく

なっている。今季も同程度になりそうなため、今月と大して
変わらない程度である。

□ 家電量販店（副店長） ・今後においても客数が大きく伸びる要素は特にない。

□
乗用車販売店（従業
員）

・自動車販売は決算商戦に入るので景気は良くなるが、点
検・整備といった入庫は少し落ち込んでいる。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・春の需要期を迎え、引き続き衝突回避支援システム搭載車
を中心に前年並みに推移する。

□
その他専門店［酒］
（経営者）

・酒類関係は値段がどんどん上昇してきており、悪くなって
いる。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（副支
配人）

・必要な物しか買わないという状況が続いている。

□

観光型旅館（経営者） ・今は余り良いというわけではないのが、今の予約状況か
ら、現状がしばらく続くのではないか。地元の温泉街では耐
震構造の見直しのため、建物の取壊しが進んでおり、全体的
には予約は増えない。

□
都市型ホテル（経営
者）

・現段階の予約状況は余り上向いてはいない。

□
旅行代理店（営業部
長）

・急激に好転する材料はない状況だが、依然好調なインバウ
ンドとインターネット販売が売上をけん引している間、アウ
トバウンドニーズの回復を期待している。

□
通信会社（営業担当） ・冬商戦が一段落し、新生活需要までは大きな変動要素はな

い。
□ 通信会社（支店長） ・当面、変動要素は見当たらない。

□ 観光遊園地（職員） ・特に特別なイベント等が予定されていない。

□
競輪競馬（マネー
ジャー）

・利用客の年齢層が固定化しており、専ら60歳前後の高年層
の男性が多い。もっと家族や若年層に浸透しなければ売上高
の水準は上昇しない。

▲
タクシー運転手 ・１月は新年会等の回数は前年と同様少なくなると予想す

る。２～３月は平常のパターンに戻ると考えれば、やや悪く
なると判断する。

▲ 美容室（経営者） ・12月にこの調子だとこの先は期待できない。

×
一般小売店［酒］（販
売担当）

・景気が良くなる要素がなく、低迷したままの現状維持か悪
くなる一方である。

×
コンビニ（店長） ・同業他社の出店攻勢が激しいなか、小売業の既存店はます

ます苦しくなってきている。

×
タクシー運転手 ・忘年会シーズンですら余り良くない。この先も景気が良く

なるようにみえないため、今よりももっと悪くなると考え
る。

◎

食料品製造業（商品統
括）

・人手不足が深刻な中、低賃金と指摘される保育、介護、食
品業界においても給料の相当のアップは、必須となってい
る。保育と介護については、政府の後押しも一段と鮮明に
なっていることもあり、給与所得のアップ気運が上がってい
る。

○
木材木製品製造業（資
材購買）

・2018年度は、2019年の消費税増税を見据えた需要を見込め
る年になる。

○ 鉄鋼業（総務部長） ・主力造船関連の受注が増加見込みである。

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・九州における太陽光発電の大型案件工事の着工が始まる。
そのためかなりの金額が入ることもあり、景気は良くなる。

□

農林水産業（職員） ・結果として取扱数量が不足したことで価格が高騰した。数
量が回復すれば、逆に反動から価格が下がる。その下がり方
として、前年のように大きく下がるか、緩やかなものになる
かだが、現在の社会情勢からすると前者となる確率が高いの
ではないか。税制改正や雇用の形態等を含め、個人消費の伸
びが期待される内容ではない。

□
食料品製造業（経営
者）

・包装資材や小麦等原材料の値上がりを製品価格に転嫁する
ことができず利益を圧迫すると推測する。

企業
動向
関連

(四国)
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□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・中国の増税やパルプの値上がりで、採算では少し悪くなっ
てくるものと思われる。

□
電気機械器具製造業
（経理）

・市場デマンドに大きな増減は予測しておらず、得意先から
の注文に関しても今月とおおむね同程度の量を受注している
ため。

□ 建設業（経営者） ・年が変わっても、よっぽど頑張らないと苦しい。

□
建設業（経営者） ・補正予算には大きな期待ができないようであるが、年度末

にかけて、大きな波もなく、このまま推移していくものと想
定している。

□
輸送業（経営者） ・北朝鮮のミサイル発射問題が気になるが、だんだん慣れて

きた傾向がある。

□
輸送業（支店長） ・景気自体はそれほど変わらないと思われるが、燃油単価の

高騰などのコスト増による利益圧迫が１番の懸念事項であ
る。

□

輸送業（営業） ・燃料油のやや高止まり状態が経営を圧迫している。３月の
年度末繁忙期についても、前年同様に12月の年末繁忙期と同
様の状態が予想されることから、物流業者にとっては大変厳
しい状況が続くと見られており、地方において景気の回復を
実感できる要素は少ない。

□ 通信業（総務担当） ・変化する要素が見つからない。

□

金融業（副支店長） ・売上、受注はおおむね堅調ながら、人材不足を課題と挙げ
る企業が多く機会損失が発生している可能性が高い。また、
物流コストが上昇傾向にあり利益の圧迫要因となっているよ
うに感じる。

□
広告代理店（経営者） ・人材不足に伴う求人広告等は増加傾向であるが、多くの取

引先の販促広告は変わらない予想のため、全体としては余り
変わらない見込みである。

□
公認会計士 ・各経営者との話では、やや景気は上向きととらえる経営者

が増えている。しかし、設備投資には依然として慎重であ
る。景気はやや足踏み状態と判断する。

▲
繊維工業（経営者） ・前年まで活況を呈しており、生産設備の増強を図ってきた

ことと、市場が落ち着いてきたことで、今後は少し落ち着
く。

▲
化学工業（所長） ・原油価格の高騰により原材料価格が大きく値上がりしてく

る状況。その結果、物価上昇圧力が強まり消費者の買い控え
を心配している。

× － －

◎ － －

○
人材派遣会社（営業担
当）

・安定的な仕事の発生により求人ニーズは当面落ちることは
なさそうである。

○
人材派遣会社（営業） ・年も新しくなり、来年度に向けた体制が構築される。特に

人材の入れ替わりが激しい時期に、魅力ある企業、魅力ある
販売戦略を事業展開できれば景気はやや良くなる。

○
求人情報誌製作会社
（従業員）

・年末年始は例年求人数が減少するが、１月半ばあたりから
増加が見込まれる。

□
職業安定所（職員） ・有効求人数、有効求職者共に前年度より減少が続いている

が、有効求人倍率は1.75倍と11月は高い水準を保っている。

□
職業安定所（職員） ・11月の有効求人倍率は1.55倍で、前年７月以降、1.3倍以

上が続き、大きな変動がない。

□
職業安定所（職員） ・短期の非正規雇用から、長期の非正規雇用又は正規雇用へ

と移行している様子はあるが、雇用条件が好転するにはまだ
至るとは思えない。

□

民間職業紹介機関（所
長）

・年末挨拶で、次年度の新卒採用の問いかけもしているが、
多くの企業が、今年並みか、微増で考えているようである。
今年の採用が順調に推移した企業は、余り無いように思われ
る。特に中小の企業においては、新卒採用においては、諦め
感が強いように思われる。

□
学校［大学］（就職担
当）

・企業が内部留保している分について、労働者への分配を促
進させる動向が見られない限り、安心して消費を増やすこと
はできないと考えられる。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・改正労働契約法に伴う５年ルールの問題や雇用安定措置な
どを受け、無期雇用の転換対策を進めており、経費がかさむ
傾向にある。

雇用
関連

(四国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

▲

求人情報誌（営業） ・働き方改革により、従業員の労働時間が以前より制限され
るなか、業務量は変わらないため、人員補充で対策を講じる
とする企業が増えている。ただ、特に中小企業での求人難の
状況が変わらないため、景気はやや悪くなると判断する。

× － －

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
乗用車販売店（販売担
当）

・客の回転率が良く、短時間でまとまる商談が増えている。
この調子が続けば、年度末に向けての購入が増えてくる。

○
商店街（代表者） ・商店街の空き店舗が少しずつ埋まってきた。それに伴い来

街者数も増加する。

○
一般小売店［精肉］
（店員）

・一般消費者向けの通信販売が好調を維持する。

○

百貨店（営業担当） ・停止条件付きということになるが、地政学リスクがなにも
起こらなければ、今の米国経済や欧州が非常に良くなってき
ており、特にドイツが極めて良いといった状況の中で日本の
景気も上向いていく。リスクオンの方向に進んでおり、果実
の分配が商品に回ってくればよい。

○

百貨店（営業担当） ・寒波の到来から季節商材が好調で、自家需要品が好調であ
る。リビング用品、寝具、バス、インテイリア、食器等自分
のための買物や、し好性の高い海外ブランド、美術工芸も依
然好調で、家での生活を充実する購買意欲と慎重な購買姿勢
は依然続いている。購買客数、商品単価の回復は続いており
今後も期待できる。

○
百貨店（営業統括） ・悪くなる要素が少なく、安定的な円相場や株価の状況から

消費動向は落ちないが、良くなる要素もなく、積極的な購買
意欲にまでは至らない。

○

百貨店（店舗事業計画
部）

・株高により、高所得者層の購買の増加は今後も期待され
る。ただし中間所得者層においては、特別な日の消費は増加
傾向にあるものの、日常の消費はまだまだ節約を重視し慎重
である。底上げにはまだ時間が掛かる。

○
スーパー（経営者） ・政権が安定し、事業者の倒産等も安定してきているのでこ

の先もよい。

○

スーパー（総務担当） ・青果は輸出が好調であり、今後、地域のスーパーマーケッ
トにもプラス効果が波及する。また、東京オリンピックの開
催や大きなコンサート等、報道をにぎわせる話題が消費にプ
ラスの効果を及ぼす。

○

家電量販店（店員） ・夏くらいからずっと調子が悪かったが、12月になって持ち
直してきた。山と谷があるが、ここ６か月間くらいが谷だっ
た。12月ほど大きくは来ないだろうが、徐々に数字は上がっ
ていく。

○
乗用車販売店（総務担
当）

・１月に新型車が投入される。新型車効果で販売台数が伸び
る。

○

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・娯楽が少ない地域であり、新規出店と映画の好調は、今後
も続いて集客拡大につながる。それらの好材料があり、年間
でも最大の繁忙期である年末年始ではボーナス商戦の上乗せ
もあり、確実に景気は良くなっていく。

○
高級レストラン（経営
者）

・来年にかけていろいろな催事があり、会合や祭りや招待状
等、人が動くような企画があるので良くなる。

○
観光型ホテル（スタッ
フ）

・新年会予約も前年より多く入っている。宿泊予約も順調で
ある。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・予約状況も好調に推移しており、当面はこの勢いが続く。

○ タクシー運転手 ・今のところ落ち込む要素が少なく、堅調さは保てる。

○
通信会社（企画担当） ・年度末の駆け込みもありそうだが、今年は引き合いや相談

数が多く、現在より受注が見込める。
○ 通信会社（企画担当） ・新商品投入効果が続く。

○
通信会社（営業） ・新しい市場の開拓及び販売店の拡大や、それに合わせた大

規模な販売促進活動とサービス内容の拡充を繁忙期に合わせ
て展開する。

□
商店街（代表者） ・客の購買意欲を少し感じられるようになってきたが、客単

価次第で景気は変化することになる。

家計
動向
関連

(九州)
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□
商店街（代表者） ・給料が上がる企業に勤めている人は余りいない。国が施策

で打ち出す方向へすぐに行くようなことはありえない。収入
が増える要素がない人が当地区には多く、そう変わらない。

□
商店街（代表者） ・高額商品の回転が良くない。セールに入り好調になれば良

い。

□
商店街（代表者） ・歳末商戦が非常に厳しい状況であり、年度末に向かって良

くなる材料は見当たらない。

□
一般小売店［青果］
（店長）

・１～２月も寒さが続き、全国的に品薄で同じような相場に
なる。厳しい状況が続く。

□
一般小売店［鮮魚］
（店員）

・年末の一番稼ぎ時にこのありさまでは、到底望み薄であ
る。何とか景気が回復してくれないと、水産業界自体が完全
に埋没してしまう。

□
一般小売店［茶］（販
売・事務）

・仕入れ値も上がっているため売上増加になる要素はない。
景気が大きく回復しない限り客の財布のひもはまだまだ固
く、先行きは不安定である。

□
百貨店（営業担当） ・平年並みの傾向が続いており、上向くため準備も大きくは

ない。

□
百貨店（販売促進担
当）

・景気回復傾向といわれているが、自店ではまだまだ来客数
や購入額をみると回復傾向にはない。

□

百貨店（業務担当） ・熊本地震後、生活に落ち着きが出てきた反面、需要につい
ても一巡感がある。前年まで動いていた商品の動きが途端に
とどまることも多く、盛り上がりに期待するより、いかに低
下しないかに気を取られる。

□ 百貨店（売場担当） ・株高の影響もあり高額品が好調である。

□

百貨店（売場担当） ・市内の大型店３店舗でほぼ前年比100％前後で推移してい
る状況で流れ的には変化はない。弊社だけだと９月以降同
110％以上伸び率で金券を使っている。その底上げがあると
いうことであるが、３月以降はそれがなくなるので注視する
ところである。衣料品が徐々に明るくなっており、この流れ
は継続する。

□
百貨店（マネー
ジャー）

・現状、外国人観光客の購買はまだ上昇傾向であるが、一般
客の購買意欲については不明の部分がある。

□

スーパー（店長） ・来客数は前年比90％前後と、競合店がいた前年10月と比べ
ると平常の売上になる。青果の相場もかなり高くなっている
が、前年も同様であった。鮮魚は、刺身が風評被害によりか
なり売上が落ちており、前年比82％くらいになっている。こ
のような厳しい状況が今後半年は続く。贈答品は前年並みの
102くらいで推移しており、先取り体制で販売できており絶
好調である。

□ スーパー（店長） ・変化する材料が見当たらない。

□

スーパー（統括者） ・賃上げは少しずつ着実に実施されているが、使える金が増
えている認識はなく、何をもって好景気なのかが実感できて
いない。人手不足や他業態との競合も激しさを増しており、
利益を削って売上確保を図っているのが現状であり、この状
況はすぐには好転しない。

□
コンビニ（経営者） ・若干先行き不安の面もあるが現状のままであれば売上が減

ることはない。
□ コンビニ（店長） ・不安な要因が見当たらない。

□
コンビニ（エリア担
当・店長）

・熊本地震の影響もほぼ落ち着いてきており、客の動向も以
前と比べると鈍ってきている。今後もこのままの状態で推移
する。

□
コンビニ（販売促進担
当）

・大きくは変わらないが、北朝鮮情勢や中東で何かが起きる
と原油価格に影響を与え、悪い方に行く。

□ 衣料品専門店（店長） ・ボーナスも出ており、景気は変わらない。

□
衣料品専門店（店長） ・まだ九州北部豪雨の影響が大きく、悪い状態が変わらな

い。

□
衣料品専門店（店員） ・以前であれば式事の需要が増える時期だが、ふだん着化し

ているため礼服等の高額商品の売上が見込めない。

□
衣料品専門店（総務担
当）

・当市における商業の力関係や、衣料品に対する消費動向を
考えると、悪くなる要素はあっても良くなる要素はない。

□ 乗用車販売店（代表） ・変わる要因がない。

□
住関連専門店（経営
者）

・都市部や大手企業の好調な回復に比べ、地方では人口減少
や商店街の消滅等、その格差はますます広がっている。地方
では来年も景気の先行きは不透明である。
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□

その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・前年同様12月が一番繁忙期になる。来店客への販売用やお
歳暮用のコーヒー豆が出ているが、１月からは購買意欲も一
段落し、売上が減る傾向にある。売上的には変わらない、若
しくは新規客が増えているので若干良くなる。

□
その他専門店［書籍］
（代表）

・物価の上昇と賃金の上昇のバランスが崩れている。

□
ドラッグストア（部
長）

・特に変動する要素が見当たらない。

□

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・給油等で来店する客の今冬のボーナスは概して前年並みで
あったようである。年末年始に向け、カーケア商品の需要が
増してきている。今年は厳冬が予想されており、灯油等の燃
料油の販売が期待できる。

□

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・外国人観光客の増加により前年実績が良かっただけに、ど
れだけ伸ばせるかが課題である。

□
高級レストラン（支配
人）

・来客数が伸び悩む時期であり、また今年は寒さが厳しい。

□
一般レストラン（経営
者）

・年明けの予約状況が前年よりも悪いため、そんなに悪くは
ならないが良くなることもない。

□

スナック（経営者） ・年末ということもあり今月は前年同月を超えることができ
たが今月だけである。世間一般では景気回復の声が聞こえる
が、自身を含めて飲食業同業者に好景気を感じさせる意見は
聞けない。

□
都市型ホテル（販売担
当）

・まだ先が余り見えていないが１～２月と前年並みになる。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・市内の客室数は増えているが、高級ホテルの新規出店はな
く、そこまでの影響はない。ただし、平日のビジネス利用客
の単価に多少影響している。

□
旅行代理店（従業員） ・景気の先行きが見えず、旅行需要の上昇につながる気配は

まだまだである。海外では２月発券分から燃油サーチャージ
の値上げがあり、需要回復には懸念材料となっている。

□
旅行代理店（企画） ・業界全体においては上向きだが、民泊の増加等、業界を取

り巻く環境は厳しくなってきている。

□
タクシー運転手 ・景気は徐々に上向きになっているが、北朝鮮情勢等の不安

要素があるので、何かがあると一気に下がる。
□ タクシー運転手 ・今冬は寒すぎて人の動きが悪い。

□
観光名所（従業員） ・年末年始は来客数が多いが、それを過ぎたらまた来なくな

る。道路の凍結等の心配もある。

□
競輪場（職員） ・歳末時に売上増が見込めないと、今後景気が良くなる見込

みは少ない。
□ 競馬場（職員） ・変動する要因が見当たらない。

□
美容室（経営者） ・12月に好景気を予想していたが余り変化のない業界なの

で、段々暖かくなっていくが横ばいが続く。数字も回復して
いないので新しい年に景気回復を図ってほしい。

□

理容室（経営者） ・業種的に11月に比べて12月は動きがあるが、１～２月はま
た閑散期になる。支店の売上の数字も前年比で少し悪くな
る。業種にもよるが、客の話からも地方はそんなに景気の良
い話を聞かない。そういったことが影響して厳しい状況であ
る。

□
美容室（店長） ・一部の企業は良くなったと聞くが、この周辺で景気が良く

なったという話を聞かない。

□
音楽教室（管理担当） ・変わらないというよりよく分からない。受験や転勤で生徒

数に動きがある。

□
設計事務所（所長） ・世界情勢の不確かさや企業不祥事があっても上がり続ける

株価の不自然さを見ていると、変わらないというより、分か
らない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・来客数の推移と金利動向を考えると、この２～３か月の景
気状況は変わらない。

□
住宅販売会社（代表） ・金額が大きいので消費税の引上げが大きなポイントになっ

てくる。それ以外の優遇措置をしっかり説明しているが今後
上向く可能性は少ない。

▲
商店街（代表者） ・１月は充電期という会社が多いが、年末年始でかなり主婦

の財布の負担が重くなっており３か月先は購買力がなくなっ
ている。
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▲
スーパー（店長） ・今月から食料品の値上げがあり、粉、雑穀の値上げにより

商品の動きが悪くなり、景気も若干悪くなる。

▲
家電量販店（総務担
当）

・年明け初商以降の需要が期待できない。

▲ 家電量販店（従業員） ・年末年始で支出が増え、年明けは買い控えが増える。

▲
その他専門店［書籍］
（副店長）

・業界自体の縮小が改善する気配がなく、店舗周辺の商環境
も変化がない。

▲
その他小売の動向を把
握できる者［土産卸
売］（従業員）

・かつおぶし不漁により製品の値上げが見込まれる。新年
早々商品の仕入価格が改定されるため、販売価格に転嫁した
場合、販売量に影響する。

▲ 観光ホテル（総務） ・復興需要の力強さが薄れている。

▲
都市型ホテル（副支配
人）

・１～３月は週末のみ団体の予約が集中しており、平日の予
約状況が非常に悪い。

▲

通信会社（業務担当） ・インターネット回線の取次業務をしているが、年明けより
代理店へ支払われる取次手数料が大幅に減額される。今後の
業界情勢として、手数料が下がり続けることが予測され、数
か月先まで売上が減少する。

▲

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・30年４月の介護報酬改定により若干良い方へ向かうが、人
材確保がより困難で現状以上のサービスが難しい。

▲
設計事務所（所長） ・結果が２～３か月先に出るが、今の状態は指標的には少な

いので、先行きは今より悪くなる。
× 商店街（代表者） ・年末商戦が終わったので景気は間違いなく伸び悩む。

×

住宅販売会社（従業
員）

・給与所得者の増税枠の年収が決まった。賃上げの時期にき
ているが、来年度に向けて賃上げできる会社とできない会社
の差が激しい。給料が上がらない層が出てくることもあり、
そういった不安から購買意欲が上がらないこともあり、景気
は悪くなる。

◎
電気機械器具製造業
（経営者）

・来期の受注もある程度確約が取れている。

○
家具製造業（従業員） ・一般家庭向け家具は前年比約90％だが、その他ホテル向け

コントラクト家具の需要は確実に増えている。一般家庭向け
家具と相殺しても全体では増えている。

○
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・年度末に向けた予算消化に伴い、受注量が増える。

○
鉄鋼業（経営者） ・売上が若干ではあるが増加傾向にあり、受注案件も増えて

いるので出荷量は増加する。問題は搬送のトレーラー不足、
特に運転手不足であり、出荷に影響が出る。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・今月後半になると来月分の計画が出てくる。それなりの動
きをしてくるが、年明けは稼働日が少ないため１月の後半に
集中してくるので若干上り調子になる。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・新規の客の来訪が目立ってきている。機械設備やこれらの
部品加工の超過を予測し、委託先を探している。

○
電気機械器具製造業
（取締役）

・場所、人、設備があれば確実に仕事が増える環境である。

○
輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・新車両の生産に伴い増産になる。

○
その他製造業［産業廃
棄物処理業］

・半導体、電気部品関係共に増産方向である。自動車向け
サーバーも現状不足しており急務となっている。

○ 金融業（調査担当） ・悪くなる話や指標が見られない。

○ 不動産業（従業員） ・賃貸物件の入居率が向上しており今後も継続する。

○
経営コンサルタント
（代表取締役）

・ホームページのアクセス数が増えてきている。

□

農林水産業（経営者） ・例年１～２月は正月の反動から大きく落ち込む。３月にな
ると行楽や人の移動等でスーパーマーケットや居酒屋等が活
発になってくる。加工メーカーはメニューの変更があり本格
的な動きは４月からになる。１～３月は余り期待できない。
ただしこの時期に自社加工品が年度末で引き合いが強くな
り、特に３月は忙しくなる。

□
食料品製造業（経営
者）

・今後も安定した受注が見込める。

□ 化学工業（総務担当） ・年度末にかけて需要期である。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・量販店、百貨店共に売上が落ち込んでおり売場面積も狭
まっている。輸出関連はうまくいっているが国内の小売が厳
しい。

企業
動向
関連

(九州)
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□
金属製品製造業（事業
統括）

・建築設備機器の製造メーカーであるが、次年度狙い目案件
が乏しい。ゼネコンの好調さが末端の機器メーカーまで伝
わっていない。

□ 建設業（経営者） ・建設業においては２～３か月では大きな変動はない。

□

建設業（従業員） ・見積案件は、大型物件に偏っている。県公共工事も受注で
きているが、職人不足等、工期が遅れがちである。受注もな
かなか厳しく設備投資も低調であり景気はなかなか良くなら
ない。

□ 輸送業（従業員） ・特に景気が良くなる要素がない。

□ 通信業（職員） ・現在の受注状況が年度末までは続く。

□
金融業（従業員） ・取引先企業及び個人消費者の意見だが、この先全く良くな

る材料も悪くなる材料もなく現在の状況が続く。政治に期待
が持てず変わらない。

□

金融業（従業員） ・機械設備更新の動きが広範化してきているほか、企業の新
規求人が増加しており、雇用者所得も持ち直し傾向にある。
一方、タクシーや運輸業界等では人手不足に加え原油価格の
値上がりにより経費上昇を懸念する先が増加してきている。

□
金融業（営業） ・人材不足により受注は頭打ちである。多くの企業でそのよ

うな意見が聞かれる。

□
新聞社［広告］（担当
者）

・好材料が見当たらない。

□

広告代理店（従業員） ・今月の新聞折込受注枚数は前年同月比92％と特に大きな変
化はない。クリスマス・年末商戦はまずまずの反応だが、全
体としては個人消費の活性化までには至っていない。冬の
ボーナスは増額したとの報道だが、実感できるほどではな
い。まだしばらくは現状のまま推移していく。

□
経営コンサルタント
（社員）

・年末年始を控えており、新しい動きへの取組は期待できな
い。

□
経営コンサルタント
（社員）

・売上が伸びてきており、購入金額も伸びている。

□

その他サービス業［コ
ンサルタント］（代表
取締役）

・市町村の12月の補正予算でも、アンケート調査や、計画策
定支援、設計等の業務が少ないため、売上が増加する見込み
が少ない。発注が入札になると他社が不当廉売で落札する
ケースが多いので受注できない。このため、景気が悪いまま
推移する。

□
その他サービス業［物
品リース］（支社長）

・企業の業績は好調だが、身の回りは収入増加の様子がな
い。働き方改革で休日が取りやすくなった。現在も社員を募
集している。

▲ 農林水産業（営業） ・年越しの需要期も過ぎ、販売量は減少傾向になる。

▲

繊維工業（営業担当） ・運賃と賃金の急な上昇が２年続いているが、毎年工賃の値
上げはできない。最低賃金が３～４年前のベテラン従業員並
みになっているが、平行してベテラン従業員の賃金を上げる
余裕はなく同額になっている。

▲
精密機械器具製造業
（従業員）

・２月までの受注計画は受注先からの需要があり、忙しい毎
日が続いている。その後の計画はまだ出てないが、恐らく今
までの受注生産は落ちる。

▲ 輸送業（従業員） ・景気上昇要素に乏しい。

▲
輸送業（総務担当） ・今月が良かった分、反動が懸念される。もともと少子化の

影響で消費も大きく伸び悩んでいることから、物流業界全体
からすれば厳しくなる。

×
建設業（社員） ・年度末に向けて大型の補正も決定したようだが、県債や市

債の発注を多くしてほしい。下請工事も実施しているが、元
請工事を余り受注できていない。

◎ － －

○

人材派遣会社（社員） ・年度末の依頼も例年どおりである。求人数が多いという理
由で起こっている人材不足による変化は特に起こっていない
が、人材派遣会社、直接雇用の会社は、常に人集めに不安が
ある。

○
人材派遣会社（社員） ・新年度に向け新卒補充がなされなかった部分での引き合い

や派遣更新の動きもある。

○

新聞社［求人広告］
（担当者）

・全般的に人手不足のため仕事がない状況ではなく、給与所
得がありそれなりの景気の良さはある。一方で人手不足によ
る社会インフラの維持、少子化の影響が長期的に出てくるこ
とが心配である。

○
職業安定所（所長） ・誘致企業からの求人も予想され、引き続き高い有効求人倍

率が継続する。

雇用
関連

(九州)
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○
民間職業紹介機関（社
員）

・年度末に向かって期間限定の派遣社員の依頼が微増であ
る。

□

求人情報誌製作会社
（編集者）

・当市及びその周辺郡部は大型の再開発や外国人観光客の効
果で人や物の動きは活発だが、駅や、都市部は関東、関西か
らの大手資本の企業が出店している。時間給のほか、待遇面
も整って人材の採用を強化しているため、地元企業が人材を
採用できない状況が続いている。特に、労働集約型の業界は
大変な時代を迎える。

□

職業安定所（職員） ・来春３月高校卒業予定者への県内事業所からの求人募集
は、前年度を30％以上上回る状況であり、ほとんどの高校生
が内定したが、現在もまだ増えている。これは、一般求職者
の採用が難しいため、新卒で採用しようという事業所の考え
だが、県内新卒の求人倍率も３倍を超えており、かつてない
ほどの売手市場となっている。

□

職業安定所（職員） ・販売関係は引き続き好調のようであるが、介護関係は介護
報酬が来年より引下げられることから今後のサービスの見直
しを迫られているとの声も聞く。総合的に変化は見られない
が、人材不足分野の介護業界はかなり厳しくなる。

□

職業安定所（職員） ・あるボイラー製造業は大手造船会社の下請会社であり、主
に火力発電向けの配管や加工の依頼があるものの、人材が確
保できず業績は横ばいである。また、あるタクシー会社は夜
間に市内を走行しているが飲食店利用者が少ないため客数は
伸びていない。観光客の増加は景気を底上げするほどの影響
は出ていない。

□
職業安定所（職業紹
介）

・今後も求人数の増加傾向と求職者数の減少傾向が続き、有
効求人倍率は高い水準で推移する。

□
学校［大学］（就職支
援業務）

・採用予定数を充足できていないため今年度末まで継続的に
求人活動を行っている中小企業もある。ただし、景気の動向
と求人状況との関連性については明言できない。

▲

人材派遣会社（社員） ・有効求人倍率がこのまま上昇し続けると、求職者の新規登
録は更に減少し、派遣社員の母集団の縮小が続く。加えて年
度末繁忙期で、ますます人材が不足する。そのため企業から
依頼が来ても、紹介が十分に行えず、契約数の増加が見込め
ない。

▲ 人材派遣会社（社員） ・労働契約法の影響で派遣契約の終了が発生する。

× － －

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
百貨店（店舗企画） ・マイナス材料がなく、インバウンドも増加傾向にあり、春

先の店舗改装計画もあるため、良くなるとみられる。しか
し、雇用状況では人員確保に苦戦している。

◎
ゴルフ場（経営者） ・利用人数に関しては余り変わらないが、単価がかなり上

がっており、売上的にもかなり良くなるとみている。

○
コンビニ（経営者） ・観光客や近隣のマンションの増加で、売上の増加が見込ま

れる。

○
住宅販売会社（営業担
当）

・戸建て住宅の相談件数が増え、建築費用も原価高騰のため
上昇傾向である。

□ コンビニ（代表者） ・年明けも観光需要を中心に安定して県経済は推移する。

□

衣料品専門店（経営
者）

・全体的に低調であったが、月の中旬からはプレゼント需要
があった。しかしながら来月のセール待ちをしている客が多
く、売上に伸び悩みがある。景気としてはまだまだ良くなる
兆しがみえていない。

□
その他専門店［書籍］
（店長）

・例年どおり年末年始の繁忙期が落ち着いていくと予想され
るが、それ以外に大きく変動する要因は特に見当たらない。

□
旅行代理店（マネー
ジャー）

・春休みの商品についてはまだ動き出しが鈍いようにみられ
る。

□
通信会社（サービス担
当）

・観光客が増え好景気ということだが、携帯業界には観光客
は余り関係なく、景気が変わるようには感じられない。

□
住宅販売会社（代表取
締役）

・工事受注は順調であるが、現場代理人、設計士が不足して
いる。公共工事では、資格を持っている現場代理人が足りず
入札をちゅうちょすることもある。

家計
動向
関連

(沖縄)
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▲

その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・店長や、中間管理職が人手不足である。ノー残業、パワハ
ラ、セクハラ防止、アルバイトのしつけなどの対応でストレ
スが溜まっており、会社は管理職のケアに追われて戦略を消
化しきれていない。

▲
観光型ホテル（マーケ
ティング担当）

・現段階の予約状況から推測される今後２～３か月後の客室
稼働率見込みは、前年同月実績を若干下回ると予測される。

×
商店街（代表者） ・大型店は、利幅を減らし値段を下げても売れるが、個店に

関しては限度があり、高齢者も多いということでなかなか対
応できず、大変危機感がある。

◎ － －

○
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・公共工事が着工予定で、出荷増が期待される。

□

輸送業（代表者） ・公共工事は需要期に入って順調に進んでいる。観光客の増
加に伴うリゾート関連のホテルや量販店の民間工事もスター
トしており、生コンの出荷は増勢である。アスファルト舗装
については、例年よりは減少しているように見受けられる。

□
輸送業（営業） ・建築関係の物量は、県内のホテルなどの建設ラッシュで増

える見込みだが、家具、家電、外食や量販店は大きな変動は
ないとみられる。

□

広告代理店（営業担
当）

・県内における新たな取引企業が生まれてくる一方で、既存
の大口取引企業の販促予算が微減の傾向が続いている。ま
た、官公庁予算も前年比で減額の傾向にあり、先行きは厳し
い状況が続くと想定している。

□ 会計事務所（所長） ・飲食はやや活発になっているとみられる。

▲ 建設業（経営者） ・新規の引き合い件数が鈍い。

× － －

◎
求人情報誌製作会社
（編集室）

・毎年、年明け後は企業の求人意欲が活発になるため、件数
は大きく増加するものとみられる。その後、数か月は高い水
準で件数が推移するとみられる。

○

人材派遣会社（経営
者）

・求人依頼はしばらくは堅調に続くとみられる。だが、派遣
会社自体も人材確保が非常に大変な状況になっているので、
会社として売上、利益にどれだけ反映されるか、少し不透明
なところもある。

○
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・２月に向けて求人数が増加する。

□
人材派遣会社（総務担
当）

・求職者の確保が課題である。

□
学校［専門学校］（就
職担当）

・見通しが立たないので、変わらないように自己防衛に努め
たい。

□
学校［大学］（就職担
当）

・大学新卒求人に対する動きからは、特段景気が上向きにな
る期待までは感じられない。

▲ － －

× － －

雇用
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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